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　白い光に照らし出されて、彼の姿が浮うかび上がる。

　圧あつ倒とう的な歌声を聴きいた瞬しゆん間かん、頭のてっぺんから足先までを稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが走り抜ぬけた。

　強く、心が震ふるえる。

　次々に流れ込んでくるメロディーが波は紋もんのように広がって、反はん響きようし、私は、彼が作り出す世界に溶とけていく。




　熱い気持ちで満たされていく。瞬まばたきするのも忘れてみつめた。

　耳に届くすべての音が、彼に変わった。

　もっと聴きたい。私のすべてで感じたい。

　奥深くまで響ひびき渡わたるたった　ひとつの




〝Ｓｏｕｎｄ〟
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「花か音のん、私こんな大きいライブハウスだと思ってなかった。すごいね……」

「本当だね。まさか翔しようがこんな場所でライブをするなんて……」

　今日は土曜日。そして、クリスマスイブ！

　私とクラスメイトであり親友の小お笠がさ原わら瞳ひとみは、歩道より少し敷しき地ちに入った場所からライブハウス全体を眺ながめた。

　駅から歩いて七分の、中心市街地にあるライブハウス『ＣＲＡクレイＤＬＥドル』は、大物アーティストも好んで選ぶ、人気会場。広い敷地内は、たくさんの人でごった返していた。

　よく見るとひときわ人が集まっている場所があった。あれが入り口かもしれない。私と瞳は肩かたを寄せ合い、そこに向かってゆっくりとした足取りで近づいていく。

　私たちは会場一帯を包む独特の雰ふん囲い気きに少しきおくれしていた。

「花音！　やっと来た……。遅おそいから迷子になったかと思った！」

「わッ！」

　急に後ろから名前を呼ばれ、心臓が跳はねあがった。

「翔！」

　勢いよく振ふり向くと、そこには幼なじみの松まつ原ばら翔が、ライブを観に来た他ほかのお客さんを避よけながら、あきれた顔ですぐそばまで近づいてきていた。

（ん？　翔、なんかいつもと違ちがう……。よく見たら、前まえ髪がみ少し上げてセットしてる？）

「翔、こんなところで何してるの？　いていいの？」

「チケットあげたはいいけど……二人とも、ライブ初めてだろ？　なかなか来ないから大だい丈じよう夫ぶかなって心配で」

「……それでわざわざ？　準備もあるのに、ありがとう翔君」

　瞳は翔に向かってにこりと微笑ほほえむと、軽く頭を下げた。

「あ……。今日はありがとう。瞳さん。花音に付き合ってここまで来てくれて」

「ううん。私も興味あったから。翔君がギターやってるって花音から聞いて、絶対に行きたいって思ってたの！」

「そうなんだ。来てくれて嬉うれしいよ。とりあえず中まで案内する。二人ともおいで」

　入ってすぐの受付でチケットを渡し、奥に進む。通路の壁かべには有名アーティストのサイン色紙や、今後の公演を知らせる告知ポスターがいくつも貼はってあった。

　奥はロビーで、ここもたくさんの人で埋うめつくされていた。グッズも売っている。

「ね、今日のライブって何時まで？　帰りが遅いとちょっと……」

　私はマフラーを小さくたたみ、バッグに突つっ込みながら翔に話しかけた。

「俺ら『ＲＡＩレイＳＥズ』はスペシャルゲストとして前座で演奏するよ」

「つまりトップバッター？」

「そういうこと。だから俺らのだけ聴くなら、花音の門限までには帰れるんじゃない？……どうした？」

「……終わったら、速そつ攻こう帰って勉強したくて」

「勉強？」

　信じられない！　と言いたげに、翔は目をまん丸くした。

「……だって。受験もあるし、成績が……致ち命めい的てきなぐらいやばいんだもん」

「あ。そういえば花音は今日、塾じゆくで模も擬ぎテストがあったんだっけ」

　瞳の言葉に私がこくりとうなずくと、翔がしれっとした顔で言った。

「テスト明けくらい別にいいだろ」

「よくない！　二人は頭いいけど私は……。今日のテスト、半分以上わからなかった……」

　瞳は成績がよくいつも学年でトップテン入りだから問題なし。翔も何事も器用で優等生。学校の推すい薦せんをもらい、どこの高校に行くのかもう決まっている。

（……いいなぁ。私も『テスト明けくらい別にいい』とか言える優ゆう秀しゆうな頭が欲しい……！）

「うちのボーカル、めっちゃかっこいいんだ」

「ん？　ボーカル？」

　受験のあせりから、ついうつむいていた私は翔の言葉に反応して、パッと顔をあげた。

「『キョウ』って名前なんだけど、歌がずば抜けてうまい。だからま、後こう悔かいしないと思うよ。……と、そろそろ俺、戻もどんないとだから行くわ。楽しんでいって。花音と瞳さん！」

「ありがとう。楽しみにしてる。翔君頑がん張ばってね!!」

『ＳＴＡＦＦ　ＯＮＬＹ』と書かれた通路に翔は入って行くと、あっという間に姿を消した。

「楽しみだね。花音」

「そうだね」

　二人揃そろって、中へとつながる重そうな扉とびらに視線を向ける。

　これから『初めて』を体験するという実感が湧わいてきて、胸がわくわくしてきた。

「……ねぇ、中、入ろっか！」

「うん……！」

　笑え顔がおでうなずきあうと、扉を瞳と一いつ緒しよに体重をかけて押し開けた。

（わッ！　なにこの人の多さ。ぎゅうぎゅう詰づめ!!）

　中は外以上に人で埋めつくされていた。なのに、ステージ上には誰だれもいない。

　少し音量を落としたＢＧＭと、笑顔でおしゃべりをする人たちのざわめきが聞こえてくる。

（人がいっぱいで近づけないけど、意外とステージまではそんなに遠くないかも!?）

　ドキドキする胸を押さえ、しばらく待っていたら、突とつ然ぜんステージの左袖そでから翔とバンドメンバーらしい人が現れた。

「瞳、出てきた！」

「シッ。もう始まるよ！」

　グワアン！　と、大きな音が鳴ってビクッと肩が跳ねた。思わず耳を手で塞ふさぐ。

「わ、うるさッ……」

　ステージ右みぎ端はしにいる翔が、ライブハウス中にエレキギターのひずんだ音を響かせた。

（……ボーカルって、どんな人なのかな？）

　曲が始まっているのに、まだマイクスタンドの前には誰もいない。

　私の周りには、勉強ばかりの日常を忘れさせてくれる爆ばく音おん。人の垣かき根ねと……熱気。

『何かが始まる』という期待で胸の高鳴りが最高潮に達したその時、急に音がぴたりと止やんだ。そして……

「「キャ──ッ!!　キョウ──ッ！」」

　薄うす暗ぐらいままのステージ袖から、男の人が一人、ギターを持って現れた。

『キョウ』と呼ばれたその人は、手を振る観客には見向きもせず、まっすぐ進んでいく。

　ステージ中央、マイクスタンドの前で立ち止まると、正面を向いた。

　真上からコバルトブルーの間接照明がその人を照らす。歓かん声せいも止み、会場はしんと静まり返っていた。

　みつめていると、彼はギターの弦げんの部分に手を置いたまま、マイクに唇くちびるを近づけた。

　すう……と、大きく一つ、息を吸ったのがわかった。

　次の瞬しゆん間かん、　白い光が彼を強く照らし、圧あつ倒とう的な存在感をともなって浮かび上がらせる。

　同時にまるで雷かみなりに打たれたみたいなすごい衝しよう撃げきが、私の全身を一瞬で走り抜ぬけた。

（……なにこれ……!?）

　躍やく動どう的で疾しつ走そう感あふれる『サウンド』だった。

　そこにあるすべての音が巻きこまれていく。黄色い歓声すら、曲の一部のように感じた。

　ギター、ドラム、ベース。それぞれが持つ攻こう撃げき的なノイズに歌声が合わさって、爆ばく発はつ的な化学変化が起きていく。

　波は紋もんが広がるように、次々と押し寄せる音の波に、立っている感覚がない。

　観客みんなが大きくジャンプしてリズムを刻んでいた。一つの塊かたまりになってうねるように揺ゆれて、まるで身体からだが浮ういているみたいだった。

　その中で私は一人、足を踏ふんばって立とうとした。

　頭に焼きつくメロディーとフレーズ。激しい楽器の音をすり抜け届く、シャウトが混ざった印象的な歌声に、心が……震ふるえる。

　彼は、今まで感じたことのない、見たことのない空気をまとっていた。

[image: ]

　……魅みせられて、目が、離はなせない。

　印象的な切れ長で意志の強そうな目。男の人なのに、綺き麗れいだと思った。

「……かっこいい……」

　今まで体験したことのない感覚だった。すっかり音の世界に包まれて抜け出せない。

　ずっと、歌っていて欲しい。もっと聴きいていたい。

　この瞬間ときが永遠に続けばいいのにと、本気で思った。

（お願い。終わらないで……）

　繰くり返されるサビのメロディー。歌が最高潮に盛り上がる。




　……すべてを超ちよう越えつした『音』

　気がつくと涙なみだが頰ほおをつたって、そっと、こぼれ落ちていた。

　それが彼、ＲＡＩＳＥのボーカル、『キョウ』との出会い。

　すべてが彼に染まった瞬間だった。

　私は、一いつ瞬しゆんで……




　恋こいをした。
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　──四月。クリスマスイブから数ヶ月がたち、高校生になった。

　私は広い校舎を移動するたびに在校生の姿をくまなくチェック。それなのに……

「……みつからない……」

（ＲＡＩＳＥのボーカル『キョウ』。彼は、本当にこの学校にいるのかな……？）

　実は、ＲＡＩＳＥの素す性じようは関係者以外知られていない、謎なぞのバンドらしい。

　私が知っているのはただ一つ、キョウがここ『蒼あお山やま学がく院いん』の生徒だということ。

　この貴重な情報はライブ翌日、クラスメイトとクリスマスパーティーをした時、翔に頼たのみこんで特別に教えてもらったものだった。

「……まさか、翔ったら、噓うそを教えた？」

　蒼学はいわゆる名門高校で、そこへ私が入学できたのはまさに奇き跡せきだった。

　志望校を蒼学にした理由は、あのイブの夜にライブで見たキョウに憧あこがれて。

　三学期に入ってからの突然の進路変へん更こう、しかも最初の志望校より数段レベルを上げての挑ちよう戦せんに、周りのみんなは大反対だった。

　けれど、無我夢中で猛もう勉べん強きようした私は奇跡を起こし、見事に受かった。

　私にこんな根こん性じようがあるなんて、自分にビックリ！　それなのに入学してから数日たつけれど、お目当ての彼の姿をまったく見かけなかった。

「はあ……」とため息を吐つきながら、のろのろと机の引き出しから音楽の教科書を取り出し席を立った。

　教室移動は、私にとってキョウがいないかアンテナを張りめぐらせる時間。

（……この人は、違ちがう。背はもっとキョウの方が高い。この人も違う。もっと細いはず。……この人も、顔が全然似てすらいない。この人も全然……違う。違う。ちがーう。……いない！）

「……あれ？　ここどこ？」

　気がつくと、キョウ探しに夢中になっていた私は迷子になった。

（……この廊ろう下か、上級生がいっぱい。ということは、階を間ま違ちがえた!?）

　音楽室は四階なのにどうやら三階までしか上がらず、廊下を進んでいたらしい。三年生のクラスが並ぶ廊下に一年生は私くらいで、階を間違えたことが恥はずかしくなった。

　あわててくるりと半回転。頭を低くして速足で来た道を引き返す。ノンストップできゅっと右に曲がった。

「きゃあ！」

　次の瞬間、視界に映ったのは階段ではなく、人だった。

「いたッ！　あ、ごめんなさい！」

　急には止まれず、メガネをかけた男子生徒に私はぶつかってしまった。

　抱かかえていた教科書とノートは派手に散乱してしまったけれど、その人はすでにしゃがみこみ、私のペンケースを拾いはじめている。

「すみませんっ！」

　私も急いで近くに落ちていた上級生のノートに手を伸のばした。

（……え？　佐さ鳥とり……響ひびき？）

　ノートの表紙に書かれている名前を見た瞬間、胸がどきんと跳はね上がった。

（響……て、もしかして、キョウって読むのかな？）

　思わず顔を上げて、男子生徒を至近距きよ離りでみつめた。

　ＲＡＩＳＥのボーカル、キョウは、メガネをかけていなかった。

　髪かみはゆるふわパーマで、前まえ髪がみはふわりと上げておでこが見えていたのをしっかりと覚えている。今、目の前にいる人はサラサラヘアーで前髪がメガネと同化するくらい長い。

　制服のネクタイもきちっとしているせいか、まじめで優等生に見え、キョウとはかけはなれている。

（だけど、前髪から覗のぞく切れ長の目が、似ているような……？）

「……君、ケガはなかった？」

　心配そうに聞かれ、キョウと目の前の人を照合していた私はハッと我に返った。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　差し出されているペンケースを受け取る。男の人なのに細くて長い、綺麗な指だった。

　そばに落ちていた自分の教科書も拾うと、すくっと立ち上がった。

「あの、そちらは大丈夫でしたか？」

　拾った相手のノートを差し出しながら聞いた。

「俺も大丈夫」

「……よかった……」

　派手にぶつかってしまったけれど、相手にケガをさせていなくて、ほっとした。

「……廊下を走ってすみませんでした！」

「君にケガがなくてよかった」

　頭を下げもう一度謝ると、彼は安心した様子で、ふわりと微笑ほほえんでくれた。

（……優やさしい。私が一方的に悪いのに、怒おこらないで心配してくれた。それにしても、落ち着いたよく通る独特の声も、ちょっとキョウに似ている……？　でもやっぱり違うかな……）

　確信が持てなくて、ただドキドキしていると、予よ鈴れいのチャイムが鳴った。

　彼は「じゃあ」と言って背を向けると、その場から去って行った。

「……私も行かなくちゃ」

　少し気になったけれどゆっくりしている時間はなく、目の前の階段を急いで駆かけあがった。










　その日の放課後、乗りつぎのために私は駅のホームのベンチに座っていた。

「どうしよう……」

　深くため息を吐つきながら、手元に視線を落とす。膝ひざの上に広げた見覚えのない譜ふ面めんをみつめ、もう一度ため息をこぼした。

（……これ、きっと上級生のだよね……）

　ノートの隙すき間まに一枚だけ、見覚えのない譜面が交ざっているのを見つけたのは、音楽の授業が始まってからだった。

（教科書を拾った時に交じっちゃったんだろうな。綺麗な字で、メモまでしてある……）

　顔をあげて電光掲けい示じ板ばんのデジタル時計に目をやる。あと三分だと確かく認にんしてから再び手元の譜面に視線を戻もどした。

（……明日あした、この譜面を届けに行ってみようかな）

　上級生の階に行くのにはとても勇気がいる。しかも自分から先せん輩ぱいに話しかけるなんて、想像しただけでも足が震ふるえる。けど、

「きっと、今ごろなくして困ってるよね……」

　とりあえず明日、昼間に同じ場所へ行ってみようと決めた時、ゴオという音のあとに風が通過した。あわてて譜面が飛ばないように上から手で押さえる。顔をあげて、ホームに入ってきた電車に目を向けた。

「……あれ？」

　思わず声が出た。それと同時に胸が、とくんと跳ね上がった。目を大きく見開く。

　昼間の上級生が、到とう着ちやくしたばかりの電車から降りてきた。

　改札口に一番近い車両にいた彼は、そのまま私に気づかずホームから立ち去ろうとした。

（わ。行ってしまう。この譜面、届けなくちゃ……！）

　悩なやむひまはなかった。立ち上がると、乗るべき電車に背を向けて私は駆けだした。人ひと混ごみをぬうように進み駅を抜ぬけ出す。

「あれ？　雨……」

　駅前のロータリーに、ぽつぽつと色とりどりの傘かさが咲さく。彼の背は目の前の横断歩道を渡わたった道の向こうにあった。

　信号は赤で、私は傘をさし、背せ伸のびして見失わないように目で追ったけれど、人混みがその背を隠かくしてしまう。

　やっと信号が青になると私は猛もうダッシュで追いかけた。東西にまっすぐ延びる路みち沿いの歩道を突つっ走る。見失った付近まで来ると、きょろきょろと辺りを見回した。

　ふとそばに建つ、古びたビルが目に留まった。ゆっくり近づき、五、六階建てのビルを見上げた。フロア案内板を見つけ、傘をたたみながら覗きこんだ。

　上から順に見ていく。六階は美容系のクリニック。次が英会話と法律事務所、ダンススタジオ。そして地下一階はスタジオ『ＳＯＵサウＮＤンド』。

（……このビル、いろんなお店が入っているみたい）

　エントランスはそんなに広くはなく、奥にエレベーターとそばには地下と二階へとつながる階段が見えた。

「君……昼間の子だよね」

　突とつ然ぜん後ろから声をかけられて、肩かたが跳ね上がった。ぱっと振ふり返る。

　そこには探していた彼がメガネを外し、無表情のまま私を見下ろしていた。

「俺のあとをつけてきたの？」

　ドクンと緊きん張ちようが走った。

「……えっと、ごめんなさい。つけたのは……その、これを！」

　私は急いでバッグから譜面を取り出すと、差し出した。

「昼間はすみませんでした。たぶんその時に間違えて持って帰ったみたいで……お返ししたかったんです！」

　彼は一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、私から譜面に視線を移し、ゆっくりと手を伸ばした。

「これ、君が持ってたんだ。ありがとう、届けてくれて」

　お礼を言われ、心の中で花がパッと咲いた。

「……あの。もしかして……」

　体が心臓になったみたいにバクンバクンと揺ゆれる。おそるおそる、聞いた。

「ＲＡＩＳＥのボーカル、キョウさん……ですか？」

　彼はまっすぐみつめてきた。

「……人ひと違ちがいじゃない？」

　きっぱりと言われ、胸に動どう揺ようが走る。でも……

「目が……一いつ緒しよです。キョウの目と同じ」

「目？」

「メガネを外しているのを見て、そうかなって……」

　彼はおもむろに、胸ポケットに入っているメガネに手を当てた。

　数秒間の沈ちん黙もく後、静かな声で言った。

「雨に濡ぬれるとメガネがくもって不便だから外したんだ。そうか、それでバレたのか……」

　冷静に分ぶん析せきしている様子だった。

（……やっと会えた。やっぱり、キョウだったんだ……!?）

　じわじわと実感が追いついてくる。

　もう一度会いたかった人がすぐ目の前にいると思うと嬉うれしくて、それと同時に緊張が胸の中を走った。

「私、去年のライブを観に行きました！　とてもよかったです」

「どうも」

「本当に感動しました！　幼なじみの翔に誘さそわれてバンドのライブ初めてだったんですけど、とにかくすべてがビックリで……」

「……翔の、幼なじみ？」

　キョウは急に、私の言葉をさえぎった。

「はい。私、翔と幼なじみです。家も隣となり……」

「君、ちょっと今時間ある？」

　さっきまで普ふ通つうだったのに、少し、様子が違ちがう。

「時間はありますが……」

「じゃあこっち来て。……話がある」

「え、ええ!?」

　言い終わるなりキョウは私の手首をがしっとつかんだ。そしてそのままビルの中へと進んだ。
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　ＲＡＩＳＥのキョウに手を引かれているなんて……とても信じられなかった。

　キョウはエレベーターではなく、階段を選んだ。ゆっくりと下りて行ってもらっているのに私は、今にも足がふらつきもつれて転びそうになる。

　階段を下りた先にはドアがあった。キョウはつかんでいた私の手を離はなし、ドアを開けた。

　ぱちんと音がしたあと、暗かった部屋がパッと明るくなった。

「入って」

「……お邪じや魔ま、します」

　そろりと、部屋の中へと足を踏ふみ入れた。

　すぐ目に飛びこんできたのは、大きなドラムセットや何種類ものギターだった。他ほかにもキーボードや黒くて四角い不思議な機械もある。

「あの。ここって……？」

（もしかして、ＲＡＩＳＥの練習場所？）

　キョウと二人っきりに緊張しつつも、胸は好こう奇き心しんでわくわくしはじめる。

「適当に座って」

　楽器だけじゃなく、手前にはイスやソファ、ローテーブル、腰こしほどの高さの冷蔵庫まであった。すすめられたソファに座ると、キョウは真しん剣けんな目を私に向けた。

「君、翔と幼なじみって本当？」

「本当です。翔とは小学校に上がる前から友達です」

「君の名前は？」

「幸こう崎さき花音、です」

　キョウはしばらく考えこんだあと、口を開いた。

「……翔と会わなくなって三ヶ月になる。長く連れん絡らくが取れないから、心配しているんだ。翔に会いたい。幼なじみの幸崎さんなら、連絡取れないかな？」

「連絡が取れない？　どうしてですか？」

　首を傾かしげながら質問した。

「理由はわからない。翔は、すぐに戻もどってくるから少しのあいだ自由に活動させてって言ったんだ。あいつが納なつ得とくするまで待っているつもりだったけど、そろそろ活動を再開したくて」

「そんなに長く会っていないと心配だし、色々困りますよね……。具体的にいつからですか？」

「イブのライブの数日後が最後」

　つまりクリスマス以降……。そう聞いて胸にずきんと鈍にぶい痛みが走った。

「……あの、翔の学校には？」

「入学した高校？　放課後に何度か行ったよ。でも空から振ぶり。捕つかまえられなかった」

（あ、そっか……。翔の学校へ行くにはここから二時間以上かかる。学校が終わって向かっていたんじゃ、ちょっと難しいかも）

「どうしようか次の手を考えている時に、翔と幼なじみの君が現れた」

　まっすぐみつめながらキョウは、少し切せつ羽ぱ詰つまった様子で言った。

　急にここへ招き入れてくれた理由がわかって、協力をしてあげたいと思った。けれど……。

　私は膝ひざの上の手をみつめ、ぎゅっと握にぎった。

「……ライブがあった次の日、クリスマスパーティーを友達としました。その場には翔もいて実は、……その時に私たち、ケンカしちゃったんです」

「ケンカ？」

　驚おどろいているキョウに向かってうなずくと、説明を続けた。

「翔と絶交状態です……。仲直りをせずにそのまま中学校を卒業しちゃって……」

　理由は、私の受験する学校についてだった。
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『今から志望校を蒼学に変へん更こうする？　いや、それ無む茶ちやだろ！』

『やってみないとわからないじゃない。蒼学にキョウがいるなら私頑がん張ばる！』

　さっきまで楽しそうにしていた翔は、一いつ瞬しゆんにして不ふ機き嫌げんになった。

『ＲＡＩＳＥファンの子がいきなりキョウの前に現れたら迷めい惑わくだろ。しかも俺の幼なじみ……、てかその前に、おまえの頭じゃ絶対に無理だって。俺でも諦あきらめた学校なんだぜ？』

『翔は普通に受験して蒼学受けるんじゃなくて、推すい薦せんで行ける学校を選んだだけでしょ！　楽しただけじゃん！』

『おまえなあ……。内ない申しん点てんあげるのに俺がどれだけ時間と労力をかけたことか……！』

　あきれ顔で翔は言ったけれど、私の意志は固かった。

『翔に何を言われても私は蒼学を受ける。もう決めたの！』

『決めたって、お前今思いつきで言ってるだろ。受験まで日がないし、絶対無理だって！』

『もう、翔のバカ！　無理無理言わないでよ！』

『バカ？……じゃあ勝手にしろ。花音が泣いたって俺は助けてやらないからな！』

『翔の助けなんていりませんよーだ！』

　思いっきりあっかんべーをして、それ以降、翔とは目も合わせなかった。

　きっかけはどうあれ、子供みたいなケンカの延長で、その時はまさか卒業したあとも翔とケンカ別れしたままになるなんて、思いもしなかった。
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「……そうか、翔とケンカしているなら連絡は無……」

「いえ、やってみます！」

　私はキョウの言葉にかぶせるように強く言った。

「キョウさんが、連絡を取りたくて困っているなら……私にできることがあるならします」

「でも……」

「翔と仲直りするきっかけにもなりますし、だから、早さつ速そく電話かけてみますね」

　キョウに向かってニコッと笑ってから、翔の番号を押した。

「……あれ？　……ごめんなさい。私も、ダメみたいです……」

　何度かけても、『お留守番サービスに接続します』というアナウンスが流れるだけだった。

「幸崎さんでもダメか。ごめんありがとう。……あとはやっぱり行くしかない。自宅の電話番号か住所、教えてもらってもいい？　直接俺が行くから」

　電話がつながらなくてへこみ、頭を下げていた私はパッと顔をあげた。

「それが……翔の家には固定電話がないんです。それに、家は私の家の隣なんですけど、翔は高校から寮りように入っちゃって今実家に行ってもいないと思います」

「いない？　そうなんだ……」

　顔色をくもらせ本当に困った様子のキョウを見て、何とかしてあげたいと本気で思った。

「キョウさん。私、翔のお母さんとは仲がいいんです。だから、寮の電話番号とか聞いてみましょうか？」

　私の提案にキョウは驚いたらしく目を見開いた。

「いや、俺が母親に会……」

「翔のお母さんはいつも夜が遅おそくて、何時に帰ってくるかわからないんです。キョウさんが家の前でずっと待ってるわけにもいかないし、連絡を取るなら私のほうがいいと思います」

　キョウはしばらく考えた後、申し訳なさそうに言った。

「……そうだね。とりあえず、連絡先聞いてきてもらってもいい？」

「はい！　帰ったら早速聞いてみます！」

「……お願いします」

　ぺこりと頭を下げられて私はあわてた。

「こんなことくらいしかできなくて、すみません！」

「ううん。すごく助かる。ありがとう。引き受けてくれて」

「できることがあるなら、喜んでお手伝いします！」

　明るく笑え顔がおで答えた。すると、キョウは何かを考えこんだあと、私に視線を戻した。

「俺と幸崎さんは今日会ったばかりでしょ。しかも譜ふ面めんを届けてくれたし、幸崎さんにお願いするからには、何かお礼がしたいな」

「お礼!?」

　キョウの言葉に目をまん丸くさせた。胸がバクつきはじめる。

「お、お礼だなんて。そんなのいい……あ。でも……」

　見返りが欲しくて協力しようと思ったわけじゃない。けれど、欲しいものが一つ、ぱっと頭に浮うかんでしまった。

「なに？」

　キョウに優やさしく微笑ほほえまれ、少し悩なやんでから口を開いた。

「……ここって、キョウさんたちＲＡＩＳＥの練習場所ですよね？」

「うん。内ない緒しよだけどね」

「……ＲＡＩＳＥの曲を聴ききに、また、来てもいいですか？」

「出入りしたいってこと？」

「はい……！」

　ドキドキドキ。遅おくれて心臓の音が耳に届く。

（図ずう々ずうしいかな。図々しいよね……）

　翔と連絡を取る。それは、ＲＡＩＳＥのため、キョウや翔のためだ。

　音楽なんてド素人しろうとの私でもお手伝いできることがある。それだけで光栄なこと。けれど思ってしまった。

　一瞬で心をつかむＲＡＩＳＥの音が生まれる瞬しゆん間かんを、この目で見て、聴いてみたい……。

「……私、最初に聴いたライブがＲＡＩＳＥでよかったです。邪じや魔まはしません。だから……、私がここに通う許可をくれませんか？」

　あふれる想おもいそのままに、気持ちを伝えた。

　思いっきり頭を下げると、一瞬シーンと静まり返った。

「バンド内のルールなんだけど、ファンはここの出入り禁止なんだ」

（……残念。断られちゃった……）

　キョウの返事に心がしゅんと沈しずんだ。

「……けど、一つだけ方法がある」

　下げていた頭をぱっと上げて、期待しながらキョウを見た。

「手伝い。俺たちの協力をしてくれる？　そしたら関係者として出入りできる。あと、ここを秘密にしてくれるなら」

「もちろんです！　誰だれにも言いません！」

　勢いよく返事をすると、くすっと笑われてしまって、ちょっと恥はずかしくなった。

「何をお手伝いしたらいいんですか？」

「実は、ちょうどいい人いないか探してたんだ」

　キョウは私に視線を合わせると、はっきりとした口調で言った。

「翔と連れん絡らくが取れたら、曲のＭＶを撮とろうと考えてる」

「え……ミュージック、ビデオ……？」

「幸崎さん、出演してくれない？　俺の〝彼女役〟として」

　頭が真っ白になった。口をぱっくりと開けて私は固まった。

「か……彼女」

（として出演……!?）

　キョウはにこりと微笑むと続けた。

「幸崎さんがここへ来る口実にどうかな？」

　すぐには信じられなくて心の中で、『キョウの彼女役!?』と、何度も繰くり返した。

「ひらめいたというか、突とつ然ぜん言ってごめん。ＭＶのイメージが普ふ通つうの女の子なんだ。君の背せ丈たけや雰ふん囲い気きとか、イメージに合う」

　胸はバクバクと拍はく動どうを強め、顔を中心に全身が熱くなっていく。

「……大事なＭＶなのに、私でもいいんですか？」

　思考力ほぼゼロ状態から何とか絞しぼり出し質問した。そしたら、とんでもない返しが来た。

「幸崎さんがいい。かな」
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　パッと顔を両手で押さえた。『幸崎さんがいい』が、今度は頭の中でリフレインを始める。

「でも心配しないで。出演といっても顔は出さない。変装してもらうから」

「……変装、ですか？」

「うん。ＭＶの彼女役が幸崎さんだってバレて、迷めい惑わくをかけないように」

　説明をうけても、いまいちぴんと来ない。

（何か理由があるのかな？　というか、これ以上深く考えられない……！）

　パニックになりながらもＭＶ制作に関かかわれるということは、もっと曲を聴くことができると単純な私は嬉うれしくなった。

「やります。やらせてください！　手伝います！」

　前のめりに、全力で引き受けていた。

「ありがとう。……ごめん。飲み物も出さずに。ちょっと待ってて」

　話が一段落したところでキョウはソファの横にある冷蔵庫のドアを開けた。

　私はずっとバクついている胸にそっと手を当てる。

（キョウを近い距きよ離りで初めて見たけど、やっぱり、……すごくかっこいい……。声も素す敵てきだけど、目が……とても綺き麗れい。まつげ長いし、瞳ひとみの色が明るい茶色！）

　ステージの下からだと見ることができなかったキョウの細かなパーツを、間近で見られて嬉しかった。

「幸崎さん」

「は、はいいっ！」

　突然話しかけられて、裏声気味に返事をした。

「飲み物、りんごジュースしか今ないけど、飲める？」

「りんごジュース？　大好きです！」

「そう、よかった。ちょっと待ってて」

　ふわりと微笑むとキョウは再び背を向けた。

（……キョウってなんかライブの時と違ちがうかも？　制服姿だからかな。別人みたい。歌っていないし、楽器も持っていないから？）

　大人っぽくて落ち着いた雰囲気のキョウを見て、こっちはこっちで素敵だなとか、彼女役って何をすればいいの？　とか、頭の中は大おお忙いそがしになった。

「……キョウ、さんって普ふ段だん、メガネなんですね。雰囲気違ってて、全然気づかなかったです」

　受け取ったジュースを飲んでから、思ったことをそのままに聞いた。

「メガネは、変装なんだ」

「え？　あ……、そっか。ＲＡＩＳＥの正体は秘密。謎なぞのバンドでしたね！」

　キョウは静かにうなずいた。

「本名や学校、活動場所を知られたくないんだ。音楽に、集中したいから。だから、この場所はメンバーや俺たちの気持ちを理解してくれる人だけが出入りできる。他ほかの人には知られたくない」

　キョウはまっすぐ私の目を見て言った。力強い言葉と、真しん剣けんな瞳だった。

（そっか。なぜＲＡＩＳＥの素す性じようを秘密にしていたのか、それがちょっとだけわかった）

「……キョウさんは、音楽に本気なんですね」

　アーティストとしてのキョウの音楽へのこだわりを感じた。

「うん。何よりも音楽が好き」

（……しゃべってる時のキョウって、とっても穏おだやか。動作もスマートだけどゆったり）

　ステージで歌っている時とのギャップに驚おどろきつつも、優やさしい印象のキョウに前より好感度が上がった。

　そう思っていたら、キョウが急にくすりと笑った。

「ねぇ。幸崎さんの顔、りんごみたいに赤い」

「……え？」

「まさか、りんごジュースっで酔よった？」

「噓うそ……！　わあッ!?」

　キョウは急に私の顔に手を伸のばし、頰ほっぺたに触ふれた。

「熱……。大だい丈じよう夫ぶ？」

　たしかに顔が熱かった。

（うわぁ……！　りんごみたいに赤いって、どんだけ赤いの!?）

　微笑まれ、触れられたところからさらに熱くなる。思わず持っていたグラスでばっと顔を隠かくした。

「キョウさん。あまり見ないでください！」

「なんで？」

「は、恥ずかしいからです……！」

　キョウは私の発言に一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、さらにみつめてきた。

「……実は、まともにしゃべれる男の子は幼なじみの翔くらいなんです」

　身体からだをちぢこまらせながら、正直に打ち明けた。

「え？　そうなの？」

「……はい。でもキョウさんは優しいし、しゃべりやすいですけど……。彼女役、頑がん張ばりますが、ちょっと不安……もあります」

「不安か……。ちょっとごめん」

「わあッ！」

　再びキョウの手が私の顔に伸びてきて、頰ほおに触れる。

「ごめん。本当に苦手そうだね」

　固まり、声にならない叫さけび声をあげていると、キョウはぺこりと頭を下げてくれた。

「す、すみません！　ごめんなさい。男の子苦手だと彼女役、く、クビですか？」

　オロオロしながら聞いたらキョウはくすっと笑った。

「クビとかそんなのないよ。でも、もう少し慣れてはほしいかな」

　驚きのあまり、目を大きく見開いた。

「……っ、な、慣れ……る」

（この状じよう況きように慣れる!?　そんな日が、いつか私に訪おとずれるの!?）

「まぁ、翔はまだ見つかっていないし、時間はある。ゆっくりでいいよ」

　優しい言葉をかけられて嬉しかった。でも時間があるとはいえ、このままではダメだという自覚はあった。どうしよう？　と頭をフル回転で働かせる。

　しばらく考えてから私は、一つ提案をした。

「あの、もしキョウさんが嫌いやじゃなければ……翔と連絡を取ってＭＶの撮さつ影えいに入るまでの間に、男の子慣れ、というか〝キョウさん慣れ〟の特訓を、させてくれませんか!?」

「……俺慣れ？」

　キョウは再びきょとんとしながら不思議そうに首を傾かしげた。

「彼女役、引き受けるからにはちゃんとやりたいし、……頑張りたいです」

（キョウの役に立ちたい。そのためなら、どんなシーンでも堂々と彼女っぽく、はたから見て違い和わ感かんないようにならなくちゃ！　今すぐには無理でも特訓を重ねたら、少しはそれっぽく立ち回れるかも！）

「……特訓って、具体的に何をすればいいの？」

「……さ、さぁ??」

　そこはノープランだった。

　キョウは視線を外すと、あごに手を置いて黙だまった。少ししてから、私に視線を戻もどした。

「わかった。いいよ特訓。内容についてはこれからゆっくり考える。で、どう？」

「……はい！」

　満面の笑えみを浮うかべ、頭をコクリと大きく縦に振ふった。

「じゃあとりあえず、形から入ろうか」

「形から、ですか？」

　キョウは「うん」とうなずいた。

「花音。今から幸崎さんのこと、花音って呼び捨てにする」

「え!?」

「あと、俺の本当の名前は、ひびき。佐鳥響。これからはそっちで呼んで」

「ひ、びきさん？」

「メンバーはみんなプライベートでは俺を響って呼ぶんだ。俺も花音って呼び捨てにする。敬語もいらない、いい？」

「……よ、呼び捨てに、あと、敬語も!?　急には無理です！」

　顔を横にふるふる振った。

（お互たがいを名前呼びと、ため口。本当の彼氏彼女みたいで、のぼせそう……！）

「じゃあ、ちょっとずつ。花音の名前ってさ、いいよね。素す敵てきだと思う」

　再び声にならない喜びの声をあげた。

（まさかあのＲＡＩＳＥのボーカルに、『花音』って、素敵な声で呼ばれる日が来るなんて！）

　喜びにひたっていると、私の視界に伸ばされた響の手が映った。

「今日からよろしく、花音」

　胸がトクトクと高鳴る。遠えん慮りよしながらそっと、響の手に触れ握あく手しゆした。

（──契けい約やく、完かん了りよう??　奇き跡せきが起こった……！　まだ〝響慣れ〟する日が訪れるのか、自信や実感はないけど、……私なりに、精せい一いつ杯ぱい頑張ろう！）

　私の胸は嬉うれしさと感動でいっぱいになった。
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「失礼しました」

　職員室を出てドアを閉める。

（……職員室って少し苦手。当たり前だけど、先生ばっかり……）

　独特の雰ふん囲い気きに緊きん張ちようしていた私は、ふうっと息を吐はいた。

　憧あこがれのキョウと再会できた翌日から私は浮かれまくった。おかげで朝提出しなくちゃいけなかったプリントをすっかり忘れていた。

　よし。帰ろう！　と、気を取りなおして振り向いた時だった。

（あ……響だ！　こっちに向かって来てる）

　響も気がつき、目が合う。まさかこんなところで会えるとは思ってなくて、嬉しくて心が舞まい上がった。

「響さん、こんにちは！」

「……ちは」

　私のテンション高めの声に響は思わず口元をほころばせ、メガネのブリッジを人差し指ですっと直した。ちらりと職員室へ視線を向ける。

「呼び出し？」

「プリントを提出しに来たんです。……響さんも職員室に用事ですか？」

「俺は通りかかっただけ。てか、呼び捨て、ため口は？」

「え？　あ、ごめんなさい！　……じゃなかった。ごめん！」

　まだ慣れてなくてあわてて言い直すと、響にくすっと笑われてしまった。

「……やっぱり、すぐには無理です！」

「じゃあ二人だけの時は呼び捨てね」

「……頑張ります。あ！　響さん。翔のことで報告があります！　本当は今日の放課後秘密基地に行ったときに言おうと思っていたんだけど……」

〝秘密基地〟とは、昨日響と話をした地下のスタジオ『ＳＯＵＮＤ』のこと。ＲＡＩＳＥのメンバーはそう呼んでいると教えてもらっていた。

「報告？　翔の母親と連れん絡らくが取れたの？」

　響の表情に真しん剣けんな色が混ざる。

「えっと、それが……」

　すぐに連絡を取ると期待させてしまった手前、言葉を濁にごしていると、響はこの場所が悪いと思ったらしい。

「移動しよう。こっち来て」

　言いながら、すぐそばの階段を上りはじめたため、急いで響のあとを追った。

　連れてきてくれた場所は、北校舎四階の音楽室だった。なぜか響の手には職員室にあるはずの鍵かぎがあって、鍵を開けるとスタスタと入って行く。

「響さん……」

「ひびき。またさん付けした。……怒おこるよ？」

「きゃー！　響、ごめんなさいっ！」

　響がデコピンのかまえをしたので、慌あわてておでこを両手で隠かくした。

　次の瞬しゆん間かん、デコピンではなくてぽんと響の手が頭に触れた。

「努力してね」

　ふわりと微笑ほほえまれ、胸がとくんと反応した。

　ピアノ以外の楽器は隣となりの準備室に片付けられていて、響と二人っきりを意識してしまい落ち着かない。周りをきょろきょろ見回す。

「教室、無断で入ってもいいの？」

「大だい丈じよう夫ぶ。で、翔がどうしたの？」

　あらためて聞かれ、ごくっとつばを飲みこんだ。

「……響、ごめんなさい。翔のお母さんにはね、すぐに会ってきたんだけど、寮りようの電話は基本家族しかダメみたい……。しかも夜九時まで。携けい帯たいの持ち込みも禁止みたい。連絡取りたいってお願いはしてきたんだけど、翔のお母さんいつも夜遅おそいし、ちょっと時間かかるかも……」

　私は肩かたを落とした。

「本当にごめんなさい……。私、幼なじみなのに連絡取れなくて……。こんなことなら、翔とケンカするんじゃなかった。卒業前にさっさと仲直り、しておけばよかった……」

　後こう悔かいでへこんでいると、頭の上に優やさしい声が降ってきた。

「ありがとう。気持ちだけでも嬉しいよ。それにきっと、もうすぐ連絡取れるようになる。そしたら花音たちも仲直りできるよ」

　メガネ越ごしに見る響の瞳ひとみに、胸がぎゅっとなる。

（あまり役に立っていないのに、責めるどころか励はげましてくれてる。響って本当に優しい……）

「報告も、秘密基地に来てくれてもいいけど俺いない時もあるから、連絡先交こう換かんしておこうか」

「え！　い、いいんですか？」

「今スマホ持ってる？」

「も、もも、持ってます！」

　スカートのポケットからスマホを取り出し、震ふるえる手で響に差し出した。

「……響、ありがとう」

　嬉しくてつい笑みがこぼれる。響の番号が入ったスマホを大切に胸のところで抱だきしめた。

「そうだ。ついでに曲のデータもいくつかあげようか？」

「えええ!!」

　思わずスマホを落としそうになる。

「あ、いらない？」

「いります。すっごく欲しいです！」

　ほぼ同時に答えていた。

「じゃあ、花音のスマホ貸して。曲聴きけるように、ちょっと操作するけどいい？」

「もちろんです。お願いします」

　数分後、響は「できたよ」と言って画面を見せてくれた。

「え。もうできたの？」

「うん。このアプリを開いて、再生を押せば曲が流れるから」

「……嬉しい。ありがとう！」

（秘密基地に通えるだけでも貴重で嬉しいことなのに、これでいつでも好きなだけＲＡＩＳＥの曲が聴ける……。うわ……幸せ！）

　にこにこ笑顔で何度も響にお礼を言った。

「このデータはメンバー用のだから、花音が個人で楽しむのはいいけど、ファンや他ほかの人にあげないでね」

「うん、わかった。約束する！……早さつ速そく聴いてみてもいい？」

「いいよ」

　ドキドキしながら再生ボタンに指を滑すべらせた。

　押した瞬間、疾しつ走そう感ある音が私のスマホからあふれ出した。

「わ、これ！　この曲すごく好きっ！　ライブで演奏してたよね!?」

　初めて響の音に触ふれた時のあの感覚がぶわっと浮うかんだ。身体からだの奥深くから熱いものが込み上げてきてテンションが上がる。

「響の歌だぁ！……この数ヶ月、ずっと聴きたかったの。嬉うれしい！」

　大興奮！　口から素す直なおな気持ちがぽろぽろとこぼれた。

「ＲＡＩＳＥの演奏とってもかっこよかった！　この曲のタイトルは何ですか？」

「『Ｈｉｄｅハイドｏｕｔアウト』だよ。そしてこの音源は、二十四日のライブを録音してもらったやつ」

「これ、……あの時の音なの!?　うわあっ！　それってすごく貴重……！」

　思わず大きな声をあげていた。けれど、響からは何の反応も返ってこない。

　あれ？　っと思って響を見ると、彼は目を閉じ、曲に集中していた。

（……すごく、真剣な横顔）

　邪じや魔まをしてはいけないと思い、私もしばらく口を閉じて流れる曲に集中した。

「……翔の弾ひく音が好きだ」

　サビが終わり、曲が間奏に入ると響は静かに呟つぶやいた。

「翔は、胸を打つ演奏ってなにか、わかっているんじゃないかな」

「……翔が!?」

　驚おどろきと疑問が、頭の中にたくさん浮かんだ。

（響は翔のギターになにを感じて好きって思っているんだろう？）

「未熟な部分もあるけど、音の聴かせ方がうまいんだ。リズム感が抜ばつ群ぐんだし、センスもいい。音に力強さを感じるのは、度胸が元々備わっているからなんだろうね」

（翔って音楽のセンスあるんだ……）

「このライブ、最高だった。翔の音を聴いていると、楽しいのが伝わってくる。……俺までわくわくしてきて歌いたくなるんだ」

　響はふっと優しく微笑んだ。そのキラキラな笑え顔がおに胸がきゅんと反応した。

「……それってすごいこと、だよね？」

　私の問いに響は目を細め、こくりとうなずいた。

「すごいよ。翔には才能がある」

　ずっと翔のレベルがどのくらいなのか、さっぱりわからなかった。だから、音楽をやっている人たちの評価が、予想以上に高かったのには驚きだった。

「……翔が楽しく弾いてる。それは私もわかります！　いつも呆あきれるぐらいギターを弾いてて、ほんと好きなんだろうなって思ってたから……」

　自分が褒ほめられたみたいに嬉しくなった。

「翔は、俺たちのバンドに絶対必要なんだ」

　響は静かに言った。強いしっかりとした口調に、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちじゃない、本気がひしひしと伝わってくる。

「響、約束する。必ず翔を響に会わせるからね！」

　力強く言うと気持ちが伝わったのか、響は私に真しん剣けんな瞳を向けてくれた。










　放課後、ラッシュで混こむ駅で私は一人、電車に乗り込んだ。

　やがて電車が走り出し、速度を上げる。スマホを操作して、交換したばかりの響の名前を見つける。少し緊きん張ちようしながらメッセージを打ち込んだ。

《今、秘密基地へ向かってます！》

　ＲＡＩＳＥのメンバーとこれから初顔合わせをする私は、すごく緊張していた。

　イブのライブでは、キョウばっかりを見ていたため、正直ドラムやベースの人の顔を覚えていないというか、見ていない。

（どんな人たちだろう？　優しい人たちだといいな）

　期待と不安で胸はずっとドキドキしっぱなしだった。

　電車に揺ゆられながらもスマホをチラチラ見るのを止やめられない。目的の駅はまだ先で、気になってもう一度メッセージが届いていないかをチェックする。

（……うーん。返事が来ない）

　ピロン。諦あきらめてバッグにスマホを戻もどしたらスマホが小さく鳴って、肩が跳はねあがった。

　急いでスマホの画面を確かく認にんする。

「あれ……？」

　届いたメッセージは響ではなく、瞳からだった。画面の一番上にちらっと《久しぶり！》の文字が見える。すぐにメッセージを開いた。

《久しぶり元気？　新しい学校生活には慣れた？》

　瞳は私が通う蒼学と双そう璧へきと言われる名門校、環かん西せい学がく園えんに通っている。

　お互たがい新しい生活に慣れるのに一いつ生しよう懸けん命めいだったのもあり、ゆっくり会う機会もなくこっちから連れん絡らくを入れてもいいのかなと悩なやんでいたところだった。

（……あれ？　環西学園といえば……、翔が通ってる高校！　そうだ……、何でこんな大事なことを忘れてたんだろう!?）

《ねえ、今度会おう！　相談があるの！》

　急いで瞳にメッセージを送ると、すぐに可愛かわいいスタンプ付きで返事が来た。

《相談？　うんいいよ！　いつにする？》

　お互いの予定を確認しあって、会う日が決まった時だった。

　ピロンと、別のメッセージを受信した。

「わあッ!!」

　相手を確認した私はつい、大きな声を出してしまった。

　パッと顔をあげる。近くにいた乗客数人と目が合って、あわてて横よこ髪がみを手でときながら、顔を必死で隠かくした。

（……き、来た。返事、響からメッセージだっ！　どうしよう!?　名前を見ただけで、ドキドキする！）

　昼間のやりとりを思い出して、顔が熱くなる。

　スマホを力強く押して、メッセージの内容を確認した。

《了りよう解かい》

「それだけ!?」と、思わず声を出してしまった。

　刺さすような視線をまた感じて、今度は身体からだをちぢこまらせる。

　届いた言葉をジーッと穴が開くほどみつめた。追加で新しいメッセージが来るかもしれないと待ってみる。けれど、……来ない……。

《もうすぐ最も寄より駅に着くよ》と、キラキラ絵文字つきメッセージを響へ送った。

（早く会いたいな。響のもとへ今すぐ飛んで行きたい！）

　響とは数時間前に学校で会ったけれど、足りない。もっと響のことを知りたかった。

　スマホをバッグにしまうと、一人うずうずそわそわ。駅に着くまでの数分間、電車の速度が今までよりもずっと遅おそく感じた。










　駅からは、猛もうダッシュ！　休むことなく走った私は、秘密基地のドアの前で立ち止まると、何回も深呼吸を繰くり返した。

　走ったのと緊張で心臓がどっどっどっど……と、すごいことになっている。すうっと息を吸った。

「……あれ？」

　部屋の中からズンズンと小さな音が漏もれ聞こえてきて、耳を澄すました。

（中で音楽が鳴ってる！　早く入りたい……！）

　急いでインターフォンを押した。

『……はい』

「あのっ、幸崎花音です。開けてもらってもいいですか？」

　響より低い、知らない男の人の声だった。

（……メンバーの人かな？）

　ドキドキしながら待っていると、ゆっくりドアが開いた。

「君が幸崎さん？　はじめまして。どうぞ入って」

　うちの学校の制服を着た上級生が出てきて、男子としゃべるのが苦手な私は緊張を強めた。

（響くらい背が高い……。ノーネクタイで少し茶ちや髪ぱつだし、おしゃれ。バンドマンって感じ！）

「譲じよう二じ。花音来た？」

（あ。響だ！）

　部屋の中から響が現れて、思わずほっとしたのが伝わったんだと思う。目が合うと響は、口元をほころばせた。そして譲二さんに細い目を向けた。

「……花音に何かした？　固まってるんだけど」

「俺は何もしてない！　ドアを開けただけだ」

　響はそれでも疑いの目を向ける。

「……とりあえず、自己紹しよう介かい。俺はＲＡＩＳＥのドラマーで氷ひ室むろ譲二です」

　譲二さんは、急に笑顔で自己紹介をしてきた。

「はじめまして。私は幸崎花音……です」

　自己紹介されたから私もするのが礼れい儀ぎだろうと、ぺこりと頭を下げた。

「譲二はうちのリーダーなんだ」

「え。響がリーダーじゃないの？」

「うん。……話は中で。花音、どうぞ入って」

　二人が私に背を向け、部屋の奥へ入って行く。

「……響お前、まさか花音ちゃんの名前が気に入って……」

「名前？　気に入ってるけど？」

　何やら二人が私の話をしている。

（響と譲二さん、仲よさそう。会話に入りづらいな……）

「お邪じや魔まします」と遠えん慮りよぎみに言ってから私も中に入った。

「あ、そういえば、響から聞いたんだけど」

　譲二さんが不意に振ふり向き、話しかけてきた。

「花音ちゃんって翔探しもしてくれているんだってね？」

「はい。……だけど、私も連絡取れなくて……」

「花音は、翔の実家に行って母親と話をしてきてくれたんだ」

　あまり成果がなくつい沈しずんだ声で答えていると、響が譲二さんに向かって代わりに説明をしてくれた。

「へえ？　実家にまで？　それはありがとう」

　譲二さんは、少し驚おどろいた様子だった。

「翔との連絡は花音に任せてる。会わせてくれさえすれば、あとは俺が話をするから」

「私、頑がん張ばりますね！」

　嬉うれしくてにこにこしていると、それを見た譲二さんがふっと笑った。

「……何？　譲二」

　譲二さんの反応に気がついた響が冷めた目を向ける。

「いや。なんでもない」

　なんでもないと言いながらも、譲二さんは明らかに何か言いたげな表情で、にやにやしながら響を見た。

「花音、とりあえずそこのソファにでも座って。ＭＶについて説明する」

　響は譲二さんの視線を無視するように話を打ち切ると、ソファがあるボックス席を指さした。

「あ、はい！」

（……ＭＶの彼女役って、具体的に何をするんだろう？）

　ずっと気にはなっていた。いよいよその内容を教えてもらえると、胸がわくわくした。

　ちゃんと聞こうと姿勢を正していたら譲二さんがゆっくり話しはじめた。

「まず、今回のＭＶは自分たちＲＡＩＳＥの集大成を形にしようと思ってる」

「集大成。ですか……。つまり今回はとても大事なＭＶ制作になるってことですか？」

「そう。きっかけは大事だからね。今はとくにＭＶ見て知ってもらうことが多い。視覚からの情報をうまく利用し発信して広く届ける、まずは身近で入りやすいテーマで心をつかみたい。ファンも、そしてレコード会社も。というかレーベルに売り込む」

「レーベルに売り込む、ですか……」

　日常からかけ離はなれた、ばくぜんとした世界にイメージが追いつかない私は目を丸くした。

「うん。最終目的はそこ」

「それで、今回撮とるＭＶの曲は『ＭＥＳＳメツセＡＧＥージ』。テーマは、〝伝えたい〟」

　譲二さんの説明を引き継つぐように今度は響が説明を始めた。

「もう少し詳くわしく言うと、『伝えたかった気持ちや、伝えたい気持ち』って感じ」

　私はテーマを、心の中に刻むようにしっかりと繰り返した。

「登場人物はキョウが主だけど、そこに特別な人を思わせる女の子が現れる」

「……それが、私ですね？」

「そう、その役が花音ちゃん」

　再び譲二さんが説明を続けた。

「色々な瞬しゆん間かんを、シーンで切り取ってつなぎ合わせて一つのＭＶにする予定。海や街並みでロケをするし、時間も朝がすごく早いけど、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「大丈夫です！」

　元気いっぱいに返事した。

「ＭＶの撮さつ影えいは、基本自分たちで全部やる予定。あと彼女役は、ファンが見ても誰だれかわからないようにするために、ウィッグと帽ぼう子しをかぶってもらう。そして顔は出さない」

「それは、響から聞いてます！」

　響と私は目を合わせ、うなずきあった。

「前にもＭＶを制作しようとしたことがあった。でもその時、一いつ般ぱん募ぼ集しゆうしてしまって、キョウの熱ねつ烈れつなファンが彼女役に殺さつ到とうしたんだ。そこでファン同士がちょっともめて、大変だった」

　もめたと聞いて驚いたけれど、キョウの彼女役ならわかると、納なつ得とくがいった。

「結局企き画かくは中止。あれから一年たったし、また一から計画を練り直し撮ることにしたんだ」

「そうだったんですね……」

（そこでやめてしまってもおかしくないのに、ＲＡＩＳＥは本気なんだ……）

　それだけ夢中になれるものがあるってすごいし、うらやましいと純じゆん粋すいに思った。

「今回は関係者の中から彼女役を探そうということになってね」

「関係者？　あ！」

（そういえば！　響も最初に言ってた。私は翔の幼なじみだし、関係者だったら手伝いでここへも通えるって！）

　思い出し納得している間にもさらに譲二さんは説明を続ける。

「つまり、彼女役が誰かバレたらその子はねたまれる。バレないように俺らも気をつけるけど、それだけキョウの彼女役にはリスクがあるってこと。そのあたり花音ちゃん大丈夫？　それでもお願いしていい？」

　譲二さんの説明を受けたあと、ごくっとつばを飲みこんだ。

　私が彼女役を引き受けたのは、ここに通えるからという単純な理由だった。でも、今説明を受けただけでもわかる。響たちは……真しん剣けんだ。

　もちろん、手伝わせてもらえるからには頑張るつもりだったけれど、これは軽い気持ちで受けていいモノじゃない。

「……それでも彼女役、やります……！」

（もっと、責任を持って取り組まなくちゃ。まだまだ不安もあるけど、制作に関かかわれるなんて、こんな光栄なこと、二度とない！）

　やる前から、やっぱりやめますなんて選せん択たく肢し、私にはなかった。

「響から聞かされた気持ちに、とても共感しました。本気で音楽、そして仲間と向き合っているから、ライブの時に人を感動させられるんだって……。私じゃ力不足な部分もあるかもしれません。それでも、……ＲＡＩＳＥの役に立ちたいんです。やらせてください！」

　二人に向かって、深々と頭を下げた。

　一いつ瞬しゆん、三人の間に沈ちん黙もくが流れる。

「……花音ちゃん、彼女役、こちらこそお願いします」

　譲二さんの言葉を聞いて、パッと顔をあげた。

「実は花音ちゃんなら大丈夫って、響からも言われてたんだ」

　驚いて、今度は響に視線を向ける。

「俺たちに必要なのは仲間だと思ってる。花音とならいいＭＶを作れると確信してるよ」

　瞬間、私のテンションは急きゆう上じよう昇しようした。

「ありがとう。頑張ります！」

　ＲＡＩＳＥのリーダーにも正式に彼女役を認められ、嬉しかった。

（うわあ、やる気が出てきた！　頑張ろう！）

　気合いを入れたところでふと横を見ると、またにこりと笑う譲二さんの姿があった。

「なんか二人いい感じだね、もう彼女役とかじゃなくて本当に付き合っちゃえば？」

　頭に雷かみなりが落ちるくらい衝しよう撃げき的だった。

「え。ええ!?　譲二さんっ、いきなり何を言うんですか！」

　あまりにも驚きすぎて、腰こしが抜ぬけそうになる。

（譲二さんったら、さっき、役でさえもめるから存在は秘密って言ってたのに！）

「譲二、冗じよう談だんはそのくらいで。花音が驚いてる」

　つい過か剰じように反応してしまった私とは対照的に、響は冷静なまま。表情をくずさない。

「いや、俺は本気なら……」

「それに、前にも言ったけど、俺はプロになるまで彼女を作るつもりはない」

（……え？）

　はっきりとした声で放たれた響の言葉に私は息を吞のんだ。

「……響、まだそんなこと言ってんのか？　別にそこはこだわらなくても……」

「言いたいこともわかるよ」

　譲二さんの言葉を響はさえぎった。

「彼女ができて、愛情だとかそういう気持ちを知れば、表現の幅はばを広げられるっていう考えは理解してるよ。でも俺は、今すぐ無理しなくてもいいと思う」

（……つまり、譲二さんの言う付き合えっていう意味は、音楽のため？　表現の幅を広げるための〝彼女〟で、響は今それを必要としていないってこと？）

　内心動どう揺ようしながらも、ちょっと引っかかる部分があった。もやもやするものが胸に宿り、手で押さえる。その正体は何だろうと考えている間に、譲二さんは少し呆あきれたような、それでいて優やさしさをにじませた目を響に向けた。

「……もっと青春したら？　バンドも大事だけど、俺ら一応高校生なんだし。恋れん愛あいしないとかもったいない」

　譲二さんの言葉に響は、いまいちぴんと来ないのか、しぶい顔を向けたままだった。

「賛成。響はもっと恋愛したら？」

「……え？」

　急に響でもなく、譲二さんでもない声がどこからともなく聞こえてきた。パッと振ふり向いた。

「きゃーっ!?」

（だ、誰!?）

　秘密基地のドアの前に、とても綺き麗れいな人が立っていた。

「……ごめん花音、驚おどろかせて。ベースの瑛えい琉る」

　突とつ然ぜん現れた人に驚いていると、響が冷静な声で紹しよう介かいしてくれた。

「なんか面おも白しろそうな話してたから、黙だまって様子見てた」

　瑛琉さんは話しながら私たちの元へとゆっくり近づく。

「はじめまして。瑛琉です。よろしく。えっと……花音ちゃん？」

　にこりと微笑ほほえみ、瑛琉さんは優しい声で私に手を差し出してきた。

「は、はじめまして。……瑛琉さん」

　照れながらもその手を取り、あいさつを返した。

（うっわあ！　瑛琉さんて、なんか王子様みたいに眩まぶしい！　サラサラの前まえ髪がみは長く、顔は中性的で綺麗に整ってて……響も綺麗な顔だけれど、瑛琉さんはなんていうか、そう！）

「瑛琉さんって、男の人なのにお肌はだつるつるで綺麗……。アイドルみたい！」

「ありがとう。花音ちゃんも初うい々ういしくて可愛かわいいよ」

　優しく微笑む瑛琉さんの横で、譲二さんがふうっとため息を吐ついた。

「花音ちゃん。これ、男じゃないよ」

「……へ？」

　一瞬、譲二さんの言ってる意味が本気でわからなかった。

「瑛琉は女だから」

「……え。ええッ!!」

　ぐわん！　と頭に衝撃が走った。

「……譲二、いちいちバラすなよ。お前も実はハゲてるって花音ちゃんにバラすぞ」

「ハゲてねえし！」

　瑛琉さんはフン、と譲二さんに冷たい態度をしたあと、響に視線を移した。

「響。そろそろ行かないとまずいんじゃない？」

　衝撃からまだ立ちなおれない頭で、何のことだろうと思った。

「あ、……バイト」

　響は腕うで時ど計けいを確かく認にんしてから私を見た。

「悪い、花音。もう俺行くけどいい……？」

「えっ？　あ、じゃあ、私も帰ります！」

　言うと同時に自分の荷物に手を伸のばした。

「途と中ちゆうまで送っていく。行こうか」

「はいっ！」

「響、待て！」

　後ろから譲二さんの手が伸びてきて、響の肩かたをぐっと引いた。

「……何？」

　少しめんどくさそうに響は振り向いた。

「花音ちゃんがここに出入りするのは許可するけど、……もし、他ほかのファンに見られたら、どうするつもりだ？」

「……見られないように工く夫ふうする」

「だから、それをどうや……」

「俺が守るよ」

　胸がどきんと高鳴った。

「バレないようにするし、もしバレても、俺が花音を必ず守る」

　真剣な響の横顔に、私の鼓こ動どうは高鳴った。

　響は優しいから、責任感から守るって言ってくれているのは頭ではわかってる。それでも、心は嬉うれしくて舞まい上がった。

「……譲二ってほんとお節せつ介かいで心配性しよう。……マジでハゲるよ？」

　黙って見守っていた瑛琉さんが、急に可愛く笑いながら毒を吐はいた。

「ハゲるのはマジで勘かん弁べんだけど、リーダーってのは色々気を回して、遣つかうもんなの」

　譲二さんは自分の頭の毛をなでなで触さわり、瑛琉さんの方へ向き直る。

「そうなの？　へえ。リーダーって大変なんだね」

　ははっと瑛琉さんは笑った。

　ちょっとビックリしたけど、でも瑛琉さんの発言で空気が一瞬にして和なごんだ。

「……譲二、もう行くよ」

　響は『もういいでしょ？』と言いたげにため息を吐つくと、また歩き出した。

「ああ、またな」

　譲二さんの声を背に受けて、響はドアを開け外に出て行く。私は二人にぺこりと頭を下げると、急いであとに続いた。

　秘密基地のドアを閉め、二人で地下から地上へと向かう。

「ひ、響、あの……」

　先に上がって行く響に向って、呼びかけた。

「さっきの守るって、その……」

　どういう意味？　って聞こうとしたら、響がぴたりと動きを止めて、私の方に振り向いた。

　目を合わせ、彼の言葉を待つ。

　地上からは車の音や電車が通る音が遠くかすかに聞こえる。けれど、ここはまだ半分地下。誰だれもいない、静かな階段の踊おどり場。

　今、響と二人っきり。なんてことをあらためて実感していた次の瞬しゆん間かん、

「彼女役さ、条件さえ合えば誰でもいいって思って、花音に頼たのんだわけじゃないんだ」

　胸が、大げさなぐらいにドキンと跳はねた。

「……翔の幼なじみだから。ですよね……？」

（そして協力者だから守るって言ってくれたんだよね。きっと）

　そう予想したのに響は黙って首を横に振った。

「……実は、花音には見覚えがあった。学校でぶつかった時すぐに気がついたよ。……ライブに来ていた子だって」

「……え!?」

　響の口から飛び出た意外な発言に、思わず息を吞む。

「花音に惹ひかれた理由は、俺の歌を聴きいて棒立ちだったから……かな」

「そ、それはっ！　別にあの、私、ノリが悪かったんじゃなくてっ……」

「わかってるよ。俺の歌をちゃんと聴いてくれていたんだよね？」

　言いわけをしようとしたら、響は優しく笑った。

「泣いてたから……びっくりした」

「見えていたの!?」

（聴きながら泣いていたのバレていたんだ。暗かったから見られていないと思った……！）

　恥はずかしくて逃にげだしたい気持ちになった。

「響、目よすぎる！」

「ステージの上って意外と観客の顔が見えるんだ。後ろにいた花音の顔もばっちり」

（そうなんだ。知らなかった……！）

「聴いた瞬間、本当に感動して……音に飲まれるっていうのを、初めて体験したの！」

　あの時の興奮を必死になって響に伝えた。

「……うん。ありがとう」

　響は一段階段を下りて私に近づくと、なだめるようによしよしと頭をなでた。

「敬語、なくなってきたね。俺の名前も呼び捨てになった。偉えらい偉い」

「……ッ！」

　小さな子にするような褒ほめ方だったけれど、響の優やさしい笑え顔がおがとても嬉しかった。

「さっき言ったことは本心だよ。花音が嫌いやな思いをしないように俺も頑がん張ばる」

　胸が熱くなった。

　響は、音楽の才能もすごいけれど、ファンの人たちがあんなに熱ねつ烈れつに憧あこがれるのは、純じゆん粋すいでまっすぐで優しいから。きっと、人としてとても惹かれるからだと思った。

「……響って、本当に優しいね」

　にこにこと笑いながら私も本心を伝えた。

「花音も。……今まで周りにいなかったタイプ」

　今度は胸にずきんと小さな痛みが走る。

「……あの、響。さっきの話なんだけど。……プロになるまで彼女作らないって、本当？」

（響の周りには今までどんな人がいたんだろう？　今は彼女を作る気がなくても、前はきっと、いた、よね……）

　響は一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、真顔になってうなずいた。

「音楽に集中したいからね。今は必要ないと思ってる」

「……私ね、ＲＡＩＳＥの曲を聴いた時、本当にすごいって感動したの」

　思っていることを素す直なおに言葉にする。

「難しいことはよくわからないけど、好きな人は無理やり作るものじゃないし、響が決めたことなら、応おう援えんしたいって思う」

　ＲＡＩＳＥの曲はどれも素す敵てきで、一度聴いたら心が奪うばわれ、忘れられなくなる。

　さらにもっとよくなろうと、ストイックに上を目指すＲＡＩＳＥが私には輝かがやいて見えた。
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　私は響に身体を向け、微笑ほほえむと明るい声で伝えた。

「響には自由に、楽しく曲を作ってもらいたい！」

「楽しく？」

「うん。響にはただ音楽に集中してもらいたい。私はそのお手伝いを少しでもできたら嬉しい。だから、ＭＶ頑張るね！……って、素人しろうとの私が偉そうにごめんなさい！」

　言った後であわてて頭を下げた。

「俺は今だからこそ作ることができるもの、伝わるものがあるって思うから、そこに全神経を使いたい。……中ちゆう途と半はん端ぱなまま色々手を出したりして、次のステップへは、まだ行きたくない」

　響は落ち着いた、揺ゆるぎない声ではっきりと言った。

　真しん剣けんな思いに私の胸は熱く共感し、高鳴っていく。

「今の俺たちにしか表現できない音を追求したいから、花音、力を貸してくれる？」

「うん。もちろん！」

　階段を上る。ビルの外はすっかり太陽が沈しずみ、星がきらめく夜になっていた。

　響とは駅まで一いつ緒しよに行った。

「花音、少し帰り遅おそくなったけど、本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫！　ありがとう」

「そう。じゃあ気を付けて」

「あれ。響は？　電車に乗らないの？」

　改札口の中に入らず響は、そのまま立ち去ろうとする。

「うん。乗らない。用事がある場所はすぐそこだから」

「あ、そうなんだ」

（バイトに行く時間なのにわざわざ送ってくれたのかな？　申し訳ないことしちゃった……）

「……響、あの！」

「ん？」

　微笑む響をまっすぐみつめた。

「……また、明日あしたからよろしくね！」

「うん。また明日」

　にこっと笑ってからくるりと反転、その勢いのまま改札口を通りすぎた。

　少し進んでから後ろを振ふり向き大きく手を振る。響は口角を小さく上げただけだったけど、私は大満足だった。
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　登校している生徒もまだ少ない朝の八時。ちょっとだけ早く学校に着いた私はイヤホンをしたまま校内をルンルンで歩いた。

（このイントロは……大好きな曲、『Ｈｉｄｅｏｕｔ』！……何度聴いても、かっこいい！）

「はよー。花音」

「おはよう！　千ち絵えちゃん」

　席が隣となりの千絵ちゃんとは、入学してすぐに仲よくなった。

　教室に入っても曲を聴くのをやめないでいると、千絵ちゃんが私の顔を覗のぞき込んできた。

「何聴いてるの？」

「あのね、今私が一番はまっているバンドなの！」

　元気に答えると、千絵ちゃんはにやりと笑った。

「……どこのバンドか当ててあげようか？」

「え？」

「花音がはまっているバンドは……ＲＡＩＳＥ！　違ちがう？」

「なんでわかったの!?」

　得意顔を披ひ露ろうする千絵ちゃんにただただ驚おどろいた。

「千絵ちゃん、ＲＡＩＳＥを知ってるの!?」

「うん。知ってるよー。だって、ＲＡＩＳＥのドラム、私の兄貴だから」

「え……。えええッ──!?」

　次々と衝しよう撃げきなことを聞いて、動どう揺ようのあまり声が裏返ってしまった。

「……花音、ちょっと声が大きい。ベランダに移動しよう」

　声を潜ひそめながら千絵ちゃんは私の手を取ると、そのままま教室の外、ベランダに出た。

「ごめん。驚かせちゃったね。ＲＡＩＳＥの正体は内ない緒しよだし、ドラムの譲二と兄きよう妹だいなんて知られたくなかったから、今まで黙だまってたんだ……。花音、私が妹だって内緒だよ」

　私はこくこくと首を縦に何度も振った。

（でも本当に驚き。まさかあの譲二さんと可愛かわいい千絵ちゃんが、兄妹だなんて……！）

「今度、ＲＡＩＳＥが撮とるＭＶのキャストにさ、花音いるでしょ？　昨日兄貴から聞いてびっくりしたよ。それでね、実は兄貴から色々フォローしてあげてって頼たのまれたの。あ、ちなみにＭＶ、撮さつ影えい現場には顔出さないつもりだけど、編集作業は私も手伝う予定なんだー」

「そう、なんだ……」

　まだ軽く放心状態だった。

「兄貴から詳くわしく聞いてないんだけど、花音が選ばれたってことは、……誰だれかの関係者ってことだよね？」

「……うん。実は、私幼なじみなの。……翔と」

「え！　翔君と？」

　私の告白に今度は千絵ちゃんが驚いた。

「へえ！　世間って意外と狭せまいね！」

「本当。びっくり！」

　野球部が朝の練習をするグラウンドを眺ながめながら、しばらくＲＡＩＳＥ話に花を咲さかせた。










　お昼休みを告げるチャイムが鳴ると、教室の空気が一気に柔やわらかくなった。

　ずっと机にかじりつき、同じ姿勢だったから肩かたもがっちがち。私は両りよう腕うでを上げ、固まった背を伸のばした。

「かのーん！　お昼食べよー」

　千絵ちゃんが話しかけてきて早さつ速そく机の上にお弁当を広げた。

　ちょうどお弁当を食べ終えた時、私のスマホが鳴った。

「……あ、響からだ！」

「え。……あの響が連れん絡らくをしてきたの？」

「うん。朝、メッセージを送ってたの」

　響は連絡がそれほどマメじゃないらしい。千絵ちゃんは驚きながら教えてくれた。

　すぐにメッセージの内容を確かく認にんした私は、パッと顔をあげた。

「今、譲二さんと音楽室にいるって。……千絵ちゃん、ごめん。このマフィン、響に届けたいの。行って来てもいい？」

「ああ、このマフィン？」

　昨日の夜マフィンを手作りした。それをデザートとして千絵ちゃんにもおすそ分けしていた。

「いいよ。いってらっしゃい。兄貴に会いたくないから私は残るけど。昼ひる寝ねでもしてる」

　千絵ちゃんはもぐもぐと食べながらにこっと笑って言った。

「ごめんね。届けたら戻もどるから！」

　今から行きますと返事をすると、バタバタと教室をあとにした。

　吹すい奏そう楽がく部でも有名な蒼学は、北校舎四階全部が音楽関係のフロアで、楽器だけの部屋や、個別レッスン用の小部屋がいくつも並ぶ。

　そこまで一息に走ってきた私は立ち止まり、息を整えた。

「……ピアノが聞こえる……」

　昼休みで授業がないはずなのに、心ここ地ちよいピアノの旋せん律りつがかすかに聞こえてきて、引き寄せられるように歩き出す。

　音の出どころは、昨日響からライブの音源を貰もらった音楽室からだった。教室にそっと近づき、ドアの前に無言で立つと、耳を澄すました。

（なんていう曲だろう？　聴きいたことのないメロディーだけど……素す敵てき）

　私は、コンコンと遠えん慮りよ気味にノックをして、ドアをそろりと開けた。

　瞬しゆん間かん、音が突とつ風ぷうのように私目がけて飛んできた。まるで、閉じ込められていた教室から、解き放たれるのを待っていたかのように。

　胸を打つ、柔らかくて美しいピアノの旋律。圧あつ倒とう的な存在感と、荘そう厳ごんな音色に私は……一いつ瞬しゆんで飲み込まれ、身動きができなくなった。

（う……わぁあーっ。すごく上手……。プロみたい！）

　ピアノを弾ひいていたのは響だった。

　逆光で顔の表情はわかりにくいけれど、楽しそうに弾いているのはわかる。

（全身から音が生まれているみたい。私まで楽しくなってくる！　本当に、素敵……！）

　胸がドキドキと鼓こ動どうを速めた。

「……花音ちゃん、遅おそかったね」

「わあ!?」

　胸の奥深くまで届く音に思わず目を閉じ浸ひたっていたら、急に後ろから声をかけられて驚いた。

「譲二さん？」

（気がつかなかった。後ろに譲二さんが立ってるなんて！　さっきまで廊ろう下かには私しかいなかったはずなのに、譲二さんいつの間に…！）

「花音？」

　うっとりと聴き入ってしまうピアノの音が、ピタリと止まった。響はグランドピアノの鍵けん盤ばんから私たちに視線を移す。

（ああ……残念。もっと聴いていたかったのに……）

「花音ちゃん、入り口で立ち止まっていないで遠慮せず中に入ったらどう？」

「え!?　あ、はい。お、邪じや魔まします……」

　譲二さんに言われるがままに音楽室へと足を踏ふみ入れる。

　遠慮せずと言われても、ピアノを弾いていた響のそばに近づくのはためらってしまう。座ったまま私を見ている響に話しかけた。

「響、ごめんね？　急に……」

「急じゃないよ。来るのわかってたし」

　じりじり近づく私の様子を見て、響の口元が優やさしくほころぶ。

「響ってピアノも弾けるんだね。あまりにも上手でうっとりしちゃった！」

　さっきの演奏を思い出し、興奮を隠かくしきれずに思ったことを口にした。

「ピアノは小さいころから習ってる。……授業中に新曲が閃ひらめいて、実際に弾いて早く形にしたくて譲二に聴いてもらってたんだ」

「新曲……え!?　曲作りを、ピアノで……!?」

「うん、いつもこんな感じで……」

　響は曲の一部をもう一度弾いて聴かせてくれた。

「う、わぁ……素敵!!」

　今まさに、響の手によって曲が生まれていく。その光景にわくわくした。

「……曲作りとか、音楽室で話しても大だい丈じよう夫ぶなの？　他ほかの人に聞かれたら大変！」

「大丈夫。ドアを閉めれば防音になるし、鍵かぎの持ち出し許可は響だけに出てるから」

　譲二さんは、ピアノコンクールで何度も受賞経験のある響は特別に、音楽室のグランドピアノを優先的に弾けることを教えてくれた。

「それより俺に用事って？」

「えっと……ごめん、やっぱりいいです。曲作りの邪魔だよね？　出直しますっ！」

「出直す？」

　響がぽかんとした顔で私を見る。

　ここまで来ておいて今いま更さらだけど、響たちの邪魔をしてはいけないと思った。

「確認はもう終わって一息入れてたところだったから、花音ちゃんは出直さなくていいよ。響、俺は先に教室戻ってるな」

　譲二さんは私たちに背を向け、音楽室の出入り口へと向かった。

「あー……じゃあ、譲二、新曲のアレンジはまたあとで」

　響は譲二さんに言いながら鍵けん盤ばん蓋ふたを静かに閉じた。

「てか、花音ちゃんてさ……響がピアノ弾けること知らなかったんだ？」

　音楽室から出て行きかけていた譲二さんは急に立ち止まり振ふり返ると、話しかけてきた。

「はい。知らなかったです。だからビックリしました！」

　少し興奮混じりに答えた。そんな様子に譲二さんはふっと微笑ほほえむ。

「響、音楽一家の息むす子こなんだよ」

「え？　音楽一家!?」

　譲二さんはグランドピアノの前に座ったままの響をちらりと見ると、またすぐに私に視線を戻した。

「親父おやじさんは有名なピアニスト。お袋ふくろさんもバイオリンの奏者なんだよ」

「えええッ!!」

　驚おどろきの声を上げると、譲二さんは私の反応に満足したらしくまたふっと笑えみをこぼした。

「響はあまり身内の話をしたがらないから」

（身内話どころか、響のこと、まだなにも知らない。そっかぁ。響のお家、音楽一家だったんだ。だからあんなにまとう空気が落ち着いて見えるのかも！）

「まあ、詳くわしいことは響から聞いて。じゃ」

　譲二さんはひらひらっと手を振るとそのまま出て行ってしまった。

（……急に二人っきりは緊きん張ちようする……。何を話そう？）

　響を意識しまくってしまい、まともに見られなくなった。

「それで、どうしたの？」

　再び質問をされて、遠慮気味に手に持っていたマフィンの袋を差し出した。

「……役作り、何をしたらいいかなって考えたの。それで、彼女なら彼氏に差し入れとかするかも！　って思って……。昨日の夜にマフィンを焼いてみたの。響、甘い物、平気？」

　響は私の手から袋を受け取ると中を覗のぞき込んだ。

「平気だよ。これ、俺が食べてもいいの？」

　ちらっと視線を上げ、私を見た。

「もちろん！」

「昼飯まだなんだ。お腹なか空いてるの思い出して死にそう……」

「うそ？　死なれたら困る！　どうぞ、マフィンでよかったらたくさんあるから食べて！」

「ん……ありがと。いただきます」

　響は立ち上がり窓まど際ぎわへと移動していく。大きな窓のそばにはイスが何個か並べてあって、そこへ座った。

　響が「座ったら？」と言うので、窓際へと近づく。イスには楽がく譜ふが無造作に積み重ねて置いてあった。譜ふ面めんがないイスに腰こしかける。

　ゆっくり包みをほどき、マフィンを口に運ぶ響をみつめた。

「……ど、どう？　口に合えばいいんだけど……」

　そこそこ自信作のマフィンの感想を、ドキドキしながら聞いた。

「美味おいしい。何個でもいけそう」

「よかった！」

　響はマフィンをもぐもぐと咀そ嚼しやくしていく。

「……でも本当、ビックリした！　響の家が音楽一家だなんて……かっこいい。すごいね！」

　何でもいいから話がしたくて、あまり考えず頭に浮うかんだことを口にした。すると、響はぴたりと食べるのを止やめた。ちろりと私を見て、またマフィンに視線を戻もどす。

「……何も、すごいことはないよ」

　そしてまた黙もく々もくと食べ始めた。

（……しまった！　そういえば譲二さんから、響は身内の話をしたがらないって、聞いたばっかりだった！）

「あ、飲み物！　も、持ってきてるからどうぞ。りんごジュースとお茶、どっちがいい!?」

　話題を変えようと、途と中ちゆう、自じ販はん機きで買ったパックの飲み物を手て提さげバッグから取り出し、差し出した。

「りんごジュース。好きだね」

「好き！　りんごジュースは秘密基地にもあったから、響も好きなのかなって思って」

「俺も好きだよ。だけど、これは花音が飲みな。俺はお茶でいい」

　響はふ、と小さく笑って、お茶を私の手から抜ぬきとった。

（うわっ。まるで私のことを好きって言われたみたいにドキドキする……！　でも、これから彼女役をやるんだから、いちいち反応しないでこのくらい、慣れなくちゃ……）

「悪いね。あとで代金払はらう」

「いいよいいよ！　お金はいらないっ！　私が勝手に買ってきたんだから」

　両手を振って断った。

「じゃあ今度おごらせて。マフィンのお礼もその時に」

　もう一度、「いただきます」と響は言うと、あっという間に食べ終えて、パックのお茶も飲み干してしまった。

「……花音、飲まないの？　それ」

「え？　あ……。飲みます」

　手作りマフィンを完食してくれたことが嬉うれしくて、ジュースを飲むのを忘れていた。急いでパックのストローを飲み口に差し込む。

「そんなにあわてなくていいよ。まだ昼休み残ってるし。花音がそれ飲んでいる間、ピアノ弾ひいててもいい？」

　響はグランドピアノに視線を向けた。

「どうぞ！　響のピアノ、もっと聴ききたいと思ってたの！　嬉しい！」

「……じゃあ」

　グランドピアノの前に響は座りなおすと、ダンッと鍵盤を叩たたくように弾きだした。

（あ、これ。この疾しつ走そう感のある力強いメロディーは……）

「『Ｈｉｄｅｏｕｔ』だっ！」

　私は大興奮してそばに駆かけ寄った。

「正解。花音が喜ぶかなって、弾いてみた」

　楽しそうに響はにこりと笑った。

「うん。大好き！」

「花音、この曲は知ってる？」

　がらりと曲調を変えて、響の指先は優やさしい音色の旋せん律りつを奏かなで始めた。

「……パッヘルベルの、カノン？」

　それは私にとって特別な曲だった。

〝パッヘルベルのカノン〟は、元々はバイオリンで演奏する曲。響はピアノアレンジされたカノンを、詰つまることなく流れるようにしばらく弾いたあと、私を見た。

「正解」

　私は響に笑みを返した。

「カノンは、私の両親の思い出の曲なの。それで私の名前に『花音』って、つけたみたい」

　私のイメージとかけ離はなれているから名曲に失礼な気がして、自分の名前の由来がこの曲だというのに少し戸と惑まどいがあった。

　恥はずかしくて照れながら説明すると、

「これ、いい曲だよね。花音……似合ってるよ。いい名前だと思う」

　響は優しく微笑んでくれた。

　初めて響に名前を呼ばれた時のように、嬉しさで胸がきゅっと締しめつけられた。

「今ピアノを教えている生徒がちょうどこの曲を練習してて……」

「え。教えてる!?　響って……ピアノ講師なの!?」

　ビックリして、つい大きな声が出た。

「講師ってほどじゃないよ。ほんの数人だけ特別にね。人手が足りないみたいで、たまに」

　響は少し言いにくそうにしながらも教えてくれた。

「……知らなかった！　響のバイトって、ピアノの先生だったんだね」

（さすがピアノコンクール受賞経験者！）

　私は興きよう味み津しん々しんだった。思わず前のめりになる。

「ワンレッスンごとにいくら……だから、普ふ通つうのバイトとはまた違うけどね。秘密基地、実は親しん戚せきの持ちビルなんだ。使わせてもらう代わりに、叔父おじが経営してるピアノ教室を時々手伝ってる。……ちなみにその叔父の子供が瑛琉」

「えっ!?」

「あいつ、俺の二つ上の従姉弟いとこなんだ」

「ええっ!!」

　立て続けに聞かされる響のプライベートに、驚おどろきが追いつかない。

（響と瑛琉さん従姉弟だったんだ……。だから二人共綺き麗れいでかっこいいんだ。……納なつ得とく！）

「ピアノは好きだけど、自分が弾くのと教えるのじゃ全然違うし本当難しい。責任もってちゃんとやりたいから、練習も絶対必要だし」

「……響って、バンド練習以外にもピアノの練習もしているの？」

「うん。毎日弾いてる」

「毎日!?　学校のテストだってほぼ毎週あるのに……」

「勉強は、まあ、ね」

　くすっと響は笑った。

（学校のあとはバンドの練習、そのあとはピアノを弾ひいて、さらに勉強してるなんて！……響って、実はとてもハードな生活をおくっていたんだ！）

「……なんでも自分でできちゃうんだね。作詞作曲はほとんど響が一人でしてるって、千絵ちゃんから聞いたよ」

「千絵？」

「うん、譲二さんの妹の千絵ちゃん。同じクラスで友達なの」

「同じクラスなんだ」と響は少し驚きの声をあげた。

「歌えて、楽器弾けて、作詞作曲まで……響のことほんと尊敬します!!」

「作詞やアレンジはメンバーがする時もあるよ。今度ＭＶ作る曲はみんなで作った」

「そうなんだ。じゃあ仲間で作る、特別で最高の作品になるね！」

　響は少し照れくさそうにまあねと言ったあと、優しい視線を私に向けた。

「花音も、仲間だよ」

　響に仲間と言われて、嬉しくて胸が高鳴った。

「……そうだ。今から少し、俺慣れの特訓する？」

「え？　今から……特訓!?」

　魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱えられたみたいに私は、ピタッと固まりその場から動けなくなった。

「時間ないから、ちょっとだけ」

　言いながら響が私の手をつかむ。

（うわぁ。ひ、響と手をつないでる……！）

「そのりんごジュース。まだ残ってる？」

　つないでいるのと反対の手には、さっきからあまり飲んでいないりんごジュース。それを響はじっと見た。

「あ……。はい。まだある、よ」

「飲み終わるまで、この手、つないでるね」

「えぇっ!!」

　ぎこちなくしゃべる私とは対照的に、響は涼すずしい顔をして言った。

「特訓。まずは初級編？　離して欲しいなら早く飲みきって」

　響はりんごジュースから私にちらっと視線を向けて微笑ほほえんだ。

（うう……！　これが、特訓……）

　響に慣れるための初級編に胸の鼓こ動どうは激しさを増した。けれどこれも役作り。響たちＲＡＩＳＥのためと、気合いを入れ直す。

「花音。まだ？」

　響は再び私を見ると手をきゅっと握にぎった。

「……飲みますっ！」

　胸のドキドキが止まらない。

　恥ずかしいのと嬉しいのと照れ臭くさいのがごちゃ混ぜの中、私はストローをくわえると、一気にキューッと、ジュースを吸った。

「……うっ」

「花音、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ジュースを吸い込み過ぎてけほけほとむせたら、響がイスから立ち上がって、私の背中をさすってくれた。

「ごめん、無理させたね」

「……ううん。もう大丈夫！」

　顔をあげて笑え顔がおを向けたら、目の前に響の顔があった。

「本当に大丈夫？」

　心配そうに覗のぞき込む響の綺麗な目にとくんと心臓が跳はねる。あまりの近さに思わず息をぴたりと止めたら、そのタイミングでがらりとドアが開いた。

「花音、暇ひまだから迎むかえに来……ん？　どうかした？」

　私はドアが開いた瞬しゆん間かん、飛び退のいた。響と距きよ離りがある私を見て、千絵ちゃんは不思議そうに首を傾かしげた。

「な、なんでもないよ……」

　ニコッと笑ってみたけれど、胸はバクバクだった。

「そう？　ならいいや。さっき予よ鈴れいが鳴ったよ、気づいてる？　午後の授業が始まるよ」

「俺は聞こえてたよ。もう戻もどるつもりだった」

　響は冷静で、何事もなかったようにピアノの鍵けん盤ばんの蓋ふたを閉じた。

「あの、響。ごめんなさい……うまくできなくて……」

　特訓に失敗したうえに、必要以上に離れすぎたと思って謝ったら、響は優やさしく微笑みながら首を小さく振ふった。

「大丈夫。無理せず少しずつ慣なれていこう。じゃあね、花音」

「あ、響！　ピアノ、聴きかせてくれてありがとう。……またね！」

　別れ際ぎわくらいしっかりしようと、教室を出て行く響に笑顔を向けた。

「……かのーん！　見つめ合ってないで早く行かないと、マジやばいって」

　千絵ちゃんに急せかされ、私も教室を出る。

「うん。急ごう！」

　教室の鍵かぎを閉める響に手を振ったあと、私たちは長い廊ろう下かを猛もうダッシュ！　急いで自分たちの教室を目指した。
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　数日後の放課後、私はＭＶの打ち合わせのため、秘密基地に向かった。

　上級生の響と学校で会うのは本当にまれで、マフィンを音楽室に持って行った日以来会っていない。久しぶりに会えると思うと嬉うれしくて、楽しみだった。

　ドアの前でメッセージを送った。すると、珍めずらしくすぐに響から《鍵開けてあるから入って待ってて》と返事が来た。

　スタジオ独特の大きなドアノブをひねりガチャリと開ける。ドキドキしながらそろりと中に入ると、照明のスイッチを入れた。

「……まだ誰だれも来ていない、ね……」

　独り言を呟つぶやく。奥には何種類もの楽器が悠ゆう然ぜんと並ぶ。それを眺ながめながらゆっくりと入り口そばのソファに荷物を置いた。

　ピアノレッスンのお手伝いと、打ち合わせと練習でとても忙いそがしい響の邪じや魔まをしてはいけないと思って、この数日間ここへ立ち寄るのを遠えん慮りよしていたけれど、できれば毎日、一目でもいいから響に会いたいというのが本音だった。

（……ちょっとだけ、見学してもいいよね？）

　奥の演奏スペースへと進んだ。

　あのイブの夜は私にとって特別だった。今も鮮せん明めいに脳のう裏りに焼きついている。マイクスタンドの前で歌い、演奏をするキョウはとてもかっこよかった。

「このギター、響が演奏で使っていたような？」

　エレキギターが数本、ギタースタンドに立てかけてあった。そのうちの一つに見覚えがあって、引き寄せられるように正面に立つと、ドキドキしながら興きよう味み津しん々しんで覗のぞき込んだ。

「……へぇ～。こんな風になっているんだ……」

　一気にテンションが上がった。

　翔に何度かギターを聴かせてもらったことはあった。でもその時は興味なかったから、すぐ目の前にあったのにちゃんと見たこともなかった。

（みんないいな。夢中になれるものを持ってて……。響やバンドメンバーみんな、かっこいい）

「……ちょっとだけなら、触さわってみてもいい、かな？」

　実は少し前からギターに触ふれてみたいと思っていた。そっと、スタンドから持ち上げる。

「う、わあーっ。なんか感動！」

　表のツマミは何だろうと眺めたり、ひっくり返し裏側を見たりした。

「へぇー……！　意外と重いかも!?　それに小さいっていうか、あれ？　これ、真ん中に丸い穴、空いていないんだー？　ギターって穴が空いてなかったっけ？」

　見れば見るほど新しい発見があった。

（私、ギターに触れてる。なんか不思議！　持ってるだけでもテンションが上がる！）

　色んな疑問が次から次へと浮うかび、わくわくが止まらなかった。

「……私も弾ひけたらなあ……！」

　触っているうちに、持ち上げて眺めてるだけじゃ物足りなくなってしまった。すぐには響みたいにかっこよく弾けないだろうけど、簡単な曲でもいいから何か曲を演奏してみたい。

「……どうやったら音が鳴るんだろ？」

　ストラップを肩かたからかけて弦げんに指を置く。

「あ、それっぽい！　なんか私いけてるっ!!」

　見よう見まねでポーズを取った時だった。

「……花音、何やってるの？」

「ひゃぁッ!!」

　心臓がドカンと、胸を打ち破って飛んでいきそうなぐらい跳ね上がった。

　ぱっと声のしたドアの方へ振り向くと、ドアノブに手を置いたまま、響が無表情で立ち、固まっていた。全身からサァーッと血の気が引いていく。

（み、見られた……。ポーズ決めているところを、響本人に、見られた！）

「勝手に触ってごめんなさいっ！」

　思いっきり頭を下げた。

「それ、わざと？」

「へ？　えっと、え!?」

「花音って、右利ききだよね？　ギターの持ち方、左右が逆」

「……ええっ!?　ぎゃ、逆!?」

　間ま違ちがっていたことを知って、恥はずかしすぎて一気に変な汗あせをかいた。

　くすっと笑うと響は部屋に入り、ドアを後ろ手に閉めた。近づいて来ると目の前に立ち、私の持っているギターに手を伸のばした。

「貸して」

　ふわりと爽さわやかな香かおりがした。急に距離が近くなって、私の心臓はドキンドキンと大きく音を鳴らす。声は出ず、目をパチクリさせるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　響はギターの向きを真逆に変えると私の手に持たせた。次にストラップを左ひだり肩かたにかけてくれて長さを調節し始める。

「……響？」

　やっとのことで声を発した。

「これ右利き用だから、ネックは左側。左手はそこ。指板……フィンガーボードとも言うけど、そこにかまえて。……まぁそんなかんじ」

　少し離はなれると、響は視線を上から下へとゆっくり移し全体をチェックした。それからにこっと笑った。

「……うん。花音、似合ってるよ」

　まさか褒ほめてくれるとは思っていなくて、急に顔が熱くなった。

「……私、初めてなの！　感動！　響の大事なギター、持たせてくれるなんて、ありがとう！」

　嬉しくてにこにこしていると、響は「そんなに？」と少し驚おどろきながらも微笑ほほえんでくれた。

「花音、ギター、弾ひきたいの？」

　目をまん丸くして響を見上げると、射い貫ぬく勢いでまっすぐみつめてくる瞳ひとみと視線がぶつかった。瞬まばたきを一回して私は、手元に視線を落とした。ぎゅっと、響のギターを抱だきしめる。

「……弾きたい」

　心臓の音は身体からだが揺ゆれるぐらい大きい。胸の奥深くからすごい勢いで、やる気が熱く込み上げてくる。

　私は顔をばっと上げて、真しん剣けんに響の目を見た。

　学校の勉強は大変だし、ギターなんて始めてる場合じゃないってわかってる。

（それでも……やりたい。やってみたい！）

「響が作った曲を……私、演奏してみたい！」

「俺の曲を……花音が？」

「……あ。ご、ごめんなさい！　私なんか素人しろうとが響の曲をいきなり弾きたいなんて……。えっと、弾けるようになれたらなって、その……」

　必死になって言いわけをしていた。

　響の視線がギターに向いたのがわかった。私は抱きしめていた手の力を抜ぬいてぱっと身体からだから離した。

「……ごめんなさい。これお返しします……」

　慌あわてて肩にかかっているストラップを外そうとした。

「待って。いいよ。それ、貸してあげる」

「……え」

　響は私の手を急につかんできた。

　頭はもうパニックを通り越こしてオーバーヒート状態。おかしくなりそうだった。そんな普ふ通つうじゃない状態の私に響は手を握にぎったまま、優やさしい眼まな差ざしを向けてくる。

　思わず、本音を口走っていた。

「ギターを、響から教わりたい！」

　私のこの発言に響の目の色が変わった。一いつ拍ぱく置いて、静かな声で言った。

「いいよ。じゃあ今から教えてあげる」

「そう、今から……って、えええっ！　い、いいの!?　いや、ダメだって！　だって……」

　さらっといいよと言われ私の方がめちゃくちゃ驚いたら、響はくすりと微笑んだ。

「弾けるようになりたいんだろ？　だったら俺が教えるのが一番早いし確かだよね」

「でも、もうすぐＭＶの打ち合わせが……」

「打ち合わせまでにはまだ時間ある」

（……どうしよう。胸がドキドキする）

　響は真剣な声で言った。

「その代わり、俺の特訓は厳しいよ？」

「……頑がん張ばる！　だから響、ギター……教えてください！」

　間かん髪はつを容いれずに答えると、真顔だった響はフッとまた笑った。

「ギターを人に一から教えるの初めて。花音が教え子第一号だね。……よろしく。花音」

（響の教え子第一号？　やったー。嬉うれしいっ！）

「よろしくお願いします！」

　元気よく返事をしたあと、頭を深々と下げた。

（本気で頑張ろう。絶対弾けるようになってみせる！）

　私はもう一度、響のギターをぎゅっと抱きしめた。

「花音、じゃあ、早さつ速そく教えるね」

「は、はいっ！」

　響は手て際ぎわよくセッティングをすませると私の方に向き直った。

　今からギターを習える！　と思うと、わくわくと緊きん張ちようで胸がいっぱいになった。

　アンプとギターをシールドというケーブルでつなぐ方法や、ギターのチューニングの仕方を響はていねいにわかりやすく説明してくれた。私はそれを忘れないうちにノートにメモした。

「メモ取るなんて……花音、まじめだね」

「……ううん。ただ覚えが悪いだけ」

　まじめと言われて少し照れた。

「じゃあ次。コードを押さえるための指の位置だけど……。花音、そんなにがっしり指板を押さえていたらできない」

「え？ 指板？　……えっと？」

　響は急に私の左手を取った。

「ひぁあっ！」

　触ふれられた瞬しゆん間かん、変な声が出てしまった。でも響は特に驚く様子もなく、説明を続けた。

「……まだ、違ちがう。そうじゃない。こう！」

　響はくるりと私の後ろに回ると、左手を重ねてきた。

「ここと、ここ。で、右手のピッキングはさっき説明したみたいに……そう。鳴らしてみて」

　後ろから抱きしめられるみたいな近い距きよ離り感かんに、ドキドキしすぎて息ができない。

　なんとか右手をゆっくり動かした。

「……こ、こう!?」

　……ジャァーン……

「きゃーっ!!」

　鳴らした瞬間、ゾクゾクと内側から込み上げてくるものがあった。

「きゃー？」

「見て響！　私、ギターを鳴らして……っ！」

（わあ！　近いッ！）

　振ふり向いたら思った以上に響の顔がそばにあって、また叫さけびそうになった。

　初めて音を鳴らすことができた喜びと感動、そして響の顔のドアップで、内面いろんな感情でパニックだった。

「……もっと、鳴らしてみてもいい!?」

「いいよ。見ててあげる」

　響はゆっくり離れた。少し距離が開いたけれど、まだ胸の鼓こ動どうは速いまま。

　深呼吸を一回してから同じコードばかりをじゃらんじゃらんと何度も鳴らした。

「すごいっ。響のギターで私、弾いてる！……感動。なんか信じられない。……夢みたいっ!!」
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「そこまで感動しなくても。……まあ、やる気がありそうで、こっちも教えがいはあるけど」

　目を細めた響は嬉しそうで、優しい表情になった。

　ふと、時間が気になった。ギターのレクチャーを始めてから数十分以上がたつ。

「ごめんね？　響の練習時間を私に使わせて……」

　ここへ早く来ている理由は、響自身が練習するため。

　真剣に一から教えてくれるのは嬉しいと思うと同時に、とても申し訳なくなった。

「別にいいよ。人に教えていると初心を思い出すから自分のためにもなるんだ。だから楽しい」

　ふわりと微笑まれて胸がトクンと反応した。響も楽しんでくれている。と思うと心が弾はずんだ。

「私もすっごく楽しい。ありがとう！」

　満面の笑えみを向けると、私は再びギターをかまえた。

「次はどうしたらいいの？　曲を弾ひくには!?」

　もっと弾いてみたいと思って、ウキウキしながら聞いた。

　そのあと、響は数パターンのコードを教えてくれて、鳴らす順番を決めると何度か繰くり返し弾いてくれた。

（混乱するっ！　指がつりそう！　どうしてできないんだろう!?）

　コードを教えてもらってから数十分たつ。何度やってもまともに弾けない自分にへこんだ。

「……本当にこれじゃ、曲どころじゃない……」

「最初から弾ける人なんていないよ」

　私が嘆なげくと響が優やさしくなだめてくれた。

「上達のコツは練習を毎日少しずつ、三十分でいいから続けること。……花音できる？」

（毎日少しずつ続ける……それなら……）

「できる！　もちろん大だい丈じよう夫ぶ！　毎日必ず練習して、絶対曲を弾けるようになる！」

（弾けるようになれるなら、どんな努力だって惜おしまない……!!）

「頑張って。でも今日の練習はここまで。無理はしないように」

　響は私の頭を、優しくぽんっとなでてくれた。嬉しくて顔が熱い。

（……あれ？　というか……）

「もう終わり？　もっと練習してちゃダメなの!?」

「うん。今日は終わり」

　響はこくりとうなずく。

（あ、もしかして私に教えるのは終わりで、響も自分の練習したいとか？）

「あの、響は自分の練習してていい……よ？　私はさっき教えてもらったコードを完かん璧ぺきになるまで一人でやってるから！」

　私は言いながらすぐにフレット間の指の移動を練習しようとかまえた。すると、ふぅっと、響のため息が聞こえてきた。

「花音。一いつ生しよう懸けん命めいなのはわかるけど、さっきも言ったよね。上達のコツは毎日少しずつコツコツと……。ちょっと指かして」

　響はいきなり私の左手をつかむと指先を押した。

「痛っ！」

　指先がピリッと痛んだ。

「痛いでしょ。最初は弦げんを押さえることに指が慣れていないから三十分もすれば痛くなるはず」

　私の手を握にぎったまま響は、空いている手でギターからシールドを抜ぬいた。

「え!?　ちょっ!?」

　そして手をつないだまま私を引っ張るようにしてギターのそばから離はなれる。ソファがあるくつろぎスペースへと戻もどると、座るように言った。

「指先が痛いってことは内部が炎えん症しようしはじめている証しよう拠こ。これ以上弾くとマメができて、弦に触れられなくなる」

「マメ……？」

「そうすると、毎日コツコツと……が達成できなくなるから、本当に痛くなる前に、潔いさぎよく止やめるのも上達のコツだよ」

　真しん剣けんな表情の響に戸と惑まどう。

「でも、これぐらいならまだ……」

「まだ無理して続けるっていうなら俺は教えないけど、どうする？」

「そんなっ……！」

　響は、つないでいた手を離し、そばの冷蔵庫を開けた。

「……今日はもう止めておきます。響に教わりたいから……」

　私は肩かたを落とした。

（もっと、練習したかったなぁ……）

「……お疲つかれ。これ、ご褒ほう美びにあげる。それでしばらく指先を冷やして」

　冷蔵庫から取り出した冷えた缶かんジュースを響は私の手の上に載のせた。

「りんごジュース!?」

　ぱっと顔を上げた。

「ありがとう……いただきます」

「ん……」

　響はギタースタンドにギターを戻すと、またソファに戻もどってきて私の横に座った。

　肩が触ふれる距離にドキドキしながら、左手の指先を十分冷やしてからジュースを飲んだ。

「……俺のギターなんだけど……」

「うん？」

　顔を響の方に向ける。

　ソファにもたれかかっていた響は身体からだを起こすと少し間を置いてから、口を開いた。

「ずっと、翔に貸してたんだ」

　突とつ然ぜん出てきた名前に驚おどろいて、言葉を詰つまらせた。

　響も缶ジュースをプシュッと開け一口飲む。落ち着いた口調で、続きを話しはじめた。

「イブのライブから数日後、翔は一度だけ、ここにギターを返しに来たんだ」

（どうしてわざわざギターを響に返したんだろ？　なんで翔はいつまでたっても連れん絡らくが取れずに、響の元へ戻ってこないんだろ？　戻りたくない？　それとも……戻れない？）

　どちらにしろ、家族のように一いつ緒しよに育った幼なじみの翔が、響に心配と迷めい惑わくをかけているのは間ま違ちがいない。……私は勢いよくソファから立ち上がった。

「花音……？」

　響はきょとんとした顔で私を見上げた。

「私がなんとかするね。翔が連絡つかないのだって絶対何か理由があるはず！」

　翔からはいまだに連絡がない。それでも私は握りこぶしをぎゅっと作って、響に言った。

「花音には感謝してる。連絡を取ろうとしてくれて。……とりあえず、座って」

　うながされ、ソファに座り直した。

「響のギター、翔も使ってたんだね……」

　自分の左手に視線を移して、痛む指先をそっともう片方の手の指でなでた。

（翔もギターを始めた最初の頃ころは、指先を痛めたりしたのかな……。あんなにギターが好きだったんだもん。やっぱり何か理由があるはず。翔のことだから、そのうちひょいと、戻ってくるつもりなのかもしれない……！）

「……ＲＡＩＳＥには、翔の方からメンバーになりたいって言ってきたんだ」

　私は顔を上げて視線を手から響に移した。

「翔の音を聞いた瞬しゆん間かん、惚ほれた。俺が求めていたものだって思ったよ」

（素人しろうとの私にはわからないけど、翔の音はキョウが求めていた音だったんだ……）

「メンバーとして加入が決まった時、翔は自分のギターがあるのに、俺のを貸してって言うから、なんで？　って聞いたんだ。そしたら、俺みたいなギタリストになりたいって。俺のギターを弾いてうまくなるからって」

「翔がそんなことを？」

「うん。それで、俺のギターはずっと翔が使っていたんだ。このギターは俺のだけど、翔のギターでもあるから大事にしてる」

　私はもう一度ギターを見た。

（このギターは、響と翔をつないでいた、大事なギターだったんだ……）

「……ごめんなさいっ。 響！」

　りんごジュースをローテーブルに置くと、もう一度頭を深く下げた。

「知らなかったとはいえ、大事なギターを勝手に触さわってしまいました！」

（響のギターは素人の私が興味本意で勝手に触っていい物じゃなかったんだ。なのに浮うかれて、私ったら……もし壊こわしたりなんかしてたら、取り返しのつかないことになってた！）

　自分の軽けい率そつな行動を猛もう烈れつに反省し、後こう悔かいした。

「部屋に入ると、花音がギターを持って楽しそうにしていた。別に、嫌いやだとは思わなかったよ」

　そっと下げていた頭を上げた。私と目が合うと響は、フッと表情を緩ゆるめた。

　心臓がトクンと音を立てる。

「ほ、本当に？　嫌じゃなかった？」

「……知らない子なら怒おこるけど、花音は特別かな。嫌じゃなかったよ」

　響はいたずらっぽくにこっと笑ったけれど、私は特別と言われてむちゃくちゃ嬉うれしかった。

「翔はいつも何気なくギターを弾いていたから、わからなかった。でも今日、響にギターを少し習って、ぜんっぜん音が鳴らなくて、こんなに難しいんだって、ようやくわかった。翔って実はすごいことをしていたんだって……！」

（このまま翔がメンバーから抜けるなんてことになったら嫌だ。ＲＡＩＳＥのため、響のため、そして翔のためにも、絶対二人を会わせなくちゃ！）

「私、翔探し、もっと頑がん張ばる!!」

　力強く声を張った。

「……あと花音、約束覚えてる？」

「え？」

（……約束？　ギターのこと？　それとも翔？）

　興奮していて、一いつ瞬しゆん何のことなのか、わからなかった。

「ＭＶのパートナーとしても、よろしく」

　響ににこりと微笑ほほえまれてしまった。顔がカッと熱くなる。

「も、もちろん。すっごく頑張る！」

（またこの笑え顔がおが見られるなら、響のためならなんだってする！　本気で頑張ろう……！）

　私は手のひらをぎゅっと握り締しめた。










　数日後、私は瞳と会うために、中学時代に放課後よく寄り道していたファーストフード店で待ち合わせをした。

　時間通りに行くと、お店の前で瞳は姿勢よく立って待っていた。私はそばへ小走りで駆かけ寄りながら、まだ気づいていない横顔に向かって大きな声で呼びかけた。

「瞳ーっ！　久しぶり。会いたかった！」

「あ、花音！」

　目が合うと瞳はパッと咲さいた花のように笑顔になった。彼女の腕うでにぎゅっと抱だきつく。店内に入って、カウンターでハンバーガーのセットを注文し受けとると、二階の禁きん煙えん席へ移動した。

「蒼学どう？　慣れた？」

　瞳は荷物をイスの上に置いて、座りながら聞いてきた。

「授業のスピードが速くて必死だよ。勉強についていくだけでも超ちよう大変！」

　ふうとため息をついてから私はポテトに手を伸のばした。

「……それで。花音、相談ってなに？」

「あのね……。私、瞳に相談っていうかお願いがあるの」

「お願い？」

　食べるのをやめて、背を正し私がまっすぐみつめると、瞳も神しん妙みような顔になった。

「実は、翔と連絡がつかないの。瞳、翔と同じ学校でしょ？……会えるように段取りというか、連絡を取りたいって伝えてもらえないかな？」

「え？」と、瞳は目を見開いた。

「翔の実家にも行って、翔のお母さんにもお願いしたんだけど連絡がなくて……」

「……花音、翔君と仲直り、したくなった？」

　瞳はとても優やさしい目を私に向けてくれた。

「……私ね、中学の時、花音と翔君のやりとり見てていつも微笑ましく思ってたの。だから、二人には早く仲直りして欲しいって、ずっと思ってたんだ」

　瞳の言葉を聞いて、思わず下を向いた。

　クリスマスパーティーで、子供みたいなケンカをする私と翔を止めてくれたのは、瞳だった。

「翔とはいつでも仲直りできるとどこかで思ってた。だから今は後悔してる。早く仲直りしておけばよかったって……」

　私の言葉に瞳はそうだねと、優しく共感してくれた。

「翔と連絡つかないのは最近になってわかったんだ……」

　周りを一度見回してから私は瞳の方へ顔を近づけて、こっそりと打ち明けた。

「……最近ギターを習い始めたんだけど……」

「え？　花音がギターを!?　なんでまた？」

「内ない緒しよだよ？……キョウを間近で見てて、私も弾ひいてみたくなったの」

「……キョウ……!?」

　瞳は目を丸く見開いて、きょとんとした。

「……キョウって、あの〝ＲＡＩＳＥ〟の？」

　私はもう一度周りを見てから小声で言った。

「うん。ボーカルのキョウ。……私、彼からギターを教わってるの」

　瞳はさらに目を大きく見開き、身を乗り出してきた。

「本当にっ!?」

　声の大きい瞳に向かって、シーと顔の前で人差し指をたてる。

「秘密だよ！」

「……わかった。でもびっくり！」

　普ふ段だんはちょっとしたことじゃ動じない冷静な彼女がとても驚おどろいていた。

「信じられないよね。でも本当なの。まだ習い始めたばっかりだけどね、ギター、楽しいよ！」

　私は響のことやギターのことを話せる範はん囲いで身み振ぶり手て振ぶりで説明した。

「……なるほど、それで困ってたんだ……」

「うん……」

　自分の手のひらに視線を落として、じっとみつめた。

「ギター習い始めてようやく翔のすごさがわかってきたよ。だから……翔にはギターやめて欲しくないって、思う」

　ギターの練習は響に言われた通り毎日してる。でも私は、いまだにちゃんとコードを押さえられない。なかなか上達しなくてくじけそうになる。ギターって、弾ひけるようになるまでにものすっごく努力がいるものだって、最近ようやくわかってきた。

（翔はこの壁かべを乗り越こえて、響に認められるほどになったんだ……）

「そうだね。翔君に音楽やめて欲しくない。……でも私も、翔君の連れん絡らく先わからない……」

　瞳と翔はクラスが違ちがうらしく、普段あまり会わないらしい。真しん剣けんに困った顔になってしまった親友に私は申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「けど、大だい丈じよう夫ぶ。花音の気持ちはよくわかったわ。協力する。翔君とは廊ろう下かですれ違うときとかにあいさつはするから、それとなく話してみるね」

「うん、お願いします！」

　他ほかに頼たよれる人がない私は、瞳に向かって深々と頭を下げた。

「翔君のことは任せて」

　私はパッと視線をあげた。瞳は微笑みながらまっすぐな目を私に向けていて、とても心強かった。

「私も、もう一度翔の家に行ってみる。できること頑張る！」

「……大丈夫。すぐに翔君と連絡を取れるようになるよ！」

　瞳に明るく励はげまされて、捕つかまらない翔に焦あせっていた私はすっかり気持ちが落ち着いていた。

（頼りになって優しくて、しっかり者の瞳と友達になれて本当によかった……！）

　私は心から瞳に感謝した。
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　翌週の放課後、まだ自分専用のギターを持っていない私は秘密基地にいた。

（よし！　練習するぞっ!!）

　アンプのスイッチを点つけ、ギターのチューニングを始める。

　ＲＡＩＳＥのメンバーはとても練習熱心で、ほぼみんな放課後ここにいる。……メンバーで今いないのは、翔だけ。

　翔のことを考え始めると落ち込む。けれど、今は気持ちを切り替かえないといけない。私がここで練習できるのは限られた時間だけ。私はＲＡＩＳＥの活動を邪じや魔ましたくなかった。

「今日こそ全コード攻こう略りやく？　花音ちゃんってほんと熱心だね」

　ギターの弦げんばかりを見ていた私はぱっと顔をあげた。

　こっちを見て微笑ほほえんでいる瑛琉さんと目が合う。

「響と約束したんです。毎日少しずつ、コツコツと続けるって」

「ギターはすぐに上達しないからね。焦らず諦あきらめず、地道に続けてマスターしていくしかない。大丈夫、根気よく頑がん張ばれば花音ちゃんだって弾けるようになるよ」

「……はいッ！」

　コード一つ押さえられないなんて、よっぽど才能がないんじゃないかとへこんでいた私は、瑛琉さんに励まされ元気を取り戻もどすことができた。

「私はギターを持ってないのでここに来ないと練習ができなくて。家でも練習できたらな……」

　学校が休みの土日は、段ボールとタコ糸でつくった原寸大即そく席せきギターもどきでコード練習しているけれど、いまいち感覚がつかめない。

　何万円もするギター。私の毎月のお小こ遣づかいじゃ手が出せない。いつかは自分専用のギターが欲しいけれど、バイトしていたらここに通う時間がなくなってしまう。それだけは絶対いやで、毎月のお小遣いを節約して、何ヶ月もかけて貯ためてから買うしかなかった。

「家でも練習したいの？　ギター持ち出したいって頼たのんでみたら？　響に」

「えっ。……そんなことしていいんですか!?」

　ここでギターに触ふれ、練習させてもらえるだけで私にはとてもありがたいこと。

（ギターを持ち出すなんて、考えもつかなかった……！）

「瑛琉、悪い。譲二はもう少し遅おくれるって」

「わっ！」

　急にドアが開き、響が現れた。

「響、こんにちは」

「ん。花音、さっきメッセージありがとう」

「全然！……いまだに翔と連絡取れなくてごめんね……」

　ここに来る前に私は瞳のことと、彼女から入手した情報を報告していた。

「響。ちょうどよかった。花音ちゃんが響にお願いがあるって」

　翔を捕まえることができず、申し訳ない気持ちと、まだ響からギターを借りるって決めていなかった私は、内心あせった。

　瑛琉さんの言葉に響は何？　と首を傾かしげて私を見る。ゆるめに結んでいた制服のネクタイをといてローテーブルに無造作に置くと、私たちの方へ歩み寄ってきた。

「花音、何？」

　響のギターは翔のギターでもあるし、大事なものだから断られるかもしれない。けど、瑛琉さんがせっかくきっかけをくれたんだからと、私はダメ元で口を開いた。

「い、家でも練習したいので、ギター……持って帰らせて下さい!!」

「そのギターを？　いいよ」

「え!?」

　間かん髪はつを容いれずに響はあっさりオッケーを出した。

「……いいの？　本当に貸してもらっても……」

　拍ひよう子し抜ぬけした私はまだ信じられない気持ちでいると、響はもう一度「いいよ」と言った。

「小型のスピーカー兼けんギターアンプでよければ貸すよ」

　そばで見ていた瑛琉さんが言った。

「そうだね。花音、瑛琉のを借りたらいいよ。音の質は落ちるけど、家での練習なら十分」

「ちょっと待ってて。実家から取ってくる」

　言い終わるなり瑛琉さんはウインクを置き土産みやげに秘密基地を去って行った。

「うわ。瑛琉さんに申し訳ない……」

　私のためにわざわざ取りに行かせてしまって、とても心苦しくなった。

「瑛琉の実家はすぐ近くだから気にすることない。それより、練習はどう？　順調？」

　響と目が合い、胸にもやっと鈍にぶい痛みが発生した。

「……実は、ずっと練習しているんだけど、Ｆコードが……弾けません」

　苦笑いを浮かべながら、今一番悩なやんでいることを響に打ち明けた。

「どうしても余計なところに指が当たっちゃって、うまく音が出せないの。指がつりそう……」

「わかった。フォーム見てあげるから花音、ギターかまえて」

「お願いします！」

　響たちの練習まであまり時間がない。途と中ちゆうだったチューニングを全部すませ、かまえた。

（……う。響の視線が……痛い）

　見られていると意識すると心臓の音が速くなった。ぎこちなくコードチェンジしていく私の左手を響はじっと見つめた。

「花音……ちょっと力みすぎ」

　響が私の方へぐっと近づいた。

「リラックスして。手の力を抜ぬく。持つ場所もおかしくなってる。姿勢もまっすぐを意識して」

　説明しながら響は、私の手に触れた。次々と私の指の形を、正しいフォームに直していく。

「リラックス、だね？　頑張る！」

　言いながらも肩かたに力が入ってしまい、響にできていないと注意された。

「……花音、眉み間けんにすごいしわ」

「え？　噓うそ！」

「うん。噓」

　響の言葉を真に受けてパッと額を両手で隠かくした私は、そのままぽかんと口を開けた。

「Ｆコードは誰だれでも最初苦戦するから。あせらずコツコツ練習を続けて」

　珍めずらしく響はくしゃっと笑った。

（……私が少しでもリラックスするように、冗じよう談だん言ったのかな？）

　優やさしい気き遣づかいをされて、思わず笑えみがこぼれる。

「ありがとう」

　響の笑顔に癒いやされて、余計な力が肩から抜けた。

「お待たせ。アンプ持ってきたよ」

　集中して練習をしていたら瑛琉さんが戻って来た。

「この子、小さいしそんなに重くもないから持ち運びするには便利なんだ」

　瑛琉さんの説明通り、長方形の小型アンプはそこまで重くない。大きさは横に四十センチぐらいでスタイリッシュなフォルムで色はブラック、おしゃれなデザインをしていた。

「小型だから大音量にするとちょっと音割れするけど、いい？」

「十分ですっ！」

（やったーっ！　これで休みの日でも家で練習ができる！）

「よかったね。花音ちゃん」

「うん。瑛琉さん、ありがとう！」

　瑛琉さんと響に何度もお礼を言った。

「花音。荷物から音が鳴ってる。……電話の着信じゃない？」

「え!?」

　響に言われ耳を澄すました。ソファに置いたままのバッグから、陽気な着メロがかすかに聞こえてきた。

「本当だ！　教えてくれてありがとう」

　響の耳のよさに感心しながら、スタンドにギターを置くと、私はバッグのもとへと走った。

　着信相手の名前を確かく認にんすると、液えき晶しよう画面には《瞳》の文字があった。

　電話をかけてくるなんて珍しい。急いで通話マークを押した。

『花音っ……すぐ来られない？　今なら翔君を捕つかまえられるよ！』

「えッ。瞳どういう意味？」

　思わず大きな声で聞き返していた。

『説明してる時間はないかも。早く来て！　場所は……』

「……わかった。今から行く！」

「花音、どうしたの？」

　瞳との通話を終えるなり、響が話しかけてきた。

「翔を見つけたかも！　これから確認してくる！」

「待って」

　急いで荷物をまとめていると、その手を止められた。

「俺も行く」

　驚おどろいて顔をあげると、真しん剣けんな表情をした響と目が合う。

「場所はどこ」

「私の地元みたい。駅の近くに大きな公園があるの、そこに翔がいるって」

　さっき聞いたばかりの情報を響に話した。

「瑛琉、悪いけどここに残って、譲二が来たら事情説明しておいて」

「わかった。いってらっしゃい。頑がん張ばって翔を連れ戻もどして来てね」

「花音、アンプは俺が持つよ。急ごう」

　瑛琉さんに見送られ、私と響は瞳が待つ公園へとすぐに向かった。










　数十分後、合流場所の公園入り口には先に瞳の姿があった。急いでそばへ駆かけ寄る。

「瞳っ！　翔はどこ？」

　瞳は私の後ろにいる響へちらりと視線をずらす。

「君が小笠原さん？　はじめまして。ＲＡＩＳＥのキョウです。連れん絡らくありがとう」

　一瞬目を見張って私を見たあと瞳は、響に向かってにこりと微笑んだ。

「はじめまして。花音と同じ中学だった小笠原瞳です。早さつ速そく翔君のところへ案内します。こっちです！」

　開放的な雰ふん囲い気きの広い公園内には大きな池があって、囲むように道みち幅はばの広い遊歩道が延のびている。私たちはその遊歩道を瞳を先頭に風を切って進んだ。

　気持ちばかりがあせって、何もないアスファルトにすらつまずきそうになりながら進むと、遠くからギターの音が聞こえてきた。

　数十メートル先で人だかりができている。よく見たら半数が学生でいろんな学校の制服姿が垣かき根ねを作っていた。

　かき鳴らされている力強い音。姿がよく見えないけれど、聞き覚えのある大きな声に翔がいることを確信した。

　人だかりのそばまで来ると私は背を伸ばした。みんながみつめる視線の先をたどったら、熱唱している翔が目に留まった。

（やっと見つけた……！）

　久しぶりに見る翔は、マイクスタンドの前で真剣に、でも楽しそうにギターをかき鳴らしていた。堂々とした態度で、大声で歌っている。

「翔!!」

「花音!?　え……響さん？」

　歌い終わった瞬しゆん間かん話しかけたら、私たちの存在に気がついた翔はとても大きく目を見開いた。

「翔、やっと会えた。……ちょっとこっち来て」

「え。ええ!?」

　響は戸と惑まどう翔の手をつかむと、無理やり引っ張った。

「すみません、席外します」と翔は、律りち儀ぎに集まった人に伝え、荷物はそのままに数メートル離はなれる。

「翔。なんで今まで俺たちに連絡よこさなかった？」

　響は翔をまっすぐみつめ、真剣な声で聞いた。

「それは……。……連絡は、したくてもできなかった」

　バツが悪そうに翔は響から視線を逸そらした。

「……ていうか、ちょっと待って。なんで響さんと花音が一いつ緒しよに……」

「高校で知り合った。ずっと翔と会えなくて心配だったから、花音と小笠原さんに協力してもらったんだ」

　響の言葉に翔はハッとした様子で顔をあげ、私、そして瞳の顔を見た。

「……翔に聞きたかったことがある。ＲＡＩＳＥじゃ翔のやりたい音楽はできなかった？　俺たちが邪じや魔まになった？」

「邪魔なんて！　むしろ邪魔で、足を引っ張ってんのは俺だと思って……」

「……それで借りてた響のギターを返して、ＲＡＩＳＥを辞やめたの？」

　はっきりしない翔の様子に私はたまらず口を挟はさんだ。

「違ちがう！　俺はＲＡＩＳＥを辞めたつもりなんて、ないっ！」

　翔の大きくてはっきりとした声に驚いた。

「俺はただ……一度、ＲＡＩＳＥから離れて自分の力を試ためしたかったんだ」

　響も私も瞳も、翔の次の言葉を黙だまって待った。

「……バンドは人気が出ても、俺がそれに貢こう献けんできているのかわからない。俺はＲＡＩＳＥに必要なのかずっと疑問だった。だから、ストリートで修しゆ業ぎようして自信をつけたかった。誰だれが認めるとかじゃなくて、自分で自分を認められるようになって、ＲＡＩＳＥでギターをやる意味を見つけたかったんだ。……でも、そんなの俺から言うのかっこ悪くてできねぇだろ！　納なつ得とくできたら戻るつもりだった！」

「これだけみんなが翔の音を求めてる。それじゃ答えにならないのか？」

　響は優やさしく、諭さとすように話しかけた。その言葉に少し驚いたあと、翔は切なそうな瞳で唇くちびるの端はしをぎゅっと結んだ。

「……実はね。路上でかっこよくてうまいギタリストがいるって、少し前に噂うわさで聞いてたの」

　落ち着いた声で瞳が話し始めた。

「花音から話を聞いたあとに、もしかしたらって思ったの。それで今日、ここを通ったんだけど、まさか、本当に翔君だったなんて。知ってびっくりしたよ」

（翔が噂になるのも今なら、わかる……。　ギターを習い始めてから、少しだけどわかった。翔みたいに自由に音を出すことがどれだけ難しいのかって）

　私にとって翔はあまりにも身近な存在だった。それもあって私は最近まで翔の演奏をまじめに聴いたことがなかった。

「どうして響に一言相談しなかったの？」

　質問したら翔は私から視線を逸らして、下を向いたまま口を開いた。

「……まだ自分の中で納得いく答え見つけてねぇのに秘密基地へ行くと、甘えて決心が鈍にぶりそうだったから。ギターを返したのは、一から出直したいっていう俺なりの覚かく悟ごのつもりだった！」

　抑おさえていた感情を爆ばく発はつさせるように翔は、一気にしゃべった。

　響が思わず翔に近づこうとした。拳こぶしをぐっと握にぎってとどまる。

　翔から顔を逸らし何かを考えたあと、私の方に振ふり向いた。

「花音、これ今だけ返して」

「……え？」

　突とつ然ぜん私が持っていたギターケースに手を伸ばした。

　ギターを取り出しチューニングをさっと済ませると、響はメガネを外した。

　そばの水飲み場に行って前まえ髪がみを少し濡ぬらし、かきあげる。準備万ばん端たんになると、響は翔に向かって真剣な声で言った。

「翔、戻るよ。……俺と今からセッションしよう」

「……え!?　響さん、なにを言って……!?」

　翔は信じられない！　と言いたげな顔をして驚いている。もちろん私や瞳も！

　響は翔の返事を待たずに私たちを置いて、まだ帰らずに待っている人だかりの中へ入って行くと、小型アンプを地面に置いた。

「……あれ？　ＲＡＩＳＥのボーカルじゃない？」

「きゃーっ！　キョウだ！」

　立ち見していた人の中にＲＡＩＳＥファンがいたらしい。でも響はその声を気にする様子もなく、急にギターを上から下に向かって振った。

　ダァーンと弦げんを叩たたくように弾はじくと、そのままつまることなく滑らかにコードチェンジをしていく。

　いつも落ち着いた雰囲気の響が、キョウにスイッチが入った瞬間だった。

　人が変わったみたいに真剣な様子で演奏を始めた響の姿に、私の胸の奥では化学反応が起きたみたいに火が灯ともる。

「……すごい！」

　響の速弾きを間近で見ようと私も人の輪に入る。目で追うよりも速く、響の指が次々と指板の上を移動していく。速すぎて、どの指がどこをどうやって押さえているのかわからない！

　重層感のあるひずんだ音から、軽かろやかな音まで、響は自由自在に操あやつっていく。

　どんどん加速して、心にビリビリと伝わってくる駆かけ抜ぬけるような熱い激しい音に、胸がドキドキした。……胸に宿った火の熱量が増していく。

　興奮しながら見ていると、響は翔に向かって目で合図を送った。

　翔はハッとなって、反射的にギターをかまえる。目が本気に変わったのがわかった。

　音を継つぐように、響の音に応こたえるように、翔が真しん剣けんな様子でギターをかき鳴らし始める。

　低音から高音へ音が駆け上がる。翔の指も弦の上を一気に駆け抜ける。

（これが、翔の音……!!）

　奇き抜ばつでダイナミックな音が次々と、息つく間もなく繰り出されていく。

　自由な音だった。どこまでも伸びていくサウンド……。

（そっか……これが、翔の音。響が好きな翔の音なんだ……。私にはこんなかっこいい音、出せない。翔ってほんと、……すごい!!）

　額から汗あせが流れても気にすることなく、翔は夢中になってギターを弾ひいている。本当にギターが好きなんだって、ひしひしと伝わってきた。

　しばらく演奏を続けたあと、急に響がマイクスタンドの前へと移動した。

　軽く汗をぬぐい、髪かみをかき上げる。

　響が目配せで合図を送ると翔が小さくうなずき、そのタイミングでもう一度ギターを上から下に振ると、ギターソロの疾しつ走そう感あふれるイントロが始まった。

「あっ！　『ＤＥＳデイスＴＩＮＹテイニー』だ！」

　私が興奮して思わずそう叫さけぶと、響が一いつ瞬しゆんこっちを見た。目を細め小さくうなずくと、同時に二人が同じ曲を弾き始めた。

　翔がメインのメロディーラインを弾いて、響が補ほ佐さするように音に厚みを足していく。

　二つの音が合わさり一つに混ざって溶とけ合い、辺りに音が広がる。

（……すごい。二人とも息ぴったり！　それに響と翔、いい顔してる！）

　響は真剣な目で真正面を見ると、すうっと息を吸った。

　数ヶ月ぶりに聴きく、キョウの生の歌声だった。

　次から次へと胸になだれ込んでくるメロディー。響の声に心が、震ふるえる。ライブで受けた衝しよう撃げきが一気に蘇よみがえり、頭の中が真っ白になった。

『──翔の音は、胸に感動を響ひびかせ、人を魅み了りようし惹ひき付ける力がある──』

（この〝音〟だったんだ……。響が前に言っていた意味、やっとわかった）

「わッ！」

　急に後ろから背中を押されて、前につんのめりそうになった。

　顔をあげて横を見ると、たくさんの人でぎゅうぎゅうだった。振り返って見てみたら、塞ふさいで道が通れなくなるくらい人であふれている。

　観客の盛り上がりぶりに私はとても驚おどろいた。

　向かい合って弾いている二人は、目と音でお互たがい合図を送る。一いつ緒しよに奏かなでる音はどこまでも伸のびやかで、気持ちよさそうだった。
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（……ギターで会話してる……。響と翔は話し合うより、音をぶつけ合う方がお互いわかり合えるのかもしれない）

　そこにはもう、わだかまりは何もなかった。数ヶ月会っていなかったことなんて感じさせない、息の合った演奏、重なることで存在を増した音に、熱いものが込み上げてきて胸がいっぱいになった。

（……いつまでもこうして聴いていたい。ＲＡＩＳＥの音をずっと、感じていたい……）

　私は、二人が奏でる音を忘れないように、大切な宝物をなくさないようにぎゅっと抱だきしめ、心に閉じ込めた。

『ＤＥＳＴＩＮＹ』の演奏を終えた時、大だい歓かん声せいが起こった。ギターバトルから始まった二人の演奏は、熱い余よ韻いんを残した。

「翔くん最高！　今までで一番よかった！」

　翔ファンの女子高生が興奮しながら翔に話しかけた。

　私も二人の演奏に大興奮！　まだ気持ちが高こう揚ようしたままで胸がわくわくしていた。

　次々と雪崩なだれのように人が前へと詰つめかけてきて、もみくちゃにされ、危あやうく弾き飛ばされそうになった。

「花音！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　急に翔が私に向かって叫んだ。

「……ここ、路上ライブＯＫの通りなんだけど、さすがに道を塞いだらまずい……！」

「え？　てことは!?」

　みんなの声にかき消されないよう私は声を張って翔に聞いた。

「つまり今日はこれで終わりってこと！……撤てつ収しゆうします！」

　翔は私ではなく観客に向かって大きな声で言った。

　え──!?　と言う観客の声を背に受けながら、私も手伝って素す早ばやく片付ける。

「翔と花音、小笠原さん、行くよ」

　響はギターケースと小型アンプを持って、人をかき分けながらすでに離はなれ始めていた。

　私ははぐれないよう急いでその背を追いかけて、公園を後にした。










　興奮が冷めやらないまま、家の近くまで来た。陽ひはもうすっかり沈しずんでいる。住宅街は静まり返っていた。

「生演奏、すっごくかっこよかった！　もう、最高だった!!」

　私たちは自じ販はん機きでジュースを買うと、家の前の公園で一息ついた。抑おさえきれない興奮をそのまま、響にぶつけた。

　響は缶かんジュースを飲みながら私に視線を向けると、ふっと小さく笑った。そしてすぐ私から視線を外し、ぽつりと呟つぶやく。

「ドラムもベースもないし、音質は褒ほめられたものじゃなかったけどね」

「十分だよ！　だってキョウの生ギター、生歌だよ？　こんな最高なことって他ほかにある!?」

　私はさっき観てしまった感動を精せい一いつ杯ぱい響に伝えたかった。

「ッうおい！　花音。俺も入れろ！　俺も生演奏した一人！」

　響の正面に立ち気持ちを伝えていたら、間を割さくように翔が割り込んできた。自分もすごいとアピールして私を見る。私はふう、と肩かたの力を抜いた。

「……もちろん、翔の演奏もすごかったよ！……翔、ごめんね。今まで私、わかってなかった。……ちゃんと翔のメッセージ、伝わって来たよ」

　私が微笑ほほえんで言うと翔はふて腐くされた。

「わかればいいよ。てか、今までわかんなかったのかよ！」

「まあまあ、二人とも！　せっかく素す敵てきな音楽の余韻に浸ひたっているんだから、ケンカせず、ていうか、……仲直りしたらどう？」

　横にいた瞳が、私と翔の手をぐいっと引っ張った。

「仲直り？　あっ……！」

（そうだった！　私、翔とケンカしたままだった……）

「……仲直りか。俺は別にケンカしているつもりもないけどね」

「え!?　私をあからさまに避さけていたのに？」

「それは……まぁ、避けていたというか、合わす顔がなかったというか……」

「？　意味わかんない」

　私がいぶかしげな目で翔を見ていると、響が翔の方に向き直った。

「翔、俺とセッションしてどうだった？」

　真剣な横顔だった。

「俺は……よかった」

「……俺もです」

　翔も真剣な目を響に向けた。

「やっぱり響さんってすげえって思った。まだまだテクニックじゃ敵かなわないけど、でも俺、もっとうまくなって、響さんを超こえる！　一緒のメンバーとして胸を張れるように練習頑がん張ばるから……俺を、ＲＡＩＳＥに戻もどらせてください！」

　翔は言い終わると深く頭を下げた。私と瞳はその様子を黙だまって見守った。

　響はすっと、翔に手を差し出した。

「ＲＡＩＳＥには翔が必要なんだ。……翔。俺たちと一緒にバンドやろう」

　次の瞬しゆん間かん、翔の表情はパッと明るくなった。

「……はい。よろしくお願いします！」

　翔は返事をすると、その手を両手でぎゅっと握にぎった。響はそのまま翔の肩を抱だきしめた。『ＲＡＩＳＥ』復活の瞬間だった。

「いてっ！　響さんっ!?」

　抱くのをやめると響は翔の背中をバンバンと叩たたいた。

　翔が大げさに痛がる様子を見守りながら、私の胸に温かいものが込み上げていた。

「……どんなにギターを練習しても、バンドって一人じゃできないんだよね」

　私は二人を見てとてもうらやましく思った。

「バンドは一人じゃできない、か」

　響は呟くように言った。その意味を嚙かみしめるように翔はうなずいて自分の手を見た。

「……俺の居場所は音楽。俺はこれからずっとＲＡＩＳＥとしてギターを弾ひいていく！」

　覚かく悟ごを口にしたあと翔は、響を見て微笑んだ。

「よかったね。翔君のギターをまたＲＡＩＳＥとして聴きける」

　隣となりにいた瞳が嬉うれしそうに呟いた。

「瞳。ありがとう。翔を見つけてくれて」

（私のお願いを聞いてくれた瞳には感謝してもしきれない……）

「ううん。こちらこそ。素敵なシーンに立ち会わせてくれてありがとう。音楽……というか、バンドっていいね」

「ね！　素敵だよね！」

　私と瞳は本当に心からＲＡＩＳＥ復活を喜んだ。そして、響との約束を守れてほっとした。

（こんなに楽しそうな響、見たことない。とてもいい顔してる。よかった……）

　ギターを弾いて歌ってる時の響は、本当にかっこよかった。思い出しただけでも胸がトクトクと高鳴り、熱くなった。そっと胸に手を当てる。

　私はそこに尊敬とは違ちがう何か別のものを感じずには、いられなかった。

　空を見上げる。

　そこには満天の星がＲＡＩＳＥを照らすスポットライトのようにキラキラときらめいていた。
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　夏はまだ先だというのに午後の日差しは強く、皮ひ膚ふをヒリヒリと焦こがすように暑い。

　待ち合わせ場所の公園へ約束の時間ぴったりに行くと、響は木こ漏もれ日が差し込むベンチに座っていた。私が前に立つと、イヤホンを外してにこりと微笑む。

「響ッ！　こ、こんにちは！」

「こんにちは」

（私服の響、新しん鮮せん！……かっこいい）

　オフモードの響は、カーキ色のリネンシャツにブラックのスキニージーンズだった。落ち着いた色の組み合わせに小物がアクセントになっていておしゃれで、いつもの制服とは違うファッションに、私の胸は早くもときめいていた。

「早さつ速そく行こうか。楽器店、ここからすぐ近くだから」

「う、うん！」

　ベンチから立ち上がり歩き出した響を、私はふわふわする足取りで追った。

『ＭＶの役作りのために、デートしてみる？』

　先日、無事翔が戻ってきて、ＲＡＩＳＥはいよいよ本格的にＭＶの制作に入った。

　役作りも佳か境きようで、予行練習を兼かねて響とこれから楽器店に行く。

　この数日間、一生に一度あるかないかの響との〝デート〟だっ！　と私は妄もう想そうし、浮うかれまくって過ごした。

（……デート当日を迎むかえて嬉しいけど、うう。緊きん張ちようする……！）

「花音……」

　響がピタッと立ち止まり、急に振ふり向いたからドキッと胸が鳴った。目が合った次の瞬間、私の視界は何かにさえぎられた。

「わっ！　なに!?」

　あたふたしながらその正体を確かく認にんした。

「え？……帽ぼう子し!?　あ、日ひ除よけ用！」

　帽子を脱ぬぎ、響に向かって自信満々に言った。

（そっか。今日は暑いから、私が日焼けしないよう気を遣つかってくれたんだ。優やさしい!!）

　響はくすりと笑った。

「いや、変装用」

「へ!?」

　返ってきた答えに私は首を傾かしげた。

「それ、ＭＶで使用する予定の帽子。彼女役が誰だれってはっきりわからないやつ見つけてきた。……あげる。撮さつ影えいの時には持ってきて」

「えええ!!　この帽子、もらってもいいの!?」

「どうぞ」

（うわあ……響からの初めてのプレゼントだ。変装用だとしても、すっごく嬉しい！）

　響からもらった帽子は白が基調のつば広ハットだった。ワンアクセントのリボンはさりげなく揺ゆれて可愛かわいい。今日の私のコーディネイトは、デニムシャツに裾すそがふんわりと広がった、白のフレアスカート。まるで洋服に合わせたみたいでもらった帽子がぴったりよく合う。

（う、わー。どうしよう。顔が……緩ゆるんで戻らないっ！）

「ありがとう響！　この帽子大事にするね！」

　私は白い帽子をきゅっと、深くかぶりなおした。










「わ！　ギターばっかり!!」

　お店は公園からすぐ近くだった。店内には所ところ狭せましとギターがずらりと並ぶ。圧あつ倒とうされながらもわくわくしてきて、辺りをきょろきょろ見回した。

（ギターって、ほんと種類が豊富……）

「花音、もっと奥に行ってもいい？」

「うん。いいよ」

　さらに店内の奥へと進む響を追いかける。不意にギタースタンドに置いて展示されているギターに目が留まった。

（……これ、響のギターに似てる。うわッ。なにこの値段……高い！　想像以上！）

　予想していた金額より数十倍高い値段のギターに、飛びあがりそうになった。

「も、もしかして……響のギターって、これくらい高価なの？」

　私はそばで真しん剣けんにギターの細部を見ている響に、恐おそる恐る聞いた。

「ああ、花音に貸してるギター？……まあ、それなりに」

「ええッ!!」

　私が指差したギターは二十八万円だった。

（それなりに？　てことは、同じくらい……、それとも、もしかしてこれよりももっと高い!?）

「響、ごめんね。すっごく高いギターを、私なんか素人しろうとが使って……」

「何？　楽器屋さんに来たかった理由って俺の貸しているギターの値段が知りたかったから？」

　ショックのあまりギターの値段をぶつぶつ呟つぶやいていると、響はくすっと笑った。

「ち、違う！　私もいつか自分専用のギター欲しくて……。どのくらいお小こ遣づかい貯ためたらいいのかなって思って」

「花音、自分のギターが欲しいんだ？」

「うん。欲しい！　今すぐには無理だけど」

「ふーん……」

　響は生返事をすると、目の前のギターへと視線を移した。

（響、演奏している時みたいに真剣な顔になっちゃった……）

　楽器を見ることで響の無口はさらに拍はく車しやがかかった。心を閉とざしたかのように、自分の世界に深く入り込む。

（今、何を考えているのかな？　心の声が聴けたらなあ……）

「……あ、ごめん花音。俺ばっかり楽しんで……」

　響の横顔をじっとみつめてはにこにこしていたら、パッと目が合ってしまった。

「ううん！　大だい丈じよう夫ぶ。私も楽しいから！」

　私はてへっと思わずにへら笑い。それでも響は申し訳なさそうな表情をしたままだった。

「花音と一いつ緒しよだから楽しいよ」

　私は、笑った顔のまま固まった。

「普ふ通つう、女子はもっと楽しいところが好きでしょ。服とか見て買い物したり、映画観みたり。俺に合わせてくれたのかもしれないけど、花音が楽器店に来たいとか、ギターに前以上に興味を持ってくれてるみたいで、嬉うれしかった」

　響は微笑ほほえむと、こっちにもいいものがあると言って、その場を離はなれた。

「……ここに連れてきてくれてありがとう。私、ギター頑がん張ばるね！」

（私にとって響のそばにいられるということは、特別でぜいたくなこと。それだけで最高にハッピーだよ）

　響は少しだけ振り向くとおいで、と優しく私を呼んだ。

　店内をすべて見終え、最後にピックを五個買って、私たちは楽器屋さんをあとにした。

　昼下がり。時間はゆったりと流れていく。

「花音、時間まだあるよね？　お腹なかは空いてる？」

「時間は大丈夫だよ。お腹は……少し空いてきたかな？」

　私の答えを聞いて響はにこっと笑った。

「あそこのドーナツ、美味おいしいんだ。買って食べようか。花音甘いの好きだろ？」

　道路を挟はさんで向こう側にあるドーナツ屋さんの看板を、響は指差した。

「わ。おしゃれで可愛いお店！　食べたい！」

「決まり。行こう」

　急に私の手を取ると、響は道を渡わたり始めた。

（わ。私、響と手をつないでる……！　あ！　もしかしてこれも役作り？）

　胸をドキドキさせながらドーナツ屋さんに入った。

「可愛いっ！　見て響、かえるやひよこの形をしたキャラドーナツだよ！」

「花音どれがいい？　好きなの選んで。あと飲み物はどうする？」

「えっと、……このピンクのウサギ耳！　あとひよこも。飲み物は……りんごジュース！」

「わかった」

　響は私の分のドーナツと、自分の分と、飲み物を注文した。

　店員の女性が明るい声で合計金額を言うと、響は私がお財さい布ふをバッグから出す前に、先に千円札を二枚、店員に渡した。

「私も払はらうよ！」

　急いで財布からお金を取り出そうとすると、私の手を止めるように響が握にぎってきた。

「俺が出すよ。こないだのマフィンとお茶のお礼」

「でもっ！」

（帽子を響からもらったばかりなのに……。というか、そのまま手、つながれた……！）

「いいから」

「……は、はい」

　響はお釣つりをもらい、ジュースの入った袋ふくろとドーナツが入った袋を受け取ると、手をつないだままお店を出た。

（つないだ手が温かい。それになんか……この状じよう況きよう、本当の恋こい人びとみたいで、くすぐったい！）

「ひ、びき、あの……」

　どきまぎしながら響に話しかけた。

「恋人役の練習。このままつないでいよう」

　響は振ふり向き、にこりと優しく微笑み言った。

　さっき待ち合わせした公園のベンチまで戻もどってくると私たちは並んで座った。自然に離れた手を私が名残なごり惜おしくみつめていると、

「ドーナツどうぞ」

　響がドーナツの入った袋を差し出してきた。

「ありがとう」

　私が袋を受け取ると、響はアイスコーヒーを飲みだした。

（うわあ……これ、本当にデートみたい！　手つないじゃったし、すれ違ちがった人に本当のカップルって思われたんじゃ!?……ていうか、このデートは役作りだった！）

　ＭＶのことを思い出し、それらしいカップルに見られるよう明るく振ふる舞まうことにした。

　早さつ速そく袋からピンクのウサギドーナツを取り出す。

「可愛い……。食べるのもったいないなあ」

「食べないなら俺が食べるよ？」

「ダメ！　私が食べる！」

　響に取られそうになってあわててぱくっと耳の部分を食べた。

「……美味しいッ！」

　ストロベリーの甘い酸さん味みが口いっぱいに広がる。何個でもいけそうだった。

「よかった。じゃあまた買ってあげる」

　響はくすっと小さく笑った。木こ漏もれ日が差し込むベンチにそよ風が吹ふく。

（……今私、響と二人肩かたを並べて座ってる）

　そう実感すると、とても幸せだった。

　ドーナツを一緒に食べながら、ゆっくりとした時間を私はかみしめた。

「花音、実は話がある」

　食べ終えご機き嫌げんでジュースを飲んでいたら、響が静かな声で言った。

「え？　……なに？」

（急に改まってどうしたのかな？）

「花音のギターを、あまり見てあげられなくなると思う」

　突とつ然ぜんの言葉にすぐに返事ができなかった。

「悪い。俺たちこれから本格的にバンドを始動させるから」

「……翔が戻ってきたから？」

　響は黙だまってうなずいた。

（元々ピアノの講師や、作曲で忙いそがしくしていたけど、翔が戻ったことで練習量が増えて、これからもっと忙しくなるのかも……）

「そう、か。そうだよね！　やっと本格的に、活動できるようになったんだもん。私のことはいいよ！　それより……ごめんなさい！　今まで私に時間を割さいてもらって……」

（今の今まで能天気にかまえてた。これからもずっと、響に教えてもらえるって）

「コードの練習用パターンいくつも考えてくれたし、あとは毎日コツコツと頑張る！　それより私がもっと早く気をきかせて、自分から言えばよかったね。ごめんね……」

　申し訳なく思いながら言うと、響は少し困ったような表情を浮うかべた。

「秘密基地にはこれからも来ていいから。機材も必要なものを自由に使っていい。隙すき間ま時間でよかったら、またギター見てあげられると思う」

「……私にはぜいたくすぎるくらいだけど、……嬉しい。響、ありがとう」

　ちょっと不安だし、寂さみしいけど、響の優やさしさはちゃんと伝わってきた。私はもうそれだけで満たされた気持ちだった。

「それと、花音のギターの件だけどさ、……俺の、あげるよ」

「……え？」

　十分よくしてもらっているのに、響は私が思ってもいなかったことをさらっと言った。

「……あ、俺の中古じゃいや？」

「ええッ!?　いやじゃない。むしろ嬉しい!!　やッ！　でもそういうことじゃなくて……！」

　一人動どう揺ようしまくって、頭を大きく横に振った。

「高価なもの、もらえないっ！　借りられるだけでもすごいこと！　それに、あのギターは響と翔の大事なギターなんでしょ？」

「翔に会わせてくれたこと、本当に感謝してるんだ」

　響は真しん剣けんな顔で言った。

「……翔の件のご褒ほう美びはもうもらったよ！　秘密基地への出入りと白い帽ぼう子しとドーナツ、楽器店にも一いつ緒しよに行った！」

　私が笑え顔がおで言うと、響はゆっくり自分の手に視線を落とした。

「……あのギターを翔が弾ひくことはもうないと思う」

「え……？」

「俺に返したっていうことはそういうこと」

　私が言葉を失っていると、響は静かにまた口を開いた。

「俺のギターは誰だれかに使われている方が喜ぶと思うんだ」

　響はすっと、視線を私に戻した。

「花音に使ってもらいたい」

　響の真剣でそれでいて優しい目に、私の胸はトクンと音を鳴らした。

「花音なら、あのギターをちゃんと弾きこなせるようになる」

　さらに響が微笑ほほえむものだから、胸がぎゅっと熱くなった。

　響の大切なギターを、本当に受け取ってもいいのかな……。

　翔との思い出のあるギターを響は大事にしていたのを私は見て知ってる。悩なやむ私の脳のう裏りに、先日見たストリートライブで楽しそうに演奏する二人の姿が浮かんだ。

「……あっ、いいこと思いついた！　じゃあさ、響があのギターを弾きたくなったら言って？」

　明るい声ではっきり言うと、響は一いつ瞬しゆんきょとんとした。かまわず私はにこっと笑って続けた。

「飛んで行って届けるから！　それまで私が、ず──っと、響のギター預かってる!!」

　響は私の言いたいことがようやくわかったみたいで、一瞬視線を逸そらし、くすっと笑った。そして視線をゆっくり戻すと、まっすぐ目を見て言った。

「わかった。ギター弾きたくなったら、俺が花音に会いに行くよ」

「へ？　あ、会いにッ……!!」

　瞬しゆん間かん、頭のどこかでボンと音がして、どっかの回路がショートした。

（……どうしよう。純じゆん粋すいに、嬉うれしい）

「それまで花音、大事に預かっててくれる？」

「う、うん。もちろん！」

　顔が一気に熱くなった。胸のドキドキが加速していく。

（……どうしよう。もうこれ、間ま違ちがいない……）

　あのクリスマスイブの夜、初めて〝キョウ〟に出会った。

　心に届く素す敵てきな音楽を作る秘密を知りたいと、とても強く思った。

　でも今、私の胸にある感情は、ただの〝憧あこがれ〟だけじゃない。

「……花音、大だい丈じよう夫ぶ？」

　不意に響が心配そうに覗のぞき込んできた。

「疲つかれたんじゃない？　どうする？　もう帰る？」

「……ううん。疲れていない。すっごく元気だよ！」

「そう。ならよかった」

　優しく微笑む響に、私の胸は正直に反応した。

（……うん。やっぱりこの感情は……憧れとしての〝好き〟じゃ、ない）

　音楽を聴きかせることで、人を感動させるＲＡＩＳＥのキョウも好きだけど、メガネで素すの顔を隠かくし、純粋に音楽を楽しむ響も……好き。

　たくさんの時間を響と過ごしてきた。私は、音楽が大好きで一いつ生しよう懸けん命めいな……

（……響が、大好き！）

　自分の気持ちを自覚した私の胸は、いつまでもドキドキと高鳴り続けた。










「わぉ！　やっぱり食堂混こんでるねぇ……」

　デートの数日後、今日は珍めずらしく千絵ちゃんと二人食堂にやって来た。

「ハンバーグ定食いただきまーす！」

「あ、あそこ兄貴と響がいる」

「えっ！」

　早さつ速そく食べようとお箸はしを持った瞬間、千絵ちゃんが入り口の方を指差して言った。私は勢いよく振ふり向いた。

「どこ!?」

「あー……もう行っちゃった」

（うわ……残念。響に会える大チャンスだったのに……）

　デート以来、響はとても忙しい。最近まったく会えないどころか声すら聞いていない。一目でもいいから響を見たかった！　と、ショックを受けていると、

「……中学の時の後こう輩はいが言ってたんだけど、こないだ、ＲＡＩＳＥのキョウと翔がストリートライブしてたんだって！」

　横のテーブル席からキョウという名が聞こえてきて、思わずバッとそっちを向いた。

　上級生らしい女子生徒が数人、楽しそうに学食を食べながらおしゃべりしている。

「しかもなんかうちの学校の女子と一緒にいたんだって！」

「それ、ただのファンじゃない？」

「でも後輩が言うにはライブが終わると一緒に消えたらしくって。仲よさそうだったみたい」

「噓うそ。まさか彼女!?」

〝うちの学校〟〝彼女〟というワードに私はビクッと反応した。顔を高速で戻もどし、隣となりの席を見ないようにした。耳をダンボのように大きくして、定食を食べ始める。

「ねえ、彼女ってどんな子だったのかな？」

「話によると、背は平均身長……」

「顔は？　どんな子だったの？」

「それがはっきり見てないって。特とく徴ちようがない普ふ通つうの子だったみたい」

「……本当にうちの学校なの？……特徴のない子ね、普通って、あの子みたいな感じ？」

　話をしていた数人が一いつ斉せいにこっちを向いたのが視界の端はしで見えた。

　私がキョウの彼女役だってバレてしまうと内心ドキドキしていると、

「えー……？　あんな子供っぽい子？　ないない。絶対ありえない！」

（あ……。絶対ありえないって言われてしまった……！）

「やっぱ、キョウが付き合うなら超ちよう美人でしょ」

「才さい色しよく兼けん備びっぽいよね」

（見事に私と正反対の彼女像!!……わかってたけど、やっぱり私、ＲＡＩＳＥのキョウと釣つり合わないんだ……。今はこれから撮とるＭＶの彼女役があるから響たちとつながりがある。でも、撮さつ影えいが終わったら？　響は普通の女の子がいいって言ってたけど、撮影で私が足を引っ張ったらどうしよう？）

　いろんな考えが浮うかび、一気に胸がもやもやでいっぱいになった。

（響慣れの特訓でデートもしたし、少しはやれるかもと思いかけていたのに……）

　すっかり自信をなくしへこんでいると、目の前に座っていた千絵ちゃんが小さな声で言った。

「……ＲＡＩＳＥファンの上級生、もうどっか行ったよ」

「え？　あ、本当だ」

　そっと見ると空席になっていた。にこりと笑う千絵ちゃんと目が合った。

「ストリートライブのことは兄貴からちらっと聞いた。花音、あの人たちの話を聞いて、自信なくしたんでしょ」

　ずばりと言い当てられて、私はうんとうなずくしかできなかった。

「大丈夫。今回のコンセプトは普通の彼女なんだから、心配いらない。それに花音はそのままでも十分可愛かわいいよ。あのキョウが選んだんだから自信持って！」

「……ありがとう。千絵ちゃん」

　さすがリーダー譲二さんの妹だと思った。優やさしく励はげましてくれた。

「……何かあったら相談してもいい？」

「もちろん！」

　にかっと笑う千絵ちゃんがとても頼もしく思え、私はますます彼女が好きになった。

　それでも突とつ如じよ発生した不安すべてはすぐには消えてくれない。

（……私、今度の撮影、ちゃんとできるかな……）

『キョウが付き合うなら超美人でしょ』『才色兼備っぽいよね』

　響のことが好きだと自覚したばかりの分、ファンの人の言葉がいつまでも頭から離はなれなかった。
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　ついにやってきた撮影当日。私は……家を出る時からとても緊きん張ちようしていた。

　昨夜は食堂で聞いたＲＡＩＳＥファンの言葉を思い出し、不安からなかなか寝ね付つけなかった。

（……大丈夫。千絵ちゃんも励ましてくれたし、今は余計なことを考えず、頑がん張ばろう……）

　撮影場所は街の交差点。しかも朝の五時集合だった。メインキャストはもちろん響。そして……私。

　他ほかのバンドメンバーである譲二さんや瑛琉さんと翔は、別撮りで今回は撮らないらしい。

　初めて顔を合わせた響の知り合いは、映像撮影の専門学校に通っているお友達や先せん輩ぱいなんだとか。カメラなどの機材や道具は全部その人たちが持ってきてくれたらしい。

　かなり本格的で、いつもと違ちがう環かん境きように私は戸と惑まどっていた。

「花音、おはよう」

　準備の邪じや魔まにならないように隅すみで息を潜ひそめていたら、メガネを外し髪かみをセットしてＲＡＩＳＥのキョウになった響が私に話しかけてきた。胸がトクンと反応する。

　先日、好きと気付いてしまった私は、まともに響の顔が見られず視線を泳がせた。

（……こんな状態で私、撮影ちゃんとできるのかな。不安……！）

　響は優しく微笑ほほえむと、このあとの段取りを説明し始めた。

　ここでの撮影シーンは響と私が出会いすれ違うだけで、お互たがいがあとから時間差で振り向き、結局そのまま立ち去る。響の表情がメインで、私の表情は映らないらしい。

「花音は演技しなくちゃと硬かたくなる必要はない。普通に振り向いていいから」

「……うん、わかった。頑張ってみる！」

　朝が早いのは、朝焼けした街ビルやアスファルトを映したかったのと、一いつ般ぱんの通行人を映さないため。日曜日で通勤ラッシュはないけれど、それでも時間との勝負なわけで、早速撮影を始めることになった。響がメインで何カットも撮っていく。

（うわあーっ。かっこいい！）

　キョウの撮影を見ているうちに不安もだんだん薄うすれて、私はすっかり一ファン、観客気分。

　立って歩いているだけなのに、街角で異い彩さいを放つキョウはモデルや俳優みたいで、思わず何度もため息をこぼした。

　今回のＭＶは何度も打ち合わせし、準備してきた。そのため、撮影は最初こそ順調だった。

「……雨が降りそうだな」

　私の横で撮影風景を見守っていた譲二さんが空を仰あおいだ。

「翔、いつでも機材を中に運べるようにまとめておいて」

「わかった」

　本日の翔はＡＤの立ち位置らしい。うなずくと手て際ぎわよく作業を始めた。

　プロデューサーは譲二さん……かな。リーダーだけによく全体を見ていて、スタッフみんなに気を回している印象だった。

　曇くもり空を一番気にしていたのも譲二さんで、朝焼けがいまいちと、ぶつぶつ呟つぶやいていた。

「雨が降る前に、花音ちゃんを撮ろう」

「は、はいっ！」

　突とつ然ぜんお呼びがかかって、ビクッと肩かたを跳はね上げた。

「花音ちゃん、緊張しすぎ。右手、右足が同時になってるよ」

　私のロボットのような行進を、苦笑いをしながら教えてくれたのは瑛琉さんだった。ポンポンと肩や背中を叩たたかれ、リラックス、と声をかけてくれた。

　スタート地点に立つ。しばらくして掛かけ声とともに私の撮影が始まった。

　撮影は何度も角度と場所を変えて行われた。正直自分だけで何テイク撮ったのか覚えていない。

「……き、緊張したあっ！」

（私、ちゃんと歩けたかな。動き硬くなかったかな……。でも、ちょっと楽しかったかも）

　後半、少しだけ楽しむ余よ裕ゆうがあった。といっても初めてのことばかりで響たちが納なつ得とくいく絵が撮れたのかまでは自信がない。指示されるままに動くだけでやっとだった。

「……あ。雨……」

　さっき撮ったばかりの映像を確かく認にんしていたら、ぽつりと頰ほおに滴しずくが落ちてきた。

　このまま撮影続けられるのかな？　そう思い、響を見る。

「花音ちゃん、少しは慣れた？　次は響とすれ違うよ」

　瑛琉さんが私に傘かさを差しだし、入れてくれながら話しかけてきた。

「大事なシーンだけど、雨が本降りになる前に決めて欲しい。一回でＯＫ出して」

「え。そんな！」

「大だい丈じよう夫ぶ。できる頑張って」

　背中をトンと叩かれて瑛琉さんに見送られる。

　響の姿はもうなかった。先にスタンバイしていると思うと急がなくちゃと、気合いを入れた。

（……普ふ通つうに歩いて、すれ違って、五歩、六歩進んだらゆっくり振ふり向く……）

　打ち合わせした手順を頭の中で復唱する。ドキンドキンと、鼓こ膜まくの奥で心臓を強く感じた。

　頭上には刻々と色を濃こくしていく雲が広がり、あまり猶ゆう予よはなさそうだった。

　深呼吸を何度も繰くり返した。掛け声がかかり私は、数台のカメラと譲二さんや翔、瑛琉さんやスタッフをしてくれる響の友達が見守る中、一歩を踏ふみ出した。

　ふわふわと身体からだが鼓こ動どうで揺ゆれているみたいだった。ちゃんとまっすぐ歩けているか不安だった。

　遠くからこっちへ歩いてくるキョウを目で捉とらえる。

　ふと、学校で響と再会した時を思い出した。すれ違うとかじゃなくてぶつかってしまったけれど、あの瞬しゆん間かんに響に感じたものを私は思い出していた。

「──はい、ＯＫ！　撤てつ収しゆう！」

　撮影は引きの映像で全体を映したものと、彼女役の私視線のキョウの表情を映したもの、キョウ側の私が遠くからやってくるものの、数パターンを一回ずつ撮っただけで終えた。

「花音、大丈夫か？」

「ごめん。結構濡ぬれちゃったね」

　カメラが止まるとすぐに、翔と瑛琉さんが駆かけ寄って来た。

「花音ちゃん、傘これ使って」

「ありがとう。瑛琉さん」

「翔、もっと大きなタオルとか持ってないの？」

「タオル？　これしかない！」

　翔は、首に下げていたフェイスタオルを私に差し出してくれた。

「私は大丈夫だよ！　このくらいの雨なら濡れても平気！」

　私の前であたふたする二人に気き遣づかっていると、後ろからふわりとバスタオルをかけられた。

「花音、お疲つかれ。ありがとう。いい絵が撮とれたと思う」

　振り向くとにこりと微笑む響が立っていた。

「響のタオルは？」

「俺は別のがあるから」

　響は傘もささずに私にバスタオルを届けてくれたらしい。遅おくれて譲二さんが響の分の傘を持ってきてくれた。

「みんな移動して。びしょ濡れのままだと風か邪ぜをひく」

　私たちは二手に分かれてタクシーで帰ることになった。

　一台のタクシーを捕つかまえると、響と私、そして瑛琉さんは後部座席に追いやられた。

「え。俺は？」

「翔はあと。俺と乗って帰るから待て」

　譲二さんは不服そうな翔の首根っこを摑つかみ、タクシーから引っぺがした。

　雨あま脚あしが急に強くなって、順番を譲ゆずってくれた翔と譲二さんを残していくことにとても申し訳なかった。

「……響すごい濡れてる！」

　私は真ん中に座っていて、運転席の後ろにいる響を見やったら、髪の毛から滴がぽたぽたと落ちていることに気が付いた。慌あわてて響がくれたバスタオルでこめかみの水すい滴てきを拭ぬぐってあげた。

「悪い。ありがとう」

「……お邪魔かな？」

「ななな、なにがですか？」

　私の左横に座る瑛琉さんにぽそりと呟かれ、激しく動どう揺ようしてしまった。

　瑛琉さんはそのあと、いや、なんでもないと言って、くすりと笑った。

　結局雨は止やまず、撮さつ影えいの続きはまた今度ということで、その日は秘密基地で着き替がえると解散となった。










　週が明けると、試験期間という高校生にとって過か酷こくな闘たたかいが待っていた。放課後秘密基地に行くと、瑛琉さんにギター練習の制限を言い渡わたされてしまった。

「花音ちゃん、アンプ返して。勉強に集中」

「……アンプはお返しします。でも……」

「ギターも、ここに置いて行ってね」

　期間は約二週間。すべての試験が終わるまで。私は、瑛琉さんの有う無むを言わせない笑え顔がおに思わず「はい」と答えてしまった。

「でも、二週間は長すぎます！」

　了りよう承しようしたもののやっぱり諦あきらめきれなくて、半べそで瑛琉さんにすがりついた。

「響に、練習は毎日コツコツと、と言われているんです。三十分だけでも……」

「……じゃあ三十分だけならここで弾ひいていいよ。練習終わったら即そつ刻こく立ち去ること！」

「ありがとう。瑛琉さん！」

　ギターに少しでも触ふれられるなら十分だった。

「それより、ほら、今のうちに少しでもコードを身体からだに覚えさせる！」

　私は元気に「うん！」と返事をすると、すぐに練習を再開した。

　放課後すぐの時間帯は、秘密基地に来てもピアノ講師をしている響に会えない。

　数日前、ＭＶの撮影をした日以降、まともに会っていなくて寂さみしいけれど、こうやってギターに触れていると、不思議なことに響を近くに感じることができた。

　教わったことを思い出し、弦げんを押さえる指に力を入れた時だった。

（痛いっ……！　あれ？）

　左手の指先に、かすかな違い和わ感かんを覚えた。

「……へたくそ」

「ぎゃあッ？　し、翔！　いつからそこに……!!」

　突とつ然ぜん翔が湧わいて現れ、肩を跳ね上げた。

「少し前からいました。てか、ぎゃあって……俺はゴキブリかなんかか？　それとも俺、そんなに存在感ないわけ!?」

「幼なじみに気づかれない翔。可哀かわい想そう！」

　翔が眉み間けんにしわを寄せながら言うのを見て、瑛琉さんはくすくすと笑った。

「花音、何やってんの？　ファンのあまり、俺らのコピーバンドを始めるとか？」

　私が今練習しているのはＲＡＩＳＥの曲『ＤＥＳＴＩＮＹ』。そのことに翔は気づいていた。

「『ＤＥＳＴＩＮＹ』が好きなの。早くコード進行を覚えたくて」

　響からは、練習用コード数パターンと、この曲の譜ふ面めんをもらっていた。

「……てかさ、こないだ会った時からずっと気になってたんだけど……なんで花音が響さんのギターを持ってんの？」

「あれ、言ってなかったっけ？　私、響からギターを習ってるんだよ」

「……は？　お前が響さんから？　なんで！」

「響を見てたら弾きたくなったの。私、うまくなりたい。響のギターを弾いて、作詞作曲者本人から習うのが一番いいでしょ!?」

　翔は一いつ瞬しゆん固まったあと、盛大にため息を吐ついた。

「花音、そのギターの価値知ってる？　ド素人しろうとの練習用にするようなものじゃないんだって！」

「ね、値段なら……大体わかってるよ！　知った時は腰こしを抜ぬかしそうなくらい驚おどろいたけど……。このギターは響から大事に預かってるの！」

　しばらく翔はとても白い目をしていたけれど、ギターを抱だきかかえ離はなそうとしない私を見て観念したのか、もう一度ため息を吐くと静かに言った。

「……俺が見本みせてやろうか？」

「へ……？」

　翔は学校が終わったあと、まっすぐこの秘密基地に来ている。

　電車に二時間揺ゆられ、わざわざやって来た理由は、ＲＡＩＳＥとして音合わせの練習のため。

　翔の方から私の練習を見ると言われるなんて思ってもいなくて、正直とても驚いた。

「いいの？」

「響さん、まだ来るまでに時間あるし、それまでなら」

「ああ。いいね。せっかくだからＲＡＩＳＥの本物のギタリストに教えてもらったらいい」

　瑛琉さんは明日あしたから練習時間が減るんだしと言って、翔の提案に賛成した。

「でも、私に教えると個人練習の時間も減るよ？」

「教えるのも復習になっていいよ」

「……ありがとう。翔、お願いします。教えて下さい！」

　翔に悪いと思ったけれど、時間は限られている。私は力ちから一いつ杯ぱい頭を下げてお願いした。すると翔はにっと笑った。

「いいよ。よし。じゃあ早さつ速そく俺が見本みせる」

　手て際ぎわよくギターを取り出した翔は、にこにこしながらチューニングを始めた。

（……あ、忘れてた。翔は元々、面めん倒どう見みいいんだった。しかもギター大好きっこ！）

　ギターをアンプにつなげると、翔は私の方へ振ふり向いた。

「どうせ譜面読むのもまだ時間かかるだろ？　今から俺が弾くから耳と目で覚えて。いくよ！」

　ワン、ツーとリズムを取ると、翔は嬉うれしそうにすごい速さで滑なめらかに弾き始めた。

（……全然違ちがう！　私が弾くとコードチェンジが遅おそくて、ジャ……ジャーン……ってなるのに、翔が弾くとちゃんと音楽になってる！　って当たり前か。翔は響に認められたギタリスト！）

　翔は最後にジャガジャンッ！　とおまけの音を弾いて終わった。

「……まあ、こんな感じ。じゃ、花音くん、俺が弾いたスピードでやってみて」

「無理だよ！」と、私が本気で翔に怒おこると、それを見ていた瑛琉さんは楽しそうに笑った。

「てか、素人の花音がこれをマスターするのって相当時間かかるかもな」

　急に翔がまじめモードで、響が書いてくれた譜面をぱらぱらとめくった。

「う……。翔、また私のこと、頭ごなしに無理って決め付ける……」

「今回は別に頭ごなしに決め付けてねーだろ!?　厳しいって言っただけだ。俺が教えるんだから、花音にはすぐマスターさせてやるよ！」

　いつになく真しん剣けんな目と言葉だった。翔らしい優しさを感じた。

「翔君、心強いなあ。よかったね花音ちゃん。頑がん張ばれ」

　瑛琉さんは私たちを冷やかすと席を外した。二人だけになり、変な沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「とりあえず、練習するか。花音、見ててやるから弾いてみて」

「わかった。でもすごく下手だから……笑わないでよ？」

　さっきの翔の演奏を頭の中でイメージして、ゆっくり弾き始める。

（う……。見られるとやっぱり緊きん張ちようしちゃうなぁ……。それに、少し指先がじんじんするかも。今日、張り切り過ぎたからかな？）

　ピリピリとした小さな刺し激げきに意識がいった。

「……Ａの次はＢｍで……あれ？　次の音、どこだったっけ!?」

　ただでさえ覚えられていないのに、集中力が切れたとたん譜面の上で迷子になった。

　弦の上で指を移動させ、ポジションを探す。

　私が焦あせりながらも一いつ生しよう懸けん命めい弾こうとしている間、翔は黙だまってその様子を見守ってくれた。

　一つ一つの音を追いながら曲を聴きき始めたのは最近だけれど、大好きであんなにたくさん聴いていたはずの『ＤＥＳＴＩＮＹ』が思い出せない。私はとうとう諦めて、譜面を覗のぞき込む。翔も一いつ緒しよに譜面を覗き込んで、詰つまっている箇か所しよを教えてくれた。

「翔、ありがとう。確かに翔にみてもらった方が早くマスターできそう」

　譜面から視線を上げて笑いかけた。すると、すぐそばで私をみつめる翔と目が合った。

「……翔？」

　呼びかけると翔はハッとなって、また譜面に視線を戻もどした。

「……俺が、お前の前であれだけギター弾ひいても興味持たなかったのに、響さんの影えい響きようでギターを習い始めるなんてな……」

　とても静かな声だった。

「そうだね、私もびっくり！　わかんないもんだね」

　私が笑え顔がおで答えると、翔はまた、黙ってしまった。

「翔？　なに急に……、どうかしたの？」

　顔を覗き込んで聞いた。

「……譜面を確かく認にんしてただけ。もう大だい丈じよう夫ぶ！　練習再開しようぜ！」

　いつもとどこか違う翔の様子に首を傾かしげた。

「ん？　二人共どうかしたー？」

　戻って来た瑛琉さんに声をかけられて振り向いた。その瞬しゆん間かん、心臓がドキッと跳はね上がった。

　私の視界に映ったのは響だった。

「……あ、響さん。お疲つかれっす」

　翔があいさつをする。

　響は秘密基地の入り口に立ったまま、翔でもなく、瑛琉さんでもなく、まっすぐ……私をみつめていた。いつもより無表情、無機質な瞳ひとみで……。

「響！　お疲れさま。……どうかした？」

　久しぶりに会った響の表情は曇くもっていた。いつもと様子が違うように感じた私は彼の元へ駆かけ寄って行った。

「元気ないけど……大丈夫？」

（体調悪いのかな？　ハードスケジュールだから、無理してるんじゃないかな？）

「……大丈夫だよ」

　心配になって顔を覗き込んでいると、響は硬かたくしていた表情を少しだけほころばせた。

「花音。これ、何の騒さわぎ？」

　響は少しそっけなく私に聞くと、ソファに荷物を下ろした。

　私は響に、テスト期間中は勉強に専念するためアンプとギターを返しに来たこと、期間中は三十分だけ秘密基地で練習すること、直前の今日、翔に見本をみせてもらったことを説明した。

「へえ……。それで翔に教わってたんだ」

　期間中も練習をやる気の私に、響は複雑そうな顔を向けた。

「『ＤＥＳＴＩＮＹ』、少しは弾けるようになった？」

　響はにこりと笑いかけてくれた。

（よかった……。いつも通りの響だ。疲れてるのかと思ったけど、気のせいだったみたい）

　笑顔を見られて嬉しくなった私は、ほっと胸をなでおろした。

「それがね、さっぱり。あまりにも弾けなくて途と方ほうに暮れてたら翔が、あ……！」

（しまった。話してる途と中ちゆうで抜ぬけてきちゃった……！）

　あわてて振り返ったら、翔はちょっと困ったような顔でこっちを見ていた。

「……俺が教えようか？」

「え!?」

　驚おどろきのあまり飛び上がる勢いで今度は響を見た。

「『ＤＥＳＴＩＮＹ』作ったの俺だし」

（……あ！　もしかして響、私に気を遣つかってくれている……!?）

「大丈夫。どうしてもわからないところは響が認めたＲＡＩＳＥのギタリスト、翔に聞くよ！　響はピアノの先生やってるし、作詞作曲もあるし……忙いそがしいんだから、無理しないで」

　これ以上甘えて迷めい惑わくかけたくなくて、響の申し出を断った。

「響の邪じや魔まをしないよう私も頑張る！　だから響も頑張ってね!!」

　本当はもっと響と一緒にいたいし、教えてもらいたい。でも私は心配かけさせないよう満面の笑みを浮うかべた。

「花音……」

「お前ら、こんな入り口に突つっ立って何してるの？」

　響が何か言いかけた時そばのドアが開き、譲二さんが現れた。

（ＲＡＩＳＥのメンバーが揃そろっちゃった。つまり、私の練習はここまで……）

「響、私帰るね」

　笑みを浮かべ響にそれだけを言って、私はあわてて翔の元へと戻った。

「翔、待たせてごめん。今日はありがとう。また教えてね」

　ストラップを肩かたから外し、ギターをスタンドに戻すと私は秘密基地をあとにした。

　それから数日間、学校が終わると秘密基地に行って三十分間だけ練習をしてから家に帰るという日々を送った。










「うー……疲れた。てか手、痛い……」

（数日前から手がおかしい……）

　試験の期間に入ったため、ギターに触さわれる時間が制限されている。秘密基地にいられる時間をとても大切にし、私は集中して特訓を繰くり返した。三十分間弦げんをフルに押さえ続けていたためか、左手に痛みが走るようになっていた。

「練習したいのに、力入れられない……」

　弦を押さえる指がヒリヒリと痛んでうまく力を込められない。私は自分の手をじっとみつめ、ため息をこぼした。

（響からギターを弾ひきすぎないようにって、言われてたのに……）

　気をつけてはいたけど、指先は赤く充じゆう血けつして、水ぶくれのようなマメができかけていた。コツコツまじめに頑がん張ばっても、うまくならない焦りと手の痛み。不安がずんっとのしかかる。

「ちょっと、缶かんジュースで冷やそう……」

　気分転てん換かんもかねて地下の秘密基地を出た。

　近くの自じ販はん機きに行こうと階段を上る。その時、コツコツと足音が聞こえてきて、誰だれかが下りてくる気配を感じた。

　瑛琉さんかな？　そう思った私の目の前に現れたのは……

「……え。わッ！」

　数日振ぶりに見る響だった。

　今日もすれ違ちがいを覚かく悟ごしていたから偶ぐう然ぜん会えて嬉うれしくなった。だけど次の瞬間、思い出した。

「花音？　どっか行くの？」

「……ちょっと、ジュース買いに……!!」

　パッと痛む左手を後ろに隠かくす。にこりと微笑ほほえみ、会話を続けた。

「響は？　もうピアノのレッスン教室終わったの？」

「いやこれから。ここには置いたままの譜ふ面めんを取りに……」

　そう話しながら階段を下りてくる響の邪魔にならないように、私は壁かべ際ぎわへ背を向けて避よけた。

　一歩二歩と、近づく距きよ離りに心臓が高鳴る。響は私と同じ段に立つと、ぴたりと止まった。

　どうしたのかな？　と思いながら見上げると、響は黙だまって私をじっと見下ろした後、静かな声で言った。

「花音。何か後ろに隠した？」

　ビクッと肩が跳ね、胸が大きく鼓こ動どうした。

「な、何も！　隠してないよ!!」

　顔を横に何度も振ふってから視線をそらした。

（あからさまな反応しちゃった……。これじゃ隠し事、認めてるみたいなものかも……！）

　胸のドキドキがどんどん速くなっていく。

（マメができるまで練習したらダメって言われていたのに……。バレたら怒おこられる!?）

　約束を破ってしまった後ろめたさで、激しく動どう揺ようしていると、響は少し目を細め疑いながら私の顔を覗のぞき込んできた。

「ひ、響！　顔、近いよっ！」

「前まえ髪がみにゴミが付いてる」

　首をすくめあせっていると、響は私の頭にそっと触れた。

「え、噓うそッ!?」

　自分の頭に手を伸のばした。

「うん、噓……。花音ってすぐにだまされるね」

「わッ!!」

　しまった！　と思ったときにはもう手て遅おくれだった。次の瞬しゆん間かん、頭に持っていった私の手を響につかまれてしまった。

「……花音も噓つき。何隠したのかと思ったら、左手そのものだったのか……」

　響は私の左手の充血にすぐに気づき、指先をじっとみつめた。

「ごめんなさい……！　でも、まだマメできてないし、そこまで痛くないよ！」

「赤く充血してる」

「いたっ！」

　響は私の指先をなでた。それだけで感電した時みたいにピリッと、痛みが走った。あわてて手を引っ込める。私の反応を見た響は、ふうっと深いため息をこぼした。

「治るまでギター弾くの禁止」

「え!?　やだ……!!」

　焦あせってすぐに拒きよ否ひした。

「無理して弾いても身にならない。痛む指をかばってフォーム崩くずして覚えると下手になる。花音はうまくなりたくないの？」

「……うまくなりたいです……」

　響の言うことは正しい。思わず、顔を俯うつむかせた。

　ちゃんと頭では理解している。だからダメとはっきり言われ、あせりが増して心は揺ゆれた。

「無理して弾ひいちゃダメってわかってる。でも……弾きたい」

　俯いていた顔を上げ、まっすぐ響の目を見た。

「あと少し、もう少しで苦手だったところが弾けそうなの。だから、今休みたくないの！」

　コツをつかみかけているから止やめたくない。……響なら、この想おもいをわかってくれると思って、一いつ生しよう懸けん命めい気持ちを伝えた。

「……しばらく、ギターを休むこと」

　だけど、響の言葉は期待とは裏腹に、否定的なものだった。ぐっと唇くちびるの端はしをかむ。

「……嫌いやです」

「ダメ。花音、どうしてそこまで……」

「早く、響と一いつ緒しよに弾けるようになりたいの……！」

　泣きたい気分だった。だけどそれを堪こらえ、まっすぐみつめた。

　しつこいと思われているかもしれない。それでもやっぱり諦あきらめきれなくて、粘ねばった。

「焦ってもしかたない。今すぐに響たちみたいになれないのはちゃんとわかってる。でも……せめて一曲くらい、最初から最後まで演奏できるようになりたい」

（大好きな響と、一緒に演奏できるくらいに……）

　響は一いつ瞬しゆん目を見開いたあと、真しん剣けんな表情に変わった。私は祈いのるような気持ちで響の言葉を待った。

「……それでもダメ。明日あしたから試験始まるし、今日からテスト終わるまでギターはなし」

「そんなっ……四日間も！」

（今日を含ふくめたら五日間もギターに触れなくなる……！）

　首を横に振って、「嫌だ！」と強く言った。

「たったの四日だ」

　響は静かな声で私の目をまっすぐ見て、諭さとすように言葉をつむいだ。

「……休んでも大丈夫。弾けるようになる。今一番大事なことは指を休ませることだ」

　私は下を向いた。

「……わかった」

　響にそこまで言われたらもう、うなずくしかなかった。

（これ以上は響を困らせ、迷めい惑わくをかけるだけ……）

　落ちこんでいると、響は急に私の手をつかんだ。

「え……!?」

　そのまま階段を下り始める。

「手を冷やそう」

　戸と惑まどっていると響は振り向き、いつものようにふっと笑った。

「冷蔵庫にまだりんごジュースが残ってたはずだから、それで冷やしたらいいよ」

　秘密基地の飲み物や食べ物はほとんどが響の私物。

（……響、私のためにいつもりんごジュースを買っておいてくれてるのかな……？）

　手をぐいぐい引っ張られ、私は響に引きずられるようにして秘密基地に戻もどった。

「……次のＭＶの撮さつ影えい日だけど、決まったよ」

　もらったりんごジュースで指先を冷やしていた私は驚おどろいて顔をあげた。

「次って、海のシーン？」

　ＲＡＩＳＥだけのスタジオ撮影は、試験期間の前にすでにすませていた。

「試験が終わった次の日曜日だけど、花音その日は大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫！　いつでも撮影に臨のぞめるように予定空けてるよ！」

「そっか。ありがとう」

　ギター禁止でへこんでいたけれど、撮影の予定を聞いて、気持ちが浮ふ上じようした。

「……その撮影が、最後になる」

「え……？」

　テンションが上がりかけていた私は次の瞬間、笑えみを浮うかべながら固まった。

「最後……。そっか。じゃあもうすぐ完成だね」

「結構時間かかったけど、でも、おかげでいいものができそう」

　響はとても嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「……私、少しは響たちの役に立ったかな？」

「立ったよ。すごく。……ありがとう」

　役に立ったと聞いて嬉しいはずなのに、胸がぎゅっと締しめ付けられる感覚がした。最後という言葉が胸にずんとのしかかる。

（いつか終わりが来る。そんなの当たり前なのに私、あまりにも今の日常が楽しくて、考えないようにしてた。この日々がずっと続く気がしてた。でももう、次がラストなんだ……）

　言いようのない不安が私の胸を駆かけ抜ぬけた。

「撮影が終わったら、少しは花音のギターも見てあげられる。だから今は休んでちゃんと勉強すること。撮影も、最後まで一緒に頑がん張ばろう」

　優やさしく微笑まれて、胸がトクトクとリズムを強める。

「……うん。頑張る！」

　響が私を励はげまそうとしてくれているのが伝わってきて嬉しいのと、ＭＶの撮影のゴールが具体的に見えてきたことで、私の胸は複雑な感情でいっぱいになった。
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　響に言われたとおり翌日から試験勉強に集中し、その間左指を休ませた。

　勉強の合間、次の撮影がラスト……と、何度も頭をよぎり、そのたびにあせりが込み上げた。

（……終わったらまたギターが弾ける。今は目の前のするべきことに集中！）

　全科目の試験が終わるころ、指の痛みはほぼなくなるほどに回復した。

　日曜日、街の交差点でＭＶの撮影をした日から二週間ぶりの撮影に私たちは臨んだ。雨が降り出した前回とは違ちがい、今日はさんさんと輝かがやく太陽が私たちを照らす。

　キラキラと反射する遠くの波をみつめていたら、ふいに響が話しかけてきた。

「花音、手は治った？　見せて」

「痛み、ほとんどなくなったよ」

　響とまともにしゃべるのは、試験前日以来だった。私は左手を広げて響に見せる。

「よかった。酷ひどくならなくて……。今日暑くなりそうだけど、撮影大丈夫？　辛つらくなったら早めに言って」

「暑いのは平気。大丈夫！　ちゃんと彼女役、頑張るね！」

　響の心配顔が私の鼓こ動どうを速める。弾はじかれたみたいに私は意気込みを元気よく伝えた。

　ＭＶはキョウたちＲＡＩＳＥの演奏がメイン。私の出番はほんの少しだけどそれで十分。でも、役を受けたからには、責任を持って一瞬のシーンでも全力を注ぎたい。

（……これが、彼女役の最後だから……）

「早さつ速そく撮影しよう。二人ともスタンバイして」

　後ろからやって来た瑛琉さんが私の肩かたをぽんと叩たたいた。

　ここでのシーンは、二人の距きよ離りがぐっと近くなる設定だった。キョウと恋こい人びと役の私は波打ち際ぎわを並んで歩いたり、向き合ってみつめ合ったりする。

　響の前では元気なふりをしたけれど、めちゃくちゃ緊きん張ちようしていた。

（……落ち着こう。撮影はこれから。リラックスしなくちゃ……！）

　私の今日の衣装は瑛琉さんが用意してくれたもので、普ふ段だん着ない、大人っぽい清せい楚そなワンピースだった。浜はま辺べを歩くには少しヒールが高く足元が頼たよりない。はき慣れない靴くつだから、足を何度もくじきそうになった。

　よろよろと歩いていたら、前に響からもらった白の帽ぼう子しがずれて、視界を塞ふさいだ。あわててかぶり直す。そんな私を響は半歩先を行きながら振ふり返り、見守っていたらしい。目が合うと微笑み手を差し出してきた。

「つなごうか」

「……ありがとう」

　遠えん慮りよ気味に響の手に触ふれると、その温かさに胸が締め付けられる。響は前を向き再びゆっくり歩き始めた。──響と手をつないだ時の思い出が、頭に浮かんだ。

　初めて秘密基地に行った時も、響は今みたいにゆっくり手を引いてくれた。

　響慣れの特訓や、役作りのためにデートした時は、緊張でいっぱいドキドキした。

　ギターを教わる時も、手が痛くなった時も、厳しい言葉をかけながらも響は、優しかった。

（……響と手をつなぐのはこれが最後かも……）

　ドキドキしていた胸にずきんと痛みが走った。

（どうしよう。気付かないうちに欲よくが生まれ、育ってしまったみたい）

　響の特別な存在でありたい。……なんていう願望が、私の心に居座っている。その存在は私に主張ばかりを繰くり返し、胸が苦しかった。

「よーい、スタート！」

　掛かけ声と同時に覚かく悟ごを決めると、顔をあげた。普ふ段だんと変わらずクールな様子の響が私をみつめる。カメラは私の後ろ姿越ごしに響を捉とらえるアングルで、私の表情は撮らない。特に演じる必要はない。ただ、みつめ返すだけ。

　たくさんの人の視線と、カメラや機材に囲まれているわけで、緊張が増す。だけど、不思議と不安になることはなかった。響の瞳ひとみが演奏し歌っている時のように真しん剣けんで、まっすぐだったから。

　イブのライブで初めてキョウを見た時のようだった。

　吸い込まれすべてが一つになる感覚。聞こえないはずの音が耳の奥、頭に響ひびき渡わたる。

　……胸と、目め頭がしらが熱くなっていく。すごく我が慢まんした。けれど、堪こらえ切れなかった。

　色んな感情がすごい勢いで込み上げてきて、涙なみだとなって頰ほおを伝った。

（どうしよう！　まだカメラが回っているのに……！）

　一いつ瞬しゆんにして目を見開き、明らかに響は驚いた表情になってしまった。

　響やみんなを困らせると思うとあせった。でもいくら後ろ姿でも、自分では涙をぬぐうこともできない。

「え……？」

　パニックになりかけた時、響の手が、私の頰にそっと触れた。

　予定していなかったことが起こり、頭が真っ白になる。まるで壊こわれやすいものに触れるように慎しん重ちように私の涙をぬぐうと、響は優しく微笑んだ。

　まだストップはかからない。響は、そのままゆっくり、私を抱だきしめた。

「──はい、ＯＫです」

　抱きしめられた時間はたぶんほんの数秒。時間が止まったと本気で思った。

　スタッフのみんなが動く気配を感じると、響はゆっくり私から離はなれた。

「……泣き出すから、びっくりした」

「……ごめん！」

　呟つぶやいた響は、どこか悲しそうな、それでいてすごくまじめな表情をしていた。

　響と目を合わせ会話したのは一瞬で、スタッフや譲二さんたちがすぐに響を取り囲み、矢や継つぎ早に話しかける。輪からはみ出るようにその場から離れると、私は海に背を向けた。

　響の撮さつ影えいシーンはまだ残っていて、引き続き撮っていく。私は手ごろな岩に座った。

（……これから響と私はどうなるんだろう）

　さっきまですぐそこに、触れられる距離にいたのに、響が遠い。

　撮影が終わればギターの指導もできると言ってくれたけれど、元々忙いそがしい人だし、実際には難しいと思った。ＭＶが完成すれば、ほとんど会えなくなる可能性の方が大きい。

　……好きなのに、苦しい。さっき見た響の表情や、今までのやりとりが次々と脳のう裏りに浮かぶ。

　普ふ通つうの私と才能ある響との距離は、そう簡単には埋うめられない。考えれば考えるほど悲しくなって、目頭が熱い私は、誰だれにも見られないように自分の腕うでの中に顔を埋めた。

「花音、どうした？　珍めずらしく元気ないな。疲つかれた？」

　いきなり声をかけられ驚おどろいた。そっと、顔をあげる。

「……翔」

　翔は遠慮することなく私の横にどかっと座った。
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「……ＡＤさん、仕事しなくていいの？」

「俺はＡＤじゃありません。ＲＡＩＳＥのギタリストです。ほらこれ飲みな。暑いから水分補給を小まめにするようにって、譲二さんが」

　手て渡わたされたのはスポーツドリンクだった。

「譲二さん、さすがプロデューサー。細やかな気配り」

　響の撮影に付き添そってそばにいる譲二さんに視線を向けた。

「違う、譲二はＲＡＩＳＥのリーダー兼けんドラム」

　私のおとぼけに翔がすかさず突つっこんで、二人で笑った。

「……撮影で、なんか嫌いやなことがあった？」

「え？」

「おまえ、泣いてただろ」

　珍しくまじめな目をした翔に戸と惑まどった。

「……バレてたか」

「当たり前。花音が泣いてたらすぐ気付くし」

　翔は、幼なじみだからなと付け加えると、自分の持っていたペットボトルの蓋ふたを開けた。

「みんなにもバレてるのかな？……困らせちゃったね」

　泣いてしまったことが恥はずかしくて、そして申し訳なかった。

「いや。みんな気付いていないと思うよ。カメラや視線は響さんに集中してたし」

「……そっか。ならいいや。翔、私が泣いてたことは秘密ね」

「秘密にしてやるから泣いた理由を話せ」

　翔はにらむように私を見て言った。いつもふざけてばかりなのに今日はまじめで、やっぱり戸惑う。苦笑いしてからゆっくり口を開いた。

「……撮影が終わるのが寂さみしかったから、かな」

「は？　そんな理由？　噓うそだろ？」

　いぶかしげな目を向けられて私はもう一度苦笑いを浮うかべる。

「ここ最近、勉強もあったけど、それ以外はＭＶ制作やギター中心の生活だったから。終わると思うとなんだか心に穴が開くような……」

「心に穴？」

「……卒業するときのような感じ？」

「ああ、卒業か……」

　ふっと視線をそらし、翔は自分の中で似た感情を探している様子だった。

「俺らはこれからも曲作るし、ＭＶも撮とるけど、花音はこれで最後だったから……か？」

「うん」

　そして、役作りとはいえ、響との恋こい人びと関係も終わったから。というのは言葉にせずに心の奥深くに沈しずめた。

「昔から泣き虫なやつ」

　私の説明に納なつ得とくしてくれたらしく、憎にくまれ口を翔はたたいた。

「こらこら、翔くん。いきなり悪口？　もう少しなぐさめたらどう？」

「違ちがう。褒ほめてんだよ」

「どこが！」

　突っこみながら肩かたを叩たたくと、叩き返されて、さらに翔を叩いた。

「あんまりそばにいてやれねえけど、なんかあったら言えよ」

　翔にしては珍しく優やさしい言葉に目を丸くした。

「……おい。そこで固まるな」

「だって、翔が優しいから。ビックリー」

「俺、優しいだろ。惚ほれていいよ」

「まさか！」

　一番強く翔の腕を叩いた。

「いてえ。この暴力女！」

「音楽バカ！」

　子供のころのようにふざけ合い、しばらくじゃれ合った。

（……さっきまでへこんでたけど、翔のおかげで沈んでいた気持ちが軽くなったかも）

　翔とは兄きよう妹だいのように小さいころから育ってきた。だから面と向かってお礼を言うのは恥ずかしい。感謝しつつも結局言葉にすることはできなかった。

　ふと、前に視線を向けると、すでに撮影は終わってしまったらしい。響と目が合った。

「あ。ＡＤくん。撮影が終わってるよ。撤てつ収しゆうじゃない？」

　隣となりでまだ何かしゃべっている翔に向かって話しかける。

「本当だ。やべえ瑛琉さんに叱しかられる！　手伝って来る」

「いってらっしゃい」

　翔は譲二さんだけじゃなく、瑛琉さんにも頭が上がらないらしい。

　なんだかんだでＲＡＩＳＥはみんな仲がいい。特に翔はみんなに可愛かわいがられていることを知っている。微笑ほほえましく思いながら砂すな浜はまへと駆かけていく翔の背を見送った。

　砂じや利りからサラサラの砂浜に変わる中ほどで、響と翔はすれ違った。

　何か一言、二言会話したあと、翔はそのまま機材を片付けるみんなのところへ走って行った。

　響は顔をあげ私をまっすぐ真剣な目でみつめてきて、その視線に、心臓が跳はね上がった。

　ゆっくりとした足取りで響がゆるい傾けい斜しやを登ってくる。私は居住まいを正した。

「響、お疲れさま！」

　少し緊きん張ちようして、声が上ずった。それを誤ご魔ま化かすようにニコッと笑いかける。すると、響は重いため息をふうっと吐ついた。

「……体調悪かった？　辛つらいなら言うようにって、言っただろ」

「え？　あ、ごめん！」

　撮影前に響に言われた言葉だと思い出し、あわててもう一度謝った。無表情でどちらかというと怒おこった様子で私をじっと見ていた響は急に、ふわりと微笑んだ。

「……いや。色々無理させた。泣かせてごめん」

　私は思いっきり首を横に振ふった。

「無理してないよ。ただちょっと、緊張しただけ……」

　泣いた理由を苦しまぎれに説明する。

「花音の涙なみだ見て、あせった。困らせているのに、さらに困らせるようなことした」

「……困ってなんかないよ。それより撮さつ影えい中なのに響の演技を邪じや魔ましてごめ……」

「邪魔じゃなかった。花音、最後まで俺に合わせてくれてありがとう」

　優しく微笑む響を見て、また目め頭がしらが熱くなった。それを必死で止め、笑え顔がおを向ける。

（うわ。どうしよう……。すごく、響のことが好き）

　だから、撮影中、感情があふれてしまいました。……とは、響本人に向かって今のこの状じよう況きようでは言えない……。

「……こちらこそ。響、ありがとう。撮影は楽しかったし、参加できて光栄でした」

　二人のシーンは全部撮り終え、本当にこれが最後の撮影だった。改めて響にお礼を言われ実感すると、胸と目頭がさっき以上に熱くなった。

　知れば知るほど、一いつ緒しよにいればいるほどもっともっと好きが増えていく。気が付けば、響と音楽は私の一部になっていた。

　響に会えて感謝している。この数ヶ月間、キラキラした日々で本当に楽しかった。

　……それなのにどうして？　さっきからずっと、お礼を言われて嬉うれしいはずなのに、あせりのようなものが私の中で渦うず巻まき、胸を苦しめる。

『彼女役』は、へたくそだったかもしれない。けれど、私なりに全力で演じ、最後までやりとげたから悔くいはない。そう思うのに、響に笑顔を向けられると、……後こう悔かいした。

　私は、何もしないままただ、終わらせてしまったと……。










「疲つかれたあ……」

　海での撮影は、朝が早かったのもあり家に帰り着いた時にはもうクタクタで、ベッドにうつぶせで倒たおれ込んでしまった。

　彼女役も終わり、もう、響の役に立てることが私にはなくなった。

「……響の力になりたい。もっと、知りたいのに……」

（寂しいな。このまま響との接点がなくなるのは……）

　ギターを教わりたいけれど、忙いそがしい響の音楽活動を邪魔したくはなかった。

「……音楽。そうだ、まだあった。響との接点！」

（それは……、ギター！）

　私は部屋の隅すみに目をやった。ベッドから立ち上がり近寄ると、そっとギターに触ふれた。

　響から預かってる大事なギター。もらった練習用のコード。……これこそが、響とのつながりだとあらためて強く思った。

　そもそも私が響にしてあげられることなんてないようなもの。最初の状態に戻もどっただけ。でもただ戻っただけじゃない。私は響から大切なものを受け取った。……音楽という形で。

　ギターを続ければ、そこに響がいる。

（もっと弾ひけるようになって、音楽を少しでも知ることができたら、たくさん響と話せるようにもなるし、新しい関係だってこれから結べるはず……！）

「……頑がん張ばろう。ギター、もっと弾けるようになろう！」

（忙しい響の邪魔にならない範はん囲いで、私から、響を追いかけなくちゃ！）

「絶対一曲ちゃんと弾けるようになる！　……そして、いつか、自分に自信がついたら……。好きって、伝えよう！」

（この想おもい、告白しよう）

　ギターを持ち上げると、そっと抱だきしめ、目を閉じる。

　湧わき上がる自分の気持ちに目を向け決意を固めると、私は目を開けた。

「よし、練習開始！」

　燃えるようなやる気を胸に、早さつ速そくストラップを肩に通し、ギターをかまえた。
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「うわ！　可愛いッ！　美味おいしそうなアイスキャンディ──!!」

　翌週の休み、私は瞳を家に呼んだ。

「早速食べようぜ」

「……なんで翔も食べるのよ。おかしいでしょ！」

　久しぶりに寮りようから実家に帰ってきていた翔は、たまたま瞳が私の家に入るのを見かけたらしく、ちゃっかりついて来た。

「このアイスキャンディーは、翔探しに協力してくれた瞳へ響からのお礼なんだよ。私と一緒に食べてって。当の本人が食べてどうするのよ！」

　響が直接瞳に会うのは難しく、遅おそくなったけどと一言添そえられたお礼を、私は預かっていた。

「花音。まあ、来ちゃったんだし。いいんじゃない？」

「そうだよいいじゃん。細かいことは気にするな」

　結局しぶしぶだけれど、翔にも分けてあげた。

「花音、あれからギターの練習どう？」

　瞳が選んだアイスキャンディーはスライスカットした果物がたっぷり入ったオレンジレモン。包装紙を外しながら私に話しかけてきた。

「ギターの練習毎日続けてるよ。でも……すぐにはうまくならなくて」

「そっか。でも続けているんだね。まあ、心配はしてなかったけれど」

　優やさしく微笑ほほえむ瞳に私も笑顔を返した。

「……響との接点は、音楽かなって思って」

「音楽？」

　こくりとうなずいた。

「響と唯ゆい一いつつながっていられるものが、ギター。夢中になれるものがなかった私が、音楽の楽しさを知ったの。それは、響のおかげなの」

　中学時代は、勉強や時間に追われるばかりだった。それがおかしいとか変だとは思わなかったし、後悔はない。だってそれが普ふ通つうだったから。

「ずっと、部活に打ち込み頑張ってる同級生や、ギターに夢中の幼なじみがうらやましかった」

　隣となりで美味しそうにソーダ系のアイスを食べている翔をちらりと見た。

「自分にはこれという誇ほこれるものがなかった。そんな私の前に現れたのが、ＲＡＩＳＥ」

　私は翔にも微笑みを向けた。

「ストリートライブ、二人共かっこよかった。響と翔が楽しそうで、とても眩まぶしかったんだ。私も響たちみたいになりたい。自分に自信をつけたいって思った」

　今胸にある正直な気持ちを二人に打ち明けた。

「もちろん、私がＲＡＩＳＥみたいになれるとは思ってないよ？　ただ、翔と響がギターで会話をするみたいに、私も響と同じものを見て会話したくなった。ＲＡＩＳＥと、ギターに出会えて音楽に触れられて感謝してる。楽しい！　って、……いつか響に音楽で伝えたいんだ……」

　音楽とギターが私の一部になった。目の前がキラキラと輝かがやく日々に変わったのは響のおかげ。

「そして、自分に自信がついたら……響に告白する」

　本気だという想いをこめて私は大切な二人に自分の決意を伝えた。

「……私はいつでも花音の味方だよ。伝えられる日が来るまで応おう援えんしてる」

　瞳はアイスを置いて、まっすぐ私を見て微笑んだ。

「……瞳。ありがとう。頑張る！」

「つまり花音は、ギターで響さんを振ふり向かせるってこと？」

「振り向かせるっていうか……追いつきたい？」

　急に具体的なことを翔に言われて顔が熱くなった。

「まずはスタートラインに立ちたいというか……」

「響さんは音楽に対してめちゃくちゃ厳しい。……認められるには並なみ大たい抵ていの努力じゃ無理」

　翔はとても神しん妙みような顔をしていた。

「……ちゃんと、わかってる……」

　と言いながらも少し不安になった。少しうつむく。

「……でも、前に花音にやる前から否定するなって怒おこられたし……俺も、応援するよ」

　私は驚おどろいて顔をあげた。目が合った翔は少しバツが悪そうに笑った。

「音楽に限らず何かを始めるきっかけって、ぶっちゃけ何でもいいと思う。俺も、初めてギターに触れて音が鳴ったとき感動して、ただ弾ひくのが楽しかった。だけどさ、全然思うように弾けなくて悔くやしくて……でも、そこで止やめずに続けられたのは夢や目標ができたからなんだよね」

「……翔君の夢って？」

　翔は質問してきた瞳に向かってにっと笑った。

「ＲＡＩＳＥとして音楽で食っていく！」

「……やっぱり、ＲＡＩＳＥは本気なんだね」

　堂々と言いきる幼なじみがかっこよく見えた。

「俺の目標も花音と一いつ緒しよでキョウだった。歌も、ギターもめちゃくちゃうまいし、超ちようかっこいいって。でもさ、夢を夢で終わらせたくない。プロになるには？　って、強く意識したとき、自分の力不足が嫌いやになるくらいわかったんだ。それでまあ、その後は、ご存じの通りＲＡＩＳＥから一度抜ぬけて修しゆ業ぎようの旅に出た……」

「……旅に出るなら一言ちゃんと説明してよ。人ひと騒さわがせなんだから」

「悪い悪い。花音と瞳さん、ＲＡＩＳＥに戻るきっかけくれて……ありがとな」

　翔はちょっと照れくさそうに言った。

「……でもさ、本気で音楽やってるバンドマンなんて世の中にごまんといるだろ？　そのうちの一ひと握にぎりのプロに俺たちはなるけど、……なるからには、今まで以上に練習とライブをこなしていかないといけない」

　さっきまでとは違ちがって翔はまじめな顔で手のひらをみつめた。

「……俺も俺なりに頑張るから、花音も頑張れよ。さっきも言ったけど、……応援してるよ」

　翔は私の目をまっすぐみつめた。

「響さんは、ちゃんと花音の頑張りを見て知ってる。認めてると思うよ。……でも花音がそれだけじゃ納なつ得とくいかないんだろ？」

「うん……！」

（頑張りだけじゃなくて、ちゃんと弾けるようになった時、一番に響に褒ほめられたい……！）

「響さんに追いつきたい花音の気持ちは、俺が一番わかるつもり。だから……頑張れ」

「……うん、ありがとう。頑張る。私も翔のこと、応援してる！」

「おう、よろしく。……花音、ちゃんと見てろよ。俺、絶対すごくなるから！」

　神妙な顔をしていた翔はもう、いつものように明るい顔になって強く言った。

「……ごめん。私そろそろ帰らなくちゃ……」

　翔としばらく盛り上がっていると、瞳が申し訳なさそうに微笑みながら言った。

「外暗くなってきたから、瞳さん、駅まで俺送るよ」

「……私も送る！」

　ばっと立ち上がろうとすると、翔がその肩かたをぐっと戻もどすように押した。

「大人しく家にいろ。俺は送りついでに寮に戻るから」

　花音がついてきたら、往復して送らないといけなくなると翔は言った。

　翔の手間が増えると思い直し、私はしぶしぶ二人を玄げん関かんから見送ることにした。

「瞳さん、ちょっと急ごう。電車の時間が迫せまってる」

　二人は足早に私の元を去って行った。










「よし。勉強やるぞおっ！」

　数日後、私は自分の部屋の机の前に座って気合いを入れた。

　響は、私が今まで以上にギターに打ち込むと聞いてとても驚いてたけれど、そのあと喜んでくれた。そして、ギター練習をするうえであらためて一つ約束をした。

　それは、学業をおこたらないこと。

　土曜で学校はないけれど、私は朝から気合い十分、参考書を開いた。

　響は、どこまでも勤勉でコツコツ派だ。曲作りなどバンド活動をしながらも勉強も、ピアノのレッスンもすべて毎日必ずこなしているという。

「好きなことだけしていい物ができました。じゃ、胸を張って誇れない」というのが彼の考えで、しないといけないことをしたうえで、響は好きなことをする。

〝大切な人に反対されるより、応援されたいから〟

　ギターを始めてすぐ、私はその意味を身をもって知った。

　瑛琉さんによる試験中の練習制限と、指にマメができてギターを響に取り上げられたおかげで、結果勉強に集中できた。

　ギターを始めたせいで成績が落ちた、なんてことにならなかったし、むしろいい成績を残せたことで、家族からは頑がん張ばってねと声をかけられるまでになった。両立はとても大変だけど、今のところ何とかこなせていると思う。

　受験生で私より大変な響は、勉強と音楽以外は潔いさぎよく捨てているらしい。テレビや雑誌なんてまったく見ないらしく、クラスメイトとの会話についていけないことばかりらしいけど、全然苦じゃないという。……私はたまにテレビを観ちゃうけど、それでも響を見習って日々精しよう進じん中だ。

「……なんだけど、疲つかれた！」

　意気込みだけは十分の私は昼すぎまで英語に数学、世界史を集中的に勉強した。だけど、もう限界。力ちから尽つき、パタッと机に突つっ伏ぷした。

「……明日あしたの予定分まで勉強した。もう、いいよね!?」

　なんて自分に言いわけをして腕うでを上げ伸のびをした。

「ん？　あ、メッセージが届いてる」

　勉強に集中している間、視界に入らないようにスマホをベッドで充じゆう電でんしていたため気付かなかった。すぐに内容を確かく認にんする。

「わ！　響からだ！」

《会いたい。ギター持って、秘密基地に来てくれる？》

「会いッ……!?」

　自分の目を疑った。

（私の目、勉強のしすぎでおかしくなったかも……！）

　目を手でごしごし擦こすってからもう一度、メッセージを確認した。

「……あ、もしかして、ギターに会いたいってこと……!?」

　クローゼットの横に目を向ける。

　ずっと預かったままの響のギター。もしギターを弾きたくなったらいつでも言ってと、ずいぶん前、役作りのためデートした時に響と約束した。メッセージが届いた時間は……、

「今から一時間以上も前……!?」

　私は、《今すぐお届けします!!》と返信をし、取るものも取り敢あえず急いで部屋を出て、猛もうダッシュで秘密基地へと向かった。










　響を待たせてしまったというあせりの感情と、響に会える！　という喜びでいっぱいだった。荒あらくなった息のままに、秘密基地のドアを勢いよく開けた。

「……響？」

　地下の秘密基地の中は電気が消えていて真っ暗で、静まり返っていた。

（……あれ。いないのかな？　メッセージには秘密基地って書いてあったけど……）

　私はドアのそばにある電気のスイッチを入れた。

「……ん……」

　明るくなった部屋のどこからか、小さな声が聞こえてきた。

「響ッ!?」

　あわてて声がしたソファを覗のぞき込んだ。

「あ……」

　そこには、茶色い無地のブランケットを毛布代わりにして、ちぢこまって寝ねている響がいた。

（よかったあ……。うめき声かと思ってあせったけど、寝てただけか……）

　ゆっくり響に近づいて耳を澄すませると、すうすうと寝ね息いきが聞こえてくる。ほっと安心した私は、寝ている響の横顔をドキドキしながら覗き込んだ。

「こんなところで寝てると風か邪ぜひいちゃうよ」

　くすっと笑って思わず呟つぶやくと、響の目がぱっと開いた。

「ごめん！　起こし……」

「……花音」

　まだちゃんと覚かく醒せいしていない響はふっと微笑ほほえむと、私の手を取った。

　触ふれられた手に全神経が向く。

（響の行動って唐とう突とつすぎる……！　私、今きっと顔が真っ赤！）

「ど、どうしたの？」

　動どう揺ようしながら質問した。

「……この数日間、徹てつ夜やで勉強と曲のアレンジ考えたりとかしてたから、さすがに疲れた」

「ええッ徹夜!?　ほんと、ごめん。響、寝て！　ちゃんと休んで！　ギター持ってきたし私は帰るから、お邪じや魔ましまし……」

　言いながらぱっと立ち上がり、響の手から逃にげる。

「待って。花音。……会いたいって呼んだのは俺だよ」

「……でも、響、本当に休んだ方がいいよ」

「寝たからもう大だい丈じよう夫ぶ。それより、ＭＶが完成したんだ。花音一いつ緒しよに観みよう？」

「え!?　もうできたの？」

（観たい！……でも、今は少しでも響を休ませてあげないといけない……）

　私が答えに困っていると、響はソファから身体からだを起こし、さっきより強く私の手を引いた。

「ＭＶ完成したら、真っ先に花音に観せたいと思ってたんだ」

　胸がぎゅっと締しめ付けられた。

（真っ先に……私に？）

　純じゆん粋すいに嬉うれしかった。私はつい「観たい」と、答えてしまった。

　響は嬉しそうに微笑むと、ローテーブルにノートパソコンを置いた。二人で並んでソファに座る。肩かたがどうしても触れ、そのたびにドキドキと胸が高鳴った。

　響がマウスを操作すると、画面いっぱいに見覚えのある、街が映った。

「うわっ……響、かっこいい！　私も私じゃないみたい！」

　加工された動画はプロさながらで、とても素人しろうとが制作したとは思えない完成度の物だった。

「コスト面ではだいぶ出資してもらったからね」

「出資？　誰だれに？」

「叔父おじさん。……瑛琉の父親から」
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　響の友達が持ち込める機材には限界があったようで、高価な機材のレンタルや映像加工には叔父さんがプロの人に掛かけ合って借りたり、資金を工面してもらったらしい。

「響の言ってた通りだね。ちゃんとすることして頑張ってるから、周りのみんなも協力してくれるし、応おう援えんしてくれるんだね！」

「最初は自分たちでって、断ったんだけどね。こだわるところはそこじゃない。いい物を作ることだと思い直して、ありがたく援えん助じよを受けることにした」

「……そっか。うん、そうだね。本当に素す敵てき！……ごめん。もう一度最初から観てもいい？」

　話しかけてしまったため、途と中ちゆう見み逃のがしてしまった。

　響は「いいよ」と快く了りよう解かいしてくれて、動画を最初から観る。今度は途中で感想を挟はさまずにじっと映像と、曲に集中した。

　曲の出だしは無音。

　雨の滴しずくが跳はねる路上の水みず溜たまりを真上からとらえたもので、少しスローがかかっている。そして翔が弾ひくギターが鳴ったあと、キョウの歌声に心が一気に引き込まれる。駆かけ抜ぬけるドラムとギターサウンドが鳴り響き、音があふれ出し、もう目が離はなせなくなった。

　街中を一人で歩くキョウ。顔はドアップだけど表情はあまりない。そこへ、時々カットインしてバンド演奏をしているシーンが入り込む。

　引きの絵の中心はもちろんボーカルのキョウだ。黒い背景のスタジオはとてもシンプルで、真上と斜ななめ上からの白い光がキョウを照らし浮うかび上がらせる。

（うわあ。かっこいい！　ギターを弾きながら歌うキョウにうっとりする！）

　何度も聴きいた曲なのに、初めて聴くみたいに胸がドキドキした。

　時々、街を歩くキョウに切り替かわり、そしてＡメロの途中で恋こい人びと役の私が映像に映り込む。

（うわ……。後ろ姿とはいえ、自分の姿を見るのは恥はずかしい……）

　撮さつ影えい中その場で撮とった映像チェックはしたけれど、いざこうして見るとやっぱり照れくさい。終始出っぱなしの響は平気なのかな？　とか一いつ瞬しゆん思ったけれど、次々に流れるインパクトのあるサウンドに惹ひきつけられ、あっという間にＭＶに釘くぎ付づけになった。

　すれ違ちがい、お互たがいが時間差で振ふり向く。そして、いきなり映像は海に変わった。並んで歩く。

　でも時々一人。砂すな浜はまをゆっくり歩くシーンだった。

　サビに入る前にはキョウのアップになり、ドキッとした。キョウが彼女の頰ほおに触れ、切ない表情になったから。

　次の瞬しゆん間かんにはまた歌っているキョウのアップになりサビを熱唱する。その映像を観ながら私の意識は撮影した時にフラッシュバックした。

　響のことを好きと強く思った瞬間を、今さっきのことのように思い出す。

　間奏に入るとまた雨の滴が広がる最初の映像が差し込まれ、ギターソロのところでは翔のアップになった。すぐにＢメロに入り、また街を歩く私の後ろ姿が遠ざかっていくのが一瞬と、響のアップが映り込んだ。

　サビに入ると瑛琉さんの演奏シーンと、ドラムの音に合わせて譲二さんが映り、しばらくずっとバンド演奏のシーンが続く。

　私はスタジオでの撮影に参加していなかったから初めて観る映像で、少しも見落としたくなくて、瞬まばたきするのも惜おしんで前のめりにみつめた。

「あれ!?」

　間奏に入った時、なんと翔を見つけたあのストリートライブの映像が差し込まれた。音はもちろん、その時のものではないけれど、二人が笑い楽しそうな雰ふん囲い気きが一瞬だけ見えた。

（……そういえば、翔が言ってた。あの時の動画をファンの人が撮っててＳＮＳでアップしたって。その映像をもらったのかも！）

　最後の大サビに入り、曲が最高潮に盛り上がっていく。キョウが歌い終え、楽器だけのサウンドになった時、また街が映る。

　雨が止やみ、高いビルの隙すき間まから見えるのは雲と、少しの青空。

　光が差し込み、その強さで真っ白になった次の瞬間、また海のシーンに切り替わり、光が退ひくと、響が私を抱だきしめていた。そして無音になり、映像は曲の余よ韻いんを残して終わった。

「どうだった？」

「……言葉が、すぐに出てこないです……。すごく、よかった！」

　響は私の答えに満足そうに微笑んだ。

　キョウが中心で、ほとんどスタジオでの演奏がメイン。途中挟はさまれる街角や海でのシーンは本当に少しで、曲の雰囲気を盛り上げるアクセント的なモノだった。

「これ、音でも映像でも引き込まれるよ。きっと初めて観た人も、前からのファンも何度も観てＲＡＩＳＥを好きになる……！」

「俺は、曲のイメージが形になったから、まあ満足かな」

「私も、大満足です！」

　にこにこと笑えみを浮かべずにはいられなかった。ゆるんだ私の顔を見た響もふわりと笑う。

「もう一度観ていい？」

「どうぞ。いくらでも」

「……ここ！　響のギターと、翔のギターの掛け合いが、めちゃめちゃかっこいい！」

　うっとりと、響の演奏に聴き入った。

「俺も気に入ってる。……花音、ここのサビ、ギターで弾いてみる？」

「え、サビを？……今!?」

　響の突とつ然ぜんの発言に私は飛び上がって驚おどろいた。

「おいで」

「わっ！」

　急に響に手を引っ張られ、立ち上がる。

「花音、見てて」

　響は私の前に立ち、まずは見本を見せてくれた。

「……響。私にはすぐにはわからないかも……」

「ごめん、譜ふ面めん書いてあげる」

　響は私でもすぐに読める、タブ譜をその場で書いてくれた。

「うわ……。難しい！　弦げんを間ま違ちがえて押さえてしまう……」

　早さつ速そく弾ひいてみたら、ピックで二弦だけを弾いたつもりが、三弦を弾いてしまったりと、細かい感覚がわからなくて苦戦した。譜面と手元を交こう互ごに見て、確かく認にんしながらゆっくり弾いていく。

「花音は今バッキングばかり練習しているからね。ソロはいつも花音が弾くコードと違って一本ずつ弦を弾くから、最初慣れるまでは難しいかも……」

「……練習する、頑がん張ばる！……ていうか、響ごめんね。ギターは響が弾きたかったんだよね。結局、私ばっかり弾いちゃってる……」

　私はスラスラ弾けない自分が悔くやしくって、ギターのネックを握にぎりながら、下を向いた。

「会えたから。いい。十分だよ」

　ぱっと顔を上げると、響は目を細め、優やさしい眼まな差ざしを私に向けた。

「毎日コツコツやっていれば、弾けるようになるよ。見ててあげるから練習してごらん」

「うん。……わかった」

　響から譜面を受け取ると、しばらく二人でギターを弾いた。

「……そろそろ帰ろうか」

　外はもう暗くなってる時間だった。素す直なおにギターを片付け始める。でも、本当はもっと響のそばでギターを弾いていたかった。

「せっかくだし、帰る前に『ＤＥＳＴＩＮＹ』を一回だけ一いつ緒しよに弾く？」

　私の思ったことが聞こえたみたいな響の発言にびっくりして、顔を上げた。

「俺が練習用に教えたコード、ちゃんとマスターした？」

「……いいの？」

　響はこくりとうなずいた。

「一緒に弾きたい！　いつか響と弾いてみたいって思ってたの！　夢みたい!!」

（信じられない……。今日はなんて素敵な日なの。夢がこんなに早く叶かなうなんて、嬉うれしい！　……でも、き、緊きん張ちようしてきた……。『ＤＥＳＴＩＮＹ』の作詞作曲者本人との演奏！）

「準備いい？　始めるよ。……ｏｎｅ 、ｔｗｏ……」

（……これは素敵なチャンス！　響と一緒に音を作れる大切な時間。とにかく楽しもう！）

　心を決めると、思いっきりギターをかき鳴らした。

　駆け抜けるような迫はく力りよくあるドラムやベースもない。だけど、私と響のギター、二人だけで音を作っているという、別の満足感ですぐにいっぱいになった。しかも……

（わっ！　響が、……あのキョウが、歌ってくれている！）

　一緒に曲を弾くだけだと思っていた私は、演奏しながらとても驚いた。

　響はいつものＲＡＩＳＥのときと違うリラックスした表情で、楽しそうに歌っている。

　その顔を見たらとても嬉しくなって、私も心から笑顔になった。

　緊張して気持ちは昂たかぶっているのに、余計な力が入ることなく指はちゃんとコードを押さえて、音が鳴る。

（響の音と、私の音が、綺き麗れいに重なって気持ちがいい！　思うように演奏ができてる。……楽しい！　響は？　今どんな気持ちで弾いてる!?）

　私はギターを弾きながら視線を響の方へ向けた。その瞬間、打ち合わせしたかのように目が合った。胸の奥でトクントクンと音が広がっていく。

（今、念願だった響と音で会話してる……！）

　最高に幸せな時間だった。

　私の夢だった響との共演、『ＤＥＳＴＩＮＹ』は、あっという間に弾き終わってしまった。

「響ありがとう、楽しかった！」

「俺も楽しかったよ。もっとギター練習して、また一緒に弾こうね」

　響は私の頭をよしよしとなでてくれた。言葉をかみしめながら、私はゆっくり顔を上げた。

　優しい目を私に向けてくれている響。胸の奥からぽかぽかと温かくなっていく。

「もっと練習する！　もっともっと上手になるから、……だから、また弾こうね、響！」

　私の技術はお世辞にも褒ほめられたものじゃなく、まだまだ練習が必要。でも、へたくそなりに満足いく演奏ができて、響に満面の笑みを向けた。

　顔をほころばせながら、ギターをケースにしまい、シールドを束ねる。

「……ほんと、響が作る曲って、どれも特とく徴ちよう的でかっこいいよね」

　思わず本音をこぼしたら、片付けをしている響と目が合った。私はにこりと微笑ほほえんだ。

「他ほかにはない独特でしびれるフレーズの数々でしょ。聴きいたあと思わず何度も頭の中で繰くり返しちゃって、気がついたら口ずさんだりしてるの！」

「……そう」

「『ＤＥＳＴＩＮＹ』は聴いたとき、稲いな妻ずまに打たれたみたいに本当に衝しよう撃げき的だった！　イントロから疾しつ走そう感があってテンション上がるし、聴いてると元気が出て前向きになれるの！　私の応おう援えん歌か！　他の曲も胸を打つ箇か所しよがあって、毎回聴くたびにわくわくテンションが上がるんだ！」

（……て、私ったら。作詞作曲者に向かって大興奮で語ってる!!　でも止まんない！）

「私も、響みたいに人を元気づけられるような曲を作ったり、演奏ができるようになりたいな」

「……花音は、すっかりギターに夢中だね」

　熱く語る私に向かって響は、優しい眼差しをくれた。

「うん。だって、こんなに楽しいなんて知らなかった！」

「……楽しい。か……」

「響も、そうでしょ？」

「……今はね。でも、俺はピアノから逃にげたいと思った時期があった」

「え。……響が？」

　意外な言葉が返ってきて、思わず目を大きく見開く。響は、そのまま静かに話し始めた。

「物心ついたときにはすでに音楽がそばにあった。ピアノもできて当然を求められて、それが苦痛で。今だからわかるんだけど、その時はやらされていると思ってやってたから、楽しめていなかったんだ。でも今はバンドで自分を表現できているし、そのおかげでピアノも楽しい」

　胸がぎゅっと苦しくなった。

「……そんな小さいころからできて当たり前を求められて、期待されるのって、きっと大変だよね……。私はできっこないって止められることの方が多いから、響の気持ち全部をわかってあげられてる自信はないけど……、響の音を近くで聴いて、想おもいをいっぱい感じ取っているから、ちゃんと楽しい気持ちは、伝わってるよ」

　にこっと微笑み、私は響をみつめた。

「私ね、響に出会うまでは、天才は生まれつきのもので努力なんてしなくてもできるから、すごいんだって思ってた。でも響たちを見ててそうじゃないってわかったの。好きなことを追求して、続けられるからすごいんだって！」

　音楽を通して感じ、受け取ったものを伝えたくて、力強く、心を込める。

「響が名曲を作り出せるのは、好きなことに一いつ生しよう懸けん命めいで、努力を惜おしまないから。妥だ協きようをしない。どんな困難も諦あきらめずに乗り越こえる。だから、みんなＲＡＩＳＥに憧あこがれるの」

　私の言葉に響は一回大きく瞬まばたきをして、驚いていた。

「毎日続けることが大事って、響は私に教えてくれた。あれは、響自身がずっとやってきてたことなんだよね」

　響はすごいけど、そこまでになるのにきっと他の人たちの何倍も、何十倍も、努力を重ねてきてる。音楽が好きで、好きなことに夢中になれる人……。

「……私、夢を叶えようとする響のような人間になりたい。近づきたい……！」

　しばらくして、響は優しく微笑んでくれた。

「花音は俺みたいにならなくても十分すごいよ。だけど……花音の気持ちは嬉しい。ありがとう」

　気持ちが伝わって、喜びが沸わき起こる。

　響と笑え顔がおでわかり合えることは、私にとって学年トップの成績を取るよりずっと嬉しいこと。

　心に羽が生えたように、ふわふわした。しばらく私の顔からは、笑みがあふれ続けた。
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　やる気だけは満ちている私は相変わらず秘密基地にいた。目の前の譜ふ面めんとにらめっこ。

（もっと、うまくなりたい。また響と演奏したい……！）

「あれ、響は？」

　夕方の五時過ぎ、譲二さんが翔と一緒に秘密基地に顔を出した。

「響はまだピアノ教室。連れん絡らくもない。それより……、雨降ってきた？」

　譲二さんが傘かさをたたみ、傘立てに立てるのを見た瑛琉さんが質問した。夕方から雨という、今朝の天気予報が当たった。

「降ってる。結構土ど砂しや降ぶり。……響、あいつ傘持って行ってないな……」

　譲二さんは傘立てから黒い傘を取り出しながら言った。どうやらそれが響の傘らしい。

「……私、響に傘を届けてきます！」

　心配になって、私は急いでギターを片付けはじめた。

「え？　いいよ。結構降ってるし、響なら近くのコンビニで傘買うだろ」

「でも、そのコンビニ行くまでに濡ぬれるかもしれないです。……私、ピアノ教室に行きます！」

「じゃあ、お願いしてもいい？　くれぐれも気を付けて」

　私は響の傘を手に取ると、瑛琉さんたちに見送られ秘密基地を出た。

（……雨、結構降ってる……）

　ピアノ教室は秘密基地からそう遠くない。教室内に入ったことはないけれど、正面を通りかかったことは何度かあった。

「あれ？　こんなところにライブハウスがある……」

　最近、ギターやバンドにアンテナを張っているためよく目につく。

　そこは、入り口が地下にあるらしく、下へと続く壁かべにはこれから講演予定のチラシや、バンド募ぼ集しゆうの張り紙が隙すき間まなくたくさん貼はられていた。

（あ。人が出て来た）

　女性数名が話しながら上がって来て、私の前を通り過ぎていく。

「ＲＡＩＳＥの新作ＭＶ観た？　キョウくん超ちようかっこいいよね！」

　立ち去ろうとした矢先、三人のうちの一人の発した言葉に、私は思わず反応した。ぱっと後ろを振ふり向き、過ぎ去っていくその人たちの背を見た。

「観た。すごくよかった！　それに……」

　雨と、離はなれていく距きよ離りにその人たちの声はかき消され、最後まで聞こえなかった。

（……あの人たち、きっとＲＡＩＳＥのファンだ……）

　ＲＡＩＳＥが心を込めて作ったＭＶが、早くもファンの心に届いているのを感じられて、嬉うれしくて思わず頰ほおがゆるむ。

「……いけない！　早く響のところへ行かなくちゃ！」

　任務を思い出した私は、再び駆かけ出した。

　ピアノ教室には数分で着いた。自動ドアの奥には広くて綺き麗れいなロビーが見える。生徒ではない私は中に入るのに躊ちゆう躇ちよして、外の歩道で待つことにした。

　秘密基地とピアノ教室までは大道路の一本道。入れ違ちがいになることはまずないはずだった。

（……響、まだかな。一応、連絡を入れようかな）

　そう思い、スマホをポケットから取り出そうとした時だった。

「花音？　こんなところでどうしたの？」

　自動ドアがすっと静かに開いた。　驚おどろいた様子の響が外へ出てきて、私に近寄る。

「お疲つかれさま！　雨が降りだしたから傘を持ってきたの」

　私は会えたのが嬉しくて、響しか目に入っていなかった。にこりと笑い、傘を差し出した。

「花音、危ない！」

　いきなりあわてた様子で響が私の腕うでをぎゅっとつかんだ。

「え？　うわ！」

　腕を引っ張られると同時に、ちりりんと自転車のベルの音が間近で鳴った。背中にどんと衝撃が走る。おかげでバランスを崩くずし、差していた傘が支え切れず、吹ふき飛んだ。

「危ないだろ！」

　男の人の怒声が少し離れたところで聞こえた。怒ど鳴なられたことでビックリして、何が起こったのかすぐには理解できなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　茫ぼう然ぜんとしたままの私の耳に、心配そうな声が届く。ハッと我に返って、まだ私の腕をつかんだままの響の顔を見た。

「あれ？　響、メガネは!?」

　さっきまでしていたメガネがなかった。しかも、雨にさらされ響の髪かみが濡れはじめている。ぶつかった時ガシャンと音が鳴った気がした。

（もしかして響のメガネだったんじゃ？）

　あわてて雨で濡れたアスファルトの上を見回し、メガネを探した。

「……大変！　響が濡れる！」

　響が視界に再び入り、私はまだ手に持ったままだった響の傘を開いた。

「俺のことはいい。花音も濡れる」

　私の手から響は傘を奪うばうと、私の上に差し直した。私の傘は骨が何本も折れてしまい、使い物にならなくなっていた。

　響のメガネは壁かべ際ぎわに落ちていた。拾って見てみると、レンズの片方には大きなヒビがいくつも入り、とても使えそうにない。

「ごめん！　私の不注意で……」

「気にしなくていいよ。それより花音にケガがなくてよかった」

　前まえ髪がみをかき上げながら響は、安あん堵どしながら私をいたわる。響に優やさしく気を遣つかわれれば遣われるほど、とても申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「……あれ？　ＲＡＩＳＥのキョウじゃない？」

　その時だった。思わず声がした方を二人でぱっと見た。

（あ。この人たち、さっきのＲＡＩＳＥファン……！）

　数分前、ライブハウスから出てきた女の人たちだった。

「うわっ。本物のキョウだ。かっこいい！　ファンです握あく手しゆして下さい！」

　どんと押され、弾はじかれる。振り向くと響はすっかり女性陣じんに囲まれていた。

「……ていうか、もしかして彼女？」

　ファンの一人がちらりと私を見て言った。どきんと緊きん張ちようが走る。

　ずぶ濡れになりながら対処に悩なやみ固まっていると、響が上着を脱ぬぎながら私に近づいてきた。

「これかぶって」

　私の頭にパーカーをかぶせると、響はさらに傘を無理やり私の手に握にぎらせた。

「ここはいいから行って」

　ファンたちとは反対の方向へ行くようにと背中を押すと、響は私とファンの間に壁のように立ちはだかっていた。

（……私がここにいても迷めい惑わくになる……）

　響の背を見て私は、これ以上迷惑かけないようにすぐにここから離れるべきだと判断した。後ろ髪がみを引かれる想おもいで響に背を向け、無言で立ち去った。










「え。ファンに遭そう遇ぐうして、響に引き返させられた？」

　秘密基地に急いで戻もどり、息を切らしながら譲二さんと瑛琉さんに事情を話した。

「ごめんなさい。ファンと一いつ緒しよかもしれないしと思うと、戻るに戻れなくて。キョウになった響と二人っきりだったから、恋こい人びとと思われたみたいで……」

「響、電話に出ない。まだ捕つかまってるのかもね。……仕方ない、迎むかえに行くか。車回してくる」

　瑛琉さんは立ちあがり、ローテーブルの上に置いてあった車のキーをつかんだ。

「……車で来てるなら最初から迎えに行けばよかったんじゃ……」

「嫌いやだ。めんどくさい」

　翔に向かって瑛琉さんは渋しぶい顔を向けた。

「花音ちゃんはこれに着き替がえな。そのままじゃ風か邪ぜひく。男子は外に出る！」

　瑛琉さんは私に乾かわいたタオルと服を貸してくれた。そして譲二さんと翔を連れて、一緒に外へ出て行った。

　一人ぽつりと取り残されて秘密基地は静かになった。瑛琉さんの服をありがたく借り、素す直なおに着替える。

（……響、大丈夫かな……）

　借りた響の服をたたみながら、心配でしかたがなかった。少しでも響の役に立ちたい。なのに、響のためにしてあげられないどころか迷惑しかかけられなくて、とても申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「……私、響の音楽活動の邪じや魔まかも……」

　言葉にするとずしんと胸に重いものがのしかかる。いてもたってもいられなくなって、外に出て響たちを迎えに行こうとドアに手を伸のばした。

「あれ。花音一人？」

「わ！」

　突とつ然ぜんドアが開き、響だけが現れて驚いた。

「譲二や瑛琉は？」

「今さっき、出て行きました。響を迎えに車で……」

「じゃあすれ違いになったな……」

　響は譲二さんたちに電話をかけ始める。

　私はずぶ濡れの響に近づき、背せ伸のびをして頭に手を伸ばした。瑛琉さんから貸してもらったタオルで髪の水分を取っていく。その間、響は大人しくじっとしていた。私の目を見ながら。

　電話がつながったのか、秘密基地に着いたと話し始める。その間中私はタオルで拭ふき続けた。

「瑛琉たち、教室に着いたところだったらしい。今から戻るって」

「そっか。……響、本当にごめんね」

「なにも。花音が謝ることはないよ」

　響のメガネは私がここへ持って帰っていた。メガネを弁べん償しようすると言ったら、何個もあるからいいと断られた。

「それより花音、こっちこそごめん。嫌な思いをさせた」

　響は、タオルを持つ私の手をつかむと優しい声で言った。胸がトクンと跳はね上がる。

「花音は、ファンのこと、気にしなくていいから」

「……うん」

　無理やり笑えみを浮うかべうなずいた。けれど、とても気にしないではいられなかった。

　私は響の恋人じゃない。それでも、さっきのファンの子たちにとっては、私の存在はきっとショックだったのは間ま違ちがいないわけで。

　翔と幼なじみというだけで特別近づける自分が、ＭＶの撮さつ影えいが終わった今、響たち、ＲＡＩＳＥにとってはマイナスな存在なんじゃないかと、初めて思った。

（……キョウはみんなのもので、特別な存在は、必要ない……。響にも余計な気を遣わせるし、ファンにとっても面おも白しろくない。私、ここにいたらいけない存在だ……）

「花音。本当に大丈夫だから。元気出して」

　たとえ作って笑っても響にはお見通しのようだった。

　心配そうに励はげまされ、申し訳ない気持ちがさらに増し、響の優しさに胸が締しめ付けられる。

（……これ以上響に心配かけたくない。迷惑もかけたくない。私が響にできることは……）

　考えた結果、浮かんでしまった答えを私はすぐに受け入れられなくて、一人、途と方ほうに暮れた。










　ＲＡＩＳＥファンと偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうした日から数日後、あの雨の日以来響のそばにいても迷惑になるだけだと気付いた私は、悩んだ末、秘密基地に行くのをやめた。

「……あれ。響？」

　移動教室の帰り、二階の渡わたり廊ろう下かを歩きながらふと下を見ると、中庭のベンチに響と譲二さんが座っていて、思わず立ち止まった。

　響たちとの距きよ離りはおよそ十メートル。話し声は聞こえない。

（……？　なんか、元気ないかも……）

　顔をあげた響を見て違い和わ感かんを覚えた。そう思った次の瞬しゆん間かん、響は何度も咳せきをした。頭を垂れ、ぐったりしている。横にいる譲二さんが神しん妙みような顔で話しかけていた。

「……噓うそ、もしかして風邪!?」

　あの日、響は私に上着と傘かさを貸したせいで、びしょ濡ぬれになってしまった。

（どうしよう……！　熱、あるのかな？　体調悪いのいつからかな？　咳をしてるけど、喉のどは大だい丈じよう夫ぶかな？　響の喉は商売道具だ。もし、声が嗄かれたりしてるなら……）

「謝らなくちゃ……！」

　座っていた響たちが立ち上がり、グラウンドの方へ移動を始める。

　何もしてあげられない自分が悔くやしくて、もどかしかった。遠くなっていくその背に声をかけることもできなくて、私は拳こぶしをぎゅっと握りしめるしかできなかった。

「……風邪にはやっぱりりんごだよね」

　放課後、響に何かしてあげたくてドラッグストアに立ち寄った。

　症しよう状じようがよくわからないから、とりあえず冷れい却きやくシートを買う。

　喉がつらいかもしれないからとのど飴あめと、つるんと食べられる喉に優やさしいゼリー、水分補給にスポーツドリンクと、赤く熟うれて美味おいしそうな生のりんごも二つかごに入れる。

　問題はこれをどうやって響に届けるかだった。

　家にまっすぐ帰っている可能性もあるけれど、まじめな響がピアノ教室に穴をあけるなんて考えられなかった。今ならまだレッスン中かもしれない。

　そう推測した私は、秘密基地の冷蔵庫に買ったものを入れて立ち去ろうと思いついた。

（急いで置いて帰れば、遭遇しないはず……）

「花音ちゃん、久しぶり！　元気だった？」

　秘密基地に行くと、瑛琉さんが私を歓かん迎げいしてくれた。ドラムの前には譲二さんもいる。

「こんにちは。……たったの三日ぶりですよ？」

「毎日いたのが三日も空けたら、誰だれだって心配する」

　譲二さんは座ったまま私に話しかけてきた。

「ここに立ち寄らず、いつも家で練習してたんです」

　来なかったわけを説明しながら私は二人に近づく。

「……譲二さん、響、風邪ひいてますよね？」

「花音ちゃん、なんで知ってるの？　会ってもないのに」

　少し驚おどろいた様子で譲二さんは言った。

「今日、学校で見かけたんです。……やっぱり、風邪ひいてたんだ……。こないだ雨に濡れちゃったからですよね？　ごめんなさい、迷めい惑わくかけて……。これ、響が戻ってきたら渡してください。冷蔵庫に入れておくので」

「迷惑だなんて誰も思ってないよ」

　冷蔵庫を開け中を覗のぞき込んでいた私は、顔をあげて譲二さんを見た。

「でも……」

「……花音ちゃんから、直接響に渡してあげてくれないか？」

「え……？」

「響のやつずっと熱あるのに、休めないからってこの数日学校にも来てるんだ。ピアノ教室もこなしてる。そろそろ休まないとマジでぶっ倒たおれる。なのに俺がいくら言っても聞かなくてね」

「……それは、心配ですね……」

　胸が苦しくなった。

「いい加減家でゆっくりするようにって、花音ちゃんからも言ってくれないかな？　響、花音ちゃんの言うことなら聞くと思うんだ。……ギターの練習もあると思うけど、ちょっとだけ。もうすぐレッスン終わってここへ来るから」

　響とはもう、極力会わないと決めたばかり。ここに来るのは控ひかえようと……。今会ったら、その決意が揺ゆるぎそうで悩なやんだ。

　瑛琉さんが私の肩かたを叩たたいた。

「休むように説得するのは人数が多い方がいいし、何より花音ちゃんから言われたら響もその気になると思う。……迷惑かけたと思っているなら、響が来たら追い返して」

（響のためにできることがあるのなら何でもしてあげたい。私が会うことで響の役に立つのなら……他ほかに選せん択たく肢しはない。会って、食べ物渡したらすぐに帰ろう……）

「……わかりました。響の帰りを待ちます」

　数十分後、瑛琉さんと譲二さんは秘密基地から出て行った。

　一人残って、ソファに座って待っていたら、私の目の前にマスクをした響が現れた。

「……花音？」

　秘密基地に入るなり、私の姿を認めると響は目を見開いた。

「響、久しぶり！」

「久しぶりだね。譲二と瑛琉は？」

　響は私のそばに歩いてきて、安あん堵どした様子でふわりと笑った。

「二人はコンビニへ。ねえ、響。……体調悪いんでしょ？　お見み舞まいに来たの」

　私は食べ物が入った袋ふくろを差し出した。

「今日はもうお家に帰ろう。これ食べて、ゆっくり休んで」

「……ありがとう。でもこれくらい、大したことじゃない」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたあと、響はいつものように静かな声で言った。

「本当に？　熱があるって譲二さんから聞いたよ。……こないだ雨に濡れたから……」

「熱は昨日と今日ちょっと出ただけ。雨に濡れたのは関係ないよ。俺の自己管理不足」

「……響、私の手にマメができた時、休むようにって言ったよね。今は響が休む時だよ」

　響の目を見ながら真しん剣けんに言った。

「……嫌いやだと言ったら？」

「練習の邪じや魔まをする！」

　本気で止めるという意味で、私は響が奥に進めないように手を広げ、道を塞ふさいだ。

「お願い。帰ってゆっくり寝ねよう？」

「大丈夫」

「響！」

「せっかく花音に会えたのに」

「……へ？　え!?」

　自分の耳が信じられなかった。

「花音が来るかもしれないと思うと……休めなかった。この三日、ずっと待っていた」

　足の力が抜ぬけて、その場に崩くずれそうになった。

「待っ……私を？」

　ドキンドキンと心臓が速く拍はく動どうする。響の言葉が頭の中をぐるぐると巡めぐる。

　どういう意味？　と聞こうと口を開こうとしたら、

「新曲ができた。それをどうしても花音に聴きいてもらいたかったんだ」

　響はにこりと微笑ほほえんで言った。

「……へ？　新曲？」

　声が裏返った。響は私の様子などかまわずに言葉を続けた。

「花音の反応を直接見たかった。聴いてくれる？」

　予想外過ぎて、今度こそ、足の力が抜けてよろよろとそばのソファに座りこむ。

「……もしかして休まなかった理由それ？　だったら早く連れん絡らくをくれればよかったのに……！」

「呼ばなくてもそのうち来ると思ってた。それに熱は本当に大したことないし」

　響らしい答えに私は思わず「……やられた」と笑ってしまった。

「でも、私の意見ってあまり参考になると思えないよ……？」

　作った曲の感想や意見はＲＡＩＳＥのメンバーからのものが一番参考になるんじゃないかなと思った。そしたら、その考えを読んだみたいに響はおもむろに口を開いた。

「ＲＡＩＳＥのメンバーは一いつ緒しよに音を作る側。だから、俺がほしい感想じゃない。花音の意見が聴きたかったんだ」

（……あ。そういうことか。音楽を始めたと言っても私はまだまだ素人しろうと。しかもＲＡＩＳＥのメンバーじゃない。響は、一ファンの意見を聴きたかったんだ）

　私は少し大げさにふうっと息を逃のがすと響の腕うでを引っ張った。

「響、座って」

　立ちっぱなしで座ろうとしない響が心配だった。ぐいぐいと引っ張ると響はしぶしぶ私の横に座った。まっすぐ響の目を見て説得を続ける。

「響は大したことないって言うけど、やっぱり身体からだが熱いと思う。私が新曲を聴いたら、ちゃんと帰る？」

「……ん。わかった」

　意外にも響は素す直なおにうなずいた。

（……う。元気がなくてしおらしい、ちょっと可愛かわいいかも……。なんて思っている場合じゃない。響って、本当に曲作るのが好きなんだよね……。音楽が中心なのはわかっていたけれど、ここまでとは……。さすが響！……それに、私でも役に立つこと、あったんだ……）

　ここ三日間かたくなに避さけていたのに、小さな発見に胸がほっこりする。

「私にできることあるなら遠えん慮りよなく言って。協力する。だから……一人で無理しすぎないで」

　響は私の言葉を聞いて、目を細め優しい表情でこくりとうなずいた。

「花音、ありがとう」

　微笑みを向けると響は曲のデータが入ったスマホを操作し、再生ボタンをタップした。

（……私が響のそばにいれば、迷惑をかける。でもそれ以上に役に立つことがあるのなら……あと少し。もう少しだけ。ちょっとの間だけでもいいから……、そばにいたい）

　それが自分への言いわけなんだとわかっている。けれど、響ともっと音楽でわかり合えるようになるまで、追いつき胸を張って気持ちを伝えられるようになるまで……

（響……私、そばにいてもいいですか？）

　曲が始まる。

　言葉にできない想おもいを胸に抱だきしめて、響の才能と努力の集大成である新曲に耳を傾かたむけた。










「はあ。やっと今週が終わったぁ！」

　金曜日。すべての授業が終わると、千絵ちゃんが大きな伸のびをしながら言った。

「今週も授業ペース速かったね……」

「来月になるとすぐにテストだもんねえ」

　先月中間試験が終わったばかりなのに、次の期末試験が再さ来らい週しゆうと差し迫せまっていた。

（ううう……。小テストも毎日のようにあって多いし、本当勉強漬づけ……。なんてぐちっていてもしかたない。とりあえず、リフレッシュも含ふくめて好きなギターを練習しに行こう！）

　気合いを入れ直して、帰り仕じ度たくを進めた。

「あれ。あそこに立ってるの響じゃない？」

「え？」

　教室を千絵ちゃんと一緒に出た時だった。彼女の指先を辿たどって振ふり向く。一年の教室と三年の教室はとても離はなれていて遠い。それなのに、廊ろう下かの端はしに響が立っていた。

「響、こんなところでどうしたの？」

　私と千絵ちゃん二人で響のそばに近寄る。

「遅おそくなったけど、これ。渡わたしに来た」

「……チケット？」

　私は差し出されたチケットを受け取った。

「今度の対バンで、復活ライブをする」

「復活ライブ!?」

「花音、声大きいよ。抑おさえて」

　千絵ちゃんの冷静な声にはっとなって廊下を見回す。

「……響、ごめん」

「大だい丈じよう夫ぶ。それより来られる？　日時は一応試験のあと」

「行く！　たとえ試験があっても駆かけつけるよ！」

（だって、待ちに待った響たち、ＲＡＩＳＥの復活ライブなんだもん！）

「来週から試験期間に入る。このあとすぐピアノ教室あるし、花音にいつ会えるかわからないから今のうちに渡しておこうと思って」

「ありがとう。響、とても嬉うれしい。楽しみにしてるから頑がん張ばって！」

「うん」

　響は用事が済んだらしく立ち去ろうとした。

「……花音」

　だけど途と中ちゆうで立ち止まり振り向いた。

「ライブ、必ず来て」

「え？」

「待っているから。……それだけ。じゃあね」

　響はにこりと微笑むと、今度こそ私たちの元から立ち去って行った。

（……『ライブ、必ず来て。待っているから』？）

「二人の世界だねー」

　響がいなくなってもぼおっと立っていたら、隣となりから冷やかす声が聞こえた。

「ちょっと千絵ちゃん……変なこと言わないでよ！」

「響、変わったよね。よく笑うようになった。あれ絶対花音の影えい響きよう！」

　千絵ちゃんはふわりと笑って言った。

「……ううん。そんなことないよ。私なんてまだまだ……」

　こないだ風か邪ぜをひいた響は言った。

「メンバー以外の意見を聴きたいのよ。つまり、素人の私の意見を響は聴きたかったの。それって私はまだまだ作り手、演奏する側じゃないってこと。……私の影響とかじゃないよ」

　私は早く響と同じ土俵に上りたい。響が見て聴いて肌はだで感じるモノを私は知りたい。この間一度だけ一緒に演奏したけれど、もっと、ちゃんと音楽を通じて響と会話したい……。

「ＲＡＩＳＥのファンなのはこれからもずっと変わらないけど、私は音楽を演奏する側、届ける側になって響に認められたいんだ……」

　音楽を始めてまだ三ヶ月弱。そんな私が身の程ほど知らずな考えなのはわかってる。

「……響に音楽で認められたいか。花音もギター練習しているんだってね。道は果てしなく遠そうだけど花音ならたどり着けるよきっと。とりあえずコツコツと頑張って。応おう援えんしてる」

「ありがとう千絵ちゃん、頑張る！」

　私と千絵ちゃんはそのまま一緒に学校をあとにした。
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　ＲＡＩＳＥの復活ライブの場所は、数ヶ月前のクリスマスイブと同じ会場『ＣＲＡＤＬＥ』だった。

「花音、見て。大きな笹ささが入り口にあるよ！」

　今日は七月七日の七夕の日。ライブハウスの入り口から少し離れたところに、大きな笹が用意されていて、願い事を書けるスペースが設けられていた。

「短冊に願い事書いたら？」

　近づき、みんなの願い事を見上げて眺ながめていると、突とつ然ぜん声をかけられ驚おどろいて振り向いた。

「翔！」

「二人共復活ライブへ来てくれてありがとう。メンバーを代表してお礼を言うよ」

　翔はにこりと笑った。

「なんか、去年のイブを思い出すね」

　瞳の言葉に私は大きくうなずいた。

「響の彼女になれますように、って花音、書かないの？」

「え!?」

　翔のいきなり発言に私は思いっきり動どう揺ようした。

「……俺は願い事、書いたよ。俺たちＲＡＩＳＥはプロとして成功しますって」

「しますって……。それじゃお願いというか決意表明」

　翔の顔を覗のぞきながら小さく笑った。

「他力本願はしない。ただ願って叶かなうなら、みんなとっくに夢を叶え手に入れてる」

　予想以上に翔がまじめに返してきて、私は笑うのをやめた。

「ＲＡＩＳＥはすごい。響は作詞作曲の天才で、ボーカルとしてもカリスマ性がある。譲二さんはずっしりとした安定感。瑛琉さんもテクニックは半はん端ぱない。じゃあ俺は？　俺のギターがすごいってみんな言ってくれるけど、一体どこまで認められてるんだろうって、……まだ思ってる。これは音楽やってる限り、ずっと考え続けることなのかもしんないけど」

　翔がバンドを抜ぬけて修しゆ業ぎようのようにストリートライブをこなしていたのは、メンバーに追いつくため。足を引っ張りたくない、肩かたを並べたい気持ちは痛いほどわかる。

「……バンドに限らずそうだけどさ、どんなに優すぐれた才能があっても、気持ちを強く持っていても、成功するって保証はないじゃん。夢を半ばで諦あきらめてしまう人なんてたくさんいる」

　翔は下を向き、真しん剣けんな表情で右手をぎゅっと固く握にぎる。

　ただ、強く想うだけじゃ叶わない。自分に当てはめて考えた時、すぐに思い浮うかぶのはやっぱり響のことだった。

　私は白紙の短冊を手に取ると、ペンを走らせた。

「……ＲＡＩＳＥの復活ライブは大成功します。あと、私はギターがうまくなります！」

　書いた短冊を私は翔と瞳に見せた。

「翔を真ま似ねして決意表明してみたけど、私は願うことも祈いのることもやめられないかな」

　言いながら短冊を吊つるそうと手を伸ばす。すると、翔がかしてと言って、私の手から短冊を取ると、もっと高いところに吊るしてくれた。

「うまくいかないことばかりだけど、困難にめげて諦めたら夢なんて絶対に叶わないよね」

　夢でも、恋こいでも、受験でも、友達だって、何にでも当てはまることだと思う。

　諦めるのも、追いかけるのをやめるのも、全部自分次し第だい。自分が挫くじけた時が終わりの時……。

「私は響に迷めい惑わくしかかけられないし、ＲＡＩＳＥのためにしてあげられることなんて少ししかない。それでも、何かしてあげたい。してあげられることがないのならせめて、祈りたい」

　一つ一つの想おもいは小さくてもたくさん集まれば、きっと奇き跡せきだって起こせる。

「……でも翔は大丈夫だよ！　だって、ギターが好きなんでしょ？　絶対に叶うよ、翔の夢！」

　自分本位で夢を追いかけ続けたら、周りに迷惑をかけることもある。でも本当に好きなら周りはきっと理解してくれる。頑張りを認めてくれる。応援だってしてくれる。

「私は翔の音が本当に好き！……だから自信をもって、翔も頑張れ……！」

「はは、参ったな……。ありがとう、花音」

「え!?　なんで笑うの？　私今まじめに言ってるのに！」

　久しぶりのライブ前で、少しナーバスになっているのかもしれない。そう思って、真剣に精せい一いつ杯ぱい励はげまそうとしたのに、突とつ然ぜん翔は声を上げて笑った。

「……私も翔君たちＲＡＩＳＥを応援してる。今日のライブ頑張ってね」

「二人共ありがとう。俺頑張るから見てて！」

「私も応援してるよー。翔君、頑張ってー！」

「わ！　びっくりした……。千絵ちゃんもやっぱり来てたんだ！」

　突然話の輪に入って来た千絵ちゃんに私はテンション高めにあいさつをしたあと、お互たがい初めて会った瞳と千絵ちゃんをそれぞれ紹しよう介かいした。

「短冊書いたの？　なになに？　響の彼女は私、ｂｙ花音……。わぉ、大だい胆たん！」

「え？　何それ！」

　千絵ちゃんが短冊を読み上げて、その内容に私が一番驚いた。

「花音の代わりに書いてやったよ。大だい丈じよう夫ぶ。一番高いところに吊るしてやるから見えない」

「翔！　そういう問題じゃないよ！」

　私はその短冊を取り返そうと手を伸のばしたけれど、それを瞳と千絵ちゃんが妨ぼう害がいした。

「花音の願い事、叶うといいね」

「いや。もうすでに叶ってるんじゃない？」

　千絵ちゃんはニヒヒと笑った。私は響への気持ちが千絵ちゃんにまでバレバレだったことを知って、とても恥はずかしくなった。

「……響のことは……好き。だけど、彼女なんて……無理だよ」

　初めてのＭＶの顔合わせの時、響は言っていた。彼女を作る気はないと。

「ギターがうまくなって響に認められるようになったら、気持ちは伝えようとは思ってるけど」

「響さんは、ギターのテクだけでその人を判断したりしない。ちゃんとその人の本質、内面を見る。だから、絶対花音のよさも響さんならとっくに見み抜ぬいてる」

　翔がまっすぐ気持ちを言ってくれて私は驚いた。

「……花音と出会ってから響さん本当に変わった。歌詞や作る曲に深みが増したというか……。一いつ緒しよに演奏してる俺だからわかる。絶対それ、花音の影えい響きようだから」

「ええ!?　私が響に影響を？　ないない！」

　顔の前で手を振ふって全力で否定をする。

「それ、兄貴も言ってたよ。響変わったって」

　千絵ちゃんの言葉が信じられなくて、私は目を丸くさせた。

「でも音楽以外でも私は変わったと思うけどな。あまり人に関心がなかった響が花音のことは気にかけていると思う。大事な人にじゃないと忙いそがしい中チケットをわざわざ手て渡わたしたりしないよ。チケットは受付に預けておくことだってできるんだから」

「ギターを教えてくれるのも花音だけ特別なんでしょ？」

「……瞳まで！」

　みんなの言葉を聞いて私は軽くパニックになった。

（響にとって私は特別……。そうなのかな？　もしそれが本当なら、涙なみだが出るほど嬉うれしい……）

「花音のいいところは昔から俺が一番知ってる。絶対大丈夫。だから花音こそ、自信を持て」

　最後に翔が念を押すように力強く言った。

「ありがとう翔。私、考えてみる。響に、気持ちを伝えることを……」

　最近ほんの少しだけど前よりは弾ひけるようになった。納なつ得とくいく演奏かと言われたらまだまだだけど、もう少しうまく弾けるようになったら……伝えたい……な。

「……ま。振られたら俺が慰なぐさめてやるよ。だから思いっきり当たって砕くだけろ！」

「砕けても、再アタックして頑がん張ばる！」

「花音、その意気だ。頑張れ！」

　ライブ前の翔を励はげますつもりが、翔や瞳、千絵ちゃんに励まされてしまった。

（みんな優やさしい。こんなに応おう援えんしてくれているんだもん。ちゃんと気持ち、……響に伝えたい）

　改めてそう思った次の瞬しゆん間かん耳をつんざく爆ばく音おんと歓かん声せいが、扉とびらの向こう側から聞こえた。

「……前のバンドが終わりそう。そろそろ俺、行くわ。瞳さん、千絵ちゃん、そして花音。……楽しんでいって」

　翔を見送ったあと、私たちはホールへと続く重い扉を押し開けた。

「……うわ！　すごい熱気と人の数……。もしかしてクリスマスイブ以上!?」

　ライブハウス内は満員電車みたいに隙すき間まなく埋うめ尽つくされている。

　今日の対バンライブは学生限定で二組だけ。外で聞いた歓声は、前のバンドが演奏を終えたときのものだったらしく、ステージの上ではスタッフがシールドを束ねたり、機材の位置調整を始めている。

　次はＲＡＩＳＥの出番。観客たちが帰りそうな素そ振ぶりはなく、……前にまったく進めない。

「今日のお客さんの目的はＲＡＩＳＥ。ＭＶの効果が早くも出てるらしいよ？」

　私は横にいる千絵ちゃんの顔を見た。

「ストリートライブしたときに集まっていた子たちがいたんでしょ？　その子たちがＳＮＳで動画を拡散したらしいよ。ギターバトルとか、ちょっと有名みたい。さっきみんな話してたよ」

「そうなの？　あ！　だから、こんなに人がいるんだ！」

（ファンが確実に増えてる。やっぱりＲＡＩＳＥの曲は、みんなを夢中にさせる力がある！）

　憧あこがれのバンドの音が周りにも認められていくのが嬉しくなった。

「……隙間がない。今から前に行くのは無理だね」

　爪つま先さき立だちしながら前に行けそうな隙間を探す瞳にならって、私も背せ伸のびをしたけれど、ライブ会場はすし詰づめ状態でその場からまったく動けなかった。

「あ。見て花音！　もう翔君たちがステージの上に！」

「ほんとだ！」

「「キャ───ッ!!」」

　突とつ然ぜん、会場内が幾いく重えもの黄色い歓声で満たされた。ブルーの間接照明だけのほぼ真っ暗な会場内で聞こえるファンの声は、いつまでも止まらない。

　はやる気持ちそのままに私は、思いっきりさっき以上に背伸びをした。

　会場内を満たしていたＢＧＭが止やむ。急にギターの音だけが鳴り響ひびき一いつ瞬しゆん静まり返る。

　そして、白いバックライトがＲＡＩＳＥのメンバーを照らし、ドラムのスティックがカウントを終えた瞬間、───キョウの歌声が、あっという間にみんなを飲み込んだ。

（……これ、ＭＶの曲『ＭＥＳＳＡＧＥ』だ！）

　サビから始まる曲に、みんなが一いつ斉せいに叫さけび飛び跳はね始める。足を踏ふまれ、ファンのひじが身体からだ中のあちこちにぶつかる。

　たくさんの人の垣かき根ねの向こう、ステージの上では、マイクスタンドの前で響がギターを弾ひいている。右側には翔、左には瑛琉さん。そして中央後方には譲二さん。照明はエメラルド色に変わり、ＲＡＩＳＥを照らし幻げん想そう的に浮うかび上がらせた。

　ＲＡＩＳＥのファンは男の人も多い。テンションが上がりきった体格のいい男の人たちが、ステージの上にいる響たちに向かってリズムに合わせて手を振り上げる。

「キョウ!!」と、夢中で叫んでいた。

　ずっと、ライブでこの歌声を聴ききたかった。

　一瞬で私の叫び声は、観客の声とバンドのサウンド、そして、キョウの歌声にかき消された。

　熱気に包まれたこの場所で、響の感じている高こう揚ようが会場の一番後ろにいる私のところまで伝わってくる。またすぐに疾しつ走そう感あふれるサビに入って、心が……さらわれる。胸が熱い。

　クリスマスイブのライブと同じ。いや、それ以上……！　昂たかぶりが最高潮になったとき、私は泣きながら響の名前を繰くり返し呼んでいた。

　響の鳴らす音が、歌声が、歌詞にこめた想おもいすべてが、私の胸を熱く焦こがす。

　一曲目が終わると続いてドラムの激しい音とともに、ステージにいる翔をブルーの照明が照らした。歪ひずんだギターサウンドが一気に会場を埋め尽くす。

（イントロから特とく徴ちよう的なギターソロ。この曲は……）

「『ＤＥＳＴＩＮＹ』だ!!」

　次の瞬間、譲二さんの刻むドラムの音が変わり、シンバルが一度強く鳴る。光が素す早ばやく点てん滅めつして、白い照明がパンッと私の目の前を強く照らした。

　会場内がドンッと揺ゆれたみたいだった。すべてが一体となって最高に盛り上がる。

（……もっと、歌って欲しい。もっと聴いていたい！）

　届かない距きよ離り。私はステージの上にいる響に向かって、無我夢中で手を伸ばした。

　サビが終わり、間奏に入りキャ──ッと、ファンの声が会場にこだますると、スポットライトの眩まぶしい光がパッと翔を照らした。

　目をそらすことができなくなるような、パワフルなギターソロが始まる。パフォーマンスに呼応するように、観客たちが飛び跳ねる。

　翔が、どうだ！　と言わんばかりに、最高の笑え顔がおでギターを響かせた。

　次の瑛琉さんのベーステクが光る。力強くて正確なスラップ奏法は本当に圧巻だ。瑛琉さんのパートが終わると、私は響に視線を戻もどした。

（……あれ？　気のせいかな……。私、今、響と目が合った？　しかも、響が微笑ほほえんだ!?）

　胸の鼓こ動どうがトクトクととても速い。

　またサビに入り、私は『ＤＥＳＴＩＮＹ』の歌詞を大きな声で一緒に歌う。響たちが創つくり上げた攻こう撃げき的なくらい存在感のある音に、あっという間に飲み込まれていく。

　翔の弾く個性的なメロディーと、譲二さんの刻む身体の芯しんまで揺れるような力強い重低音。

　瑛琉さんのリズミカルなベースと、一度聴いてしまったらそれ以外考えられなくなってしまうほど、惹ひきつけられるキョウの声……。

　ＲＡＩＳＥを前に、私の存在も何もかもかき消されてしまうんじゃないかと不安になって、思いっきり、出せるだけの声を出して一緒に歌った。

　キョウたちＲＡＩＳＥはＭＣを挟はさまず次々と演奏していく。

『Ｈｉｄｅｏｕｔ』『Ｇｒａｂ　ａ　ｃｈａｎｃｅ！』と連続で演奏してからがらりと雰ふん囲い気きを変えて、『Ｆｉｌｌ　ｉｎ』が始まる。

　しっとりとしたバラードを聴いていると、一度は引いた涙がまたあふれてきた。……そろそろラストなのかもしれない。

『Ｆｉｌｌ　ｉｎ』が終わり、しんみりした気持ちになっていると、響が静かに話し始めた。

『……みんな。今日は来てくれてありがとう。……活動していない間には色んな噂うわさも飛びかって、事情を知っている方もいるかと思いますが……、やっぱりＲＡＩＳＥのギターは翔以外考えられないと思っています』

　響がちらりと翔に視線を送る。翔が苦笑いしながら観客席に向かってお辞じ儀ぎをすると、「可愛かわいいー！」と誰だれかが叫んだ。それを聞いた翔が照れると、今度は色んな場所から黄色い声がした。響は口元に少しだけ笑みを浮かべて、翔の肩かたを叩たたく。

『このメンバーでまたライブができて最高でした。……次でラスト』

　ええーッ！　やだーッ！　と観客席から声が上がった。

『……久しぶりだし俺ももっと歌いたいんだけどね、スタッフさんから時間厳守って言われてて。ごめんね。代わりじゃないけど、ラストの曲は新曲です』

　会場内が一斉に沸わき上がる。私たちも顔を見合わせて喜んだ。

（新曲！　どれだろ？　こないだ聴かせてくれた曲かな？）

『新曲……なんですが、実はつい数日前にできたばっかりで、ほとんどぶっつけ本番。……これは大切な人を想って作った曲です。みんなにも大切な家族や友人、仲間、そして……好きな人がいると思う。どうかその大切な人の顔を思い浮かべて、想いながら聴いてください』

「……え？」

　とくんと胸が高鳴った。

　目が合ったのはほんの数秒。響がステージの上から私をまっすぐ見てふっと笑った気がした。

　会場は暗いし、たくさんの人がいて、こんなに遠く離はなれている。

（でも……確かにさっき響と目が……合った）

『……君に捧ささげます。「ｋａｎｏｎ」』

　ステージの照明が落ちて、響が奏かなでるギターの旋せん律りつが会場内を満たす。

　それは響がＲＡＩＳＥとして初めて作詞作曲して歌う、〝恋こいのうた〟だった。

　ゆったりとしたテンポのギター音と静かで控ひかえめなドラムビートと、低音のベース。

　美しいメロディーラインに聴き入っていると、響のよく通る歌声がすっと入ってきて、存在感を放った。一瞬で惹きこまれ、響の創る世界観に飲み込まれる。

（……あ。〝カノン〟だ……）

　カノンは追走曲。同じメロディーを、追いかけるように繰り返し演奏する。この曲も、そう。

（そういえば、出会った頃ころ、響は私の名前を褒ほめてくれたんだっけ……）

　数ヶ月前の思い出が追走するメロディーと重なっていく。

　歌には〝大切な人〟に向けた、想いがあふれている。

　サビの部分に何度か『カノン』のフレーズがあって、響が歌うたびに、私が名前を呼ばれているみたいで、歌詞の中の〝大切な人〟に自分を重ねた。

「……素す敵てき」

　後半になるにつれて響の歌声に熱がこもる。胸がぎゅっと締しめ付けられたように苦しくなって、涙なみだがあふれ、……止まらない。

　ちゃんと見たい。でも、視界が滲にじんで、まともに響を見られない。

　私はそっと瞼まぶたを下ろした。響の声で繰り返される『ｋａｎｏｎ』を、私の全部で受け止めたかった。










　ライブは感動の渦うずの中終わった。

　終わっても余よ韻いんにいつまでも浸ひたり、目を閉じたままその場を動くことができない。響の創り上げた音が、今も私の中で奏で続けられている。音の世界から抜ぬけ出せない……

「……花音、迷めい惑わくになってるよ」

　その声にビックリして、ぱっと目を開いた。

　前方には少し困ったような顔をした響がいた。遅おくれて私は会場内を見み渡わたした。

　ステージの上には他ほかに誰もいないし、私の横や後ろにももう、一人の観客もいなくて、人がはけた会場内に瞳たちの姿もなかった。スタッフの人が数人、片付けをしているだけ。

「……みんなはもうとっくに外に出てるけど、花音はいつまでそこにいるつもり？」

　遠く離れたステージの上から響が静かに私に話しかける。収まっていたはずの涙が、また込み上げてくる。……気持ちがあふれてくる。

　響は愛いとしみの眼まな差ざしで私を見ると、今までで一番優やさしく笑ってくれた。そして、ふわりとステージから飛び降りた。

「ひびき……」

　こらえきれず一ひと粒つぶ涙がこぼれた。響は会場の後ろの方で動かないでいる私の元へ、一歩ずつ、まっすぐ近づいてきてくれた。

　私の前に立つと、響はそっと私の涙を指でぬぐった。

「……花音気づいてる？　『ｋａｎｏｎ』は俺が初めて作った恋れん愛あいの曲だって」

「……うん。ちゃんと、……気づいてるよ」

「花音を想って作った」

　心が震ふるえ、息を吞のんだ。

「これからも聴きいてくれる？」

　響がそっと私の頰ほおを包みこむ。触ふれる手はとても温かい。いつも楽器を奏でるその指先から、優しさが流れこんでくる。

「花音と一いつ緒しよに曲を作りたい」

　いろんな想おもいが一気に私の中を満たしていく。

「俺が初めて作詞作曲した唯ゆい一いつの恋愛曲『ｋａｎｏｎ』をあげる。受け取るための条件は、俺の〝彼女を作らない〟の例外になること……」

「……響っ……」

「好きだ。花音、……俺の彼女になってくれる？」

　たまらず手を伸のばしぎゅっと抱だきつくと、響もぎゅっと力強く抱きしめ返してくれた。

　愛いとしいという想いが身体の奥から沸き起こって、私の心を何度も震わせた。

（どうしよう……信じられない。奇き跡せきが……起こった）

「色々我が慢まんさせたり、嫌いやなことや不安にさせることもあると思う。けど、ファンや、いろんなことから花音を守るから……そばにいて欲しい」

　いつも以上に優しい声で響はささやく。

　響の温ぬくもりに胸が熱く満たされて、声が震える。
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「……私は、音楽の素人しろうとで、響の役に立てないどころか、こないだは迷惑をかけた」

「……そんなことないよ」

「少しでも響のそばに行きたい。響の音楽をもっと知りたい。だから……好きになったギターをもっとうまくなりたかったの」

　響は何も言わず、ただ優しく私をぎゅっと抱きしめ続けた。

「……響が好き。出会った時から、今もずっと、これからも……響のことが……大好き」

「花音」

　響はそっと顔を近づけると、私のおでこにキスを落とした。

　驚おどろきすぎて、声が出ない。近づいた響の顔には、初めて見る表情が浮うかんでいた。

　視界が一気にぼやけて、涙があふれる。

　気持ちもあふれるままに私は、響に伝えた。




「……なりたい。私、響の彼女に……！」







[image: 第15章　君に捧げる恋の歌]




　───七夕ライブから約一ヶ月後、夏休み真っただ中のある日、ＲＡＩＳＥのメジャーデビューが決まった。

　響と譲二さんは高校を卒業すると活動拠きよ点てんを東京に移すことになった。

「音楽で食っていくようになるのが夢だった。だから、東京に行く」

「……うん！　応おう援えんしてる。頑がん張ばってね」

　上京のことを打ち明けられた私はいっぱい笑えみを浮かべ響を励はげました。

「考えて決めないといけないことがたくさんあるけど、デビューが決まって一番に頭に浮かんだのは、花音のことだった」

「え？」

　響は少し辛つらそうに笑って続けた。

「瑛琉のことや翔の学校のこととかは何とかする。でも……花音と離れることが、辛い」

　響の言葉を聞いて、笑って見送ろうと思っていたのに、胸と目め頭がしらが一気に熱くなった。

　そのことに響はすぐに気づいてくれた。そっと私を抱きしめる。

「花音。俺ね、今までずっと、音楽にいかに集中できる環かん境きようを作るかを考えてきた。曲を作るときは、ただ雰ふん囲い気きやノリだけで作るんじゃなくて、一音一音に意味を持たせて伝えたいって」

「……うん。知ってる。ちゃんとわかってるよ。響がどれだけ本気で音楽に取り組んできたのか。響の声や、音から伝わってくるよ」

　私も真しん剣けんに、まっすぐ響の目を見てうなずいた。

「花音に出会えて、世界の色が変わった。一緒にいて花音のことを思うと、曲があふれる。……自分でもびっくりでまだ戸と惑まどってる。だから正直困ってる」

「……何を？」

　なぜか悲しそうに響は私の頭をよしよしとなでた。

「今はすぐそばに、手を伸ばせば届く距きよ離りに花音がいるのに。いないと想像すると胸が痛い」

　つむがれる言葉がとても信じられないことばかりで、胸がぎゅっと苦しくなった。

「花音には、花音の将来がある。だから、決して無理にとは言わないけれど、いつか……」

「私、高校卒業したら、上京する！」

　響の言葉をさえぎって私は言った。

「……待ってて。二年後、私何が何でも上京して響のそばに行くから！」

（中学の時、あんなに無理と周りに言われた蒼学にだって私は受かった。だから、今回もがむしゃらに響を追いかける！）

「東京でも、世界の果てでも、私は響を追いかけてどこまでもいく！」

　響は私の言葉を受けて、ふわっと笑った。そして、私をぎゅっと抱きしめてくれた。

「……花音」

「は、はいっ！」

「ありがとう。……大好きだよ」

（……うわ。どうしよう、涙なみだが出る……！）

　涙を誤ご魔ま化かすように、気持ちが響に伝わるように、私はぎゅっと強く響を抱きしめ返した。
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　響たちＲＡＩＳＥは宣言通り、高校を卒業すると、拠点を東京に移した。バンド活動のかたわら、響と譲二さんは大学にも通うらしい。

　ＲＡＩＳＥは本格的な夏を迎むかえる前にメジャーデビューを果たした。

　キョウの歌声は、すぐにたくさんの人の心に届き、曲が売れない時代だというのに、信じられないほどの売り上げと人気をモノにしていく。

　その報告は響や時々帰ってくる瑛琉さんや翔から聞いた。

　ラジオやテレビで見るたびに、遠く別の世界の出来事のように感じるときもあったけれど、私は響との約束を守るために、相変わらずテストと、ギターの練習の日々を過ごした。










　そしてＲＡＩＳＥがデビューしてから約一年半後。私は瞳、千絵ちゃん二人を誘さそって一緒にスリーピースバンドを結成した。

　ちょうど三年前のクリスマスイブ、私の運命を変える出来事が起こった。初めて見た響のライブは衝しよう撃げき的で、今も色あせることなく私に刺し激げきを与あたえ続けている。

　今日はとても大切な記念日……。

　イルミネーションに彩いろどられた街と、心を弾はずませながら歩く人たち。外の空気は痛いくらいに冷たくて、あの日と同じように澄すみ切っている。

　ライブハウス『ＣＲＡＤＬＥ』は満員御おん礼れいだった。人々の熱気であふれている。

　響から預かってる大切なギターのネックを握にぎる手が、じんわりと汗あせばんだ。

　左右正面から私たちを照らす強い光。目の前にはマイクスタンド。そして、たくさんの人。私は今、最強のメンバーと最高のステージに初めて立っている。

　一度、ステージを振ふり返る。左側には弾ひきたくて仕方ないといったようにうずうずしている千絵ちゃん。いつもどおりすぎて、思わず私の口から笑みがこぼれ、少し緊きん張ちようがほぐれた。

　中央奥には、緊張した面おも持もちのまま、ドラムセットの前でスティックをかまえる瞳。瞳も私と同じで、ひどく緊張しているのがわかる……。目が合い私が笑顔を作ってうなずくと、瞳も口元に笑みを浮かべてうなずいた。

　私たちは顔を見合わせて、大きくうなずく。言葉がなくたってわかり合える。大だい丈じよう夫ぶ、みんなの気持ちは一つになってる。正面に向き直る。

「あっ」

　会場の一番後ろ、真正面のＰＡブースのそばに、私が尊敬してやまない彼の姿があった。

「……響、来てくれたんだ……」

　いつも一番近くで音を聴きいてくれていた響が、今は一番遠い。あそこまで私は、音を届けないといけない。ドキドキする胸を押さえ、大きく息を吸った。

『こんばんは！　ＦＬＡＲフレアＥＳＴスタＡＲＳーズのボーカル、花音です！』

（響、見てて！　私今からギター弾くよ。……心を込めて歌うから。目の前にいる人に、会場の中にいる人すべてに熱い〝Ｓｏｕｎｄ〟を届ける！）

『……君に捧ささげます。「ｋａｎｏｎ」！』

　私は全身を使ってネックを振り下げる。

　聴いている人すべてに伝わるように、ギターを思いっきりかき鳴らした。










　あとがき







　はじめまして。朱あか里さとコウと申します。この度は、『Ｓｏｕサウｎｄンド　君に捧ささげる恋のカノン』を手に取ってくださいまして、誠にありがとうございます。心よりお礼申しあげます。

『Ｓｏｕｎｄ』を本にするのは私の念願でした。なので、「角川ビーンズ文庫学園ストーリー大賞」に入賞した時は、本当に嬉うれしくて舞まい上がり、一人でバンザイしたくらいです。

　何かに夢中でひたむきに頑がん張ばっている人って、素す敵てきだと思いませんか？　私は惹ひかれます。

　花か音のんや響ひびきたちには、楽しくて時間も忘れて夢中になれる物を見つけてほしい。見つけられたら全力で努力して、最後まで諦あきらめないでほしい。という想おもいを込めさせていただきました。

　それくらい想い入れのある『Ｓｏｕｎｄ』。実は、響や花音たちが誕生したきっかけは、ＭＶでした。あるバンドの、演奏のみのかっこいい映像と音を聞いた私は、テレビに釘くぎ付づけになったのです。でもその時は、小説として形にしようとは思いもしなかったです。

　次はどんなものを書こうかといろいろ考えていた時、ひらめいたのが、「バンドマンに恋する純じゆん粋すいで一いつ生しよう懸けん命めいな女の子」でした。それが、『Ｓｏｕｎｄ』の出発地点です。

　嬉き々きとして書き始めたものの、すぐにつまずき大変でした。音をどう表現したらいいのかわからない。ライブのあの臨場感を文章にするには？　など、たくさん悩なやみ試行錯さく誤ごしました。何回書き直しても納なつ得とくがいかない。でも絶対諦めない！　と決めていました。壁かべにぶち当たる度たびに、励はげまし助けてくれた大切な執しつ筆ぴつ仲間には感謝の気持ちでいっぱいです。皆みんな大好きです！

『Ｓｏｕｎｄ』が無事に完成できたのは、ご尽じん力りよくくださいました皆みな様さまのおかげです。

　きっかけをくださいましたエブリスタ様、いつも大変お世話になっております。ありがとうございます。

　担当編集者様、本当に大変お世話になりました。響たちに寄り添そって考えてくれたこと、とても嬉しかったです。そして出版までにお世話になった皆様、本当にありがとうございました。

　カバーイラストと挿さし絵えを担当してくださった柚ゆず木きウタノ様。響を見た瞬しゆん間かん、胸がときめきました。花音と翔しようも可愛かわいくて感かん涙るいです。素敵に描えがいてくださり、本当にありがとうございました。

　執筆時間の確保に協力してくれる家族にも、常々感謝しております。

　そして何より、この本を手に取ってくださっているあなた様に心からお礼申しあげます。

　また皆様にお会いできることを楽しみに、執筆に励みたいと思います。

　本当にありがとうございました。





朱里コウ　　



















本書はエブリスタ「学園ストーリー大賞」入賞作に加筆、修正したものです。

この作品はフィクションであり、実在の人物、団体等とは一切関係ありません。
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